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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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エピローグ




　あとがき

　解説







　プロローグ




　さあ、問題だよ、小こ槙まき。答えられるかい？




　また？　裕ゆうくんはなぞなぞが好きやなあ。




　姉さんも小槙といっしょに考えるんだよ、いいかい？




　わかったわ、裕ゆう杜と。




　じゃあ、問題だ。……ある閉じられた国がある。一人しかいない王は、決して彼を見ることはできない。騎き士したちは、たまに見かけるだろう。農夫は毎日のように彼を見る。王は彼に会いたくて騎士や農夫に命令するが、決して会うことはできない。王を悲しみに沈しずませる彼とは、いったい誰だれなのだろう？




　そんなん簡単や。ねえ、明あか葉はさん？




　そうね。




　それなら、今度はもっと難しいなぞなぞを考えておくよ。




　今度って、いつ？　裕くん、外国へ行くんやろ？　また会えるん？




〝今〟だよ。今、君は疑問を持った。僕は目的を果たした。




　そんなん、ずるいわ。答えがあらへんもん。ねえ、明葉さん？




　答えなら、あるわ。




　え？




　そう、君が決めればいい。僕に会いたいと思うことこそが、答えだ。




　……分からへん。




　いつか、分かるわ。




　いつかって、いつ？




　言ったろう？




　あなたが、決めるの。







　１　鈴藤小槙　その一




　天才はどんな夢を見るのだろう？

　小槙が昨夜見た夢は、得体の知れない何かから逃にげる夢だった。

　どうして逃げるのか？

　怖こわいからだ。

　怖い、という感覚は新しん鮮せんだった。

　恐きよう怖ふという感情は生きるための防衛本能だ。危険の正体がはっきりしているならば、恐怖を感じない。自動車が迫せまってきたら、歩道の隅すみに寄って避よける。そこに恐怖はない。

　もし追いかけてくる〝何か〟につかまったら、どうなるのだろう？　予想できないのに、逃げる。予想できないから恐怖する。理由のない恐怖は、本能だ。人間らしい、動物らしい感情。彼女はそれを愛いとおしいと思う。好き、という感情の正体も分からない。風ふ呂ろ、昼ひる寝ね、食事は大好きだ。

「プリント、後ろにまわしてよ」

　肩かたを叩たたかれ、鈴すず藤ふじ小槙は現実へと意識を戻もどした。

「…………」

　ぼんやりした思考回路に、ここは私立二ふた美み原はら学園高等部一年Ｅ組の教室であること、今は授業中であること、それも三時限目の数学の時間だという記き憶おくがよみがえる。

「あたし、何を考えてたんやったっけ？」

　プリントを渡わたしつつ、たずねる。

「え、なに？」

「夢を見てん。怖い夢や」

「は？」

　怪け訝げんそうな女子生徒に、横の生徒が「相手にすんなって。いつもの妄もう想そうだろ」と囁ささやくのが聞こえる。

　前を向くと、目の前に数学教師がいた。

「鈴藤」

「はい」

「黒板の問題をやってみろ」

　黒板を見る。黒板には数字と記号が混ざった数式が、右上がりのクセのある字体で書かれていた。式の末まつ尾びには不等号がついていて、最終的に数字のゼロでしめくくられている。

　無意識に、小槙の頭の中で数字の映像が立体的に展開する。一秒と経たたず、解となりうる記号の範はん囲いが導き出される。

　しかし、小槙の思考は止まらない。

　これは、あくまで既き成せいの方程式を使った場合やな。せやけど、この方程式の証明は授業でまだ教えてもろてないやん。方程式の証明もせなあかんのやろか。えらい大変な作業や。黒板におさまるかな。

「分からないなら、分からないと言いなさい」

「分からへん」

　答えたのは小槙ではなく、離はなれた席にいる男子生徒だった。

　春はる野の祥さちというクラスメートだ。

　教室内に、くすくすと笑い声が上がる。

　ため息まじりに教きよう壇だんへと戻る教師から、春野祥へと視線を移す。彼は「分からへんねん」と繰くり返し、再び笑い声が飛びかった。

「……」

　小槙は黙だまって俯うつむく。

　春野くんは、意地悪や。

　彼はなにかにつけて人をからかうクセがあるらしい。しかも、標的はいつも決まって他の誰だれでもない、小槙なのである。

　そもそも、人はなぜ必要以上に他人の感情に割り込もうとするのだろう？　自身の存在を認にん識しきしてほしいから？　それとも小槙には分からない明確な理由があるのだろうか。逆に理由などないのだろうか。だとしたら、本能的な行動なのだろうか。すなわち恐きよう怖ふと同じ防衛行動だとしたら、いったい何を守ろうとしているのだろう？
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「じゃあ、春野。お前がやってみろ」

「うぃっす」

　春野祥は、軽い足取りで黒板まで歩いていき、さして考えた様子もなくチョークを走らせていく。

　小槙は黒板に立つ同級生を見て、奇き妙みような感想を抱いだいた。

　いさぎよい。

　茶色がかった瞳ひとみ、やや毛先がハネている黒い髪かみ、不敵な笑えみを浮うかべる唇くちびる、それら全すべてがまるで「俺はここにいる」と主張しているようだった。チョークが黒板を叩たたく硬かたい音さえもが潔いさぎよい。これで答えが間ま違ちがっていても、拍はく手しゆ喝かつ采さいが湧わき上がるのではとすら思える。

　ふと、祥の茶色の瞳がこちらを見た。

　少年は微び笑しようし、教師には見えない角度で小さく〝５８Ｐ〟と書き、すぐにもう一方の手で消してしまう。

　小槙は少し考え、視線を机に落とす。

　教科書をめくる。祥の示したページには「例題」の文字の下に、黒板の問題がそっくり記き載さいされていた。もちろん解答つきだ。

「できました」

「ふむ。正解だ」

「当然。天才ですから」

　祥の軽口に、クラスメートたちが「バーカ」などと笑いあっている。

「えー、それじゃあ五十八ページをめくって。今の問題は、ここに載のっている通り……」

　席へ帰り際ぎわ、祥が勝ち誇ほこった顔でこちらを見た。小槙は自分の教科書に赤いペンで大きく〝イカサマや〟と書き、祥に見せる。

　すると祥は一いつ瞬しゆん、楽しげに笑んだ。そして、口を動かして何かを言う。声は出さずに。

　小槙は、祥が放った無言の一言を理解した。

〝俺の勝ち〟

　小槙は考える。

　俺の勝ち？　イカサマってことがバレたんやから、春野くんの負けとちゃうの？

　思考が瞬しゆん時じに展開されていく。

〝イカサマや〟〝俺の勝ち〟〝分からへん〟〝天才ですから〟──与あたえられた情報が構造を崩くずし、しかるべき解答へと再構築される。

　答えはすぐに導き出された。

「春野くんは、自分で答えを考えたんやな」

　となりの席の同級生が不思議そうに小槙を見たが、すぐに何事もなかったように黒板へと視線を戻もどす。

　祥は、自分で問題を解いた。だがヒント、いや、罠わなをわざと小槙にちらつかせたことでイカサマをしたと勘かん違ちがいさせようとしたのだ。そして、それはまんまと成功した。

「春野くんは、やっぱり意地悪や」

　ふう、と息を吐はく。春野祥という同級生との小さな勝負は、それで決着した。

「今日はええ天気やなあ」

　窓の向こう、遠くに見える国道を派手な大型トレーラーが走っていた。荷台にはでかでかと『明日、世界中の天才たちが潮しお天あま市に集結する！　潮天市全体を舞ぶ台たいとした果か須す田だ裕杜による新感覚リアル・ゲーム、特別番組とインターネットで同時中ちゆう継けい！』と書かれている。

「裕くん、元気でやってるみたいやな」

　外を見ていたのは小槙だけではなかった。後ろの席から、小声で話す声が聞こえる。

「ねえほら、あれ、明日でしょ？　果須田裕杜が作ったとかいうゲームをやるの。果須田裕杜が招待した世界中の有名人と対戦するんでしょ？　すごいよね」

「ゲームなんてどうでもいいけど、生で裕杜クンが見れるのはラッキーって感じ。あたし、このためだけにパソコン買ってもらっちゃったもん」

「な、なによ。なんか用？」

　小槙の視線に気づいた女子二人組が、迷めい惑わくそうな顔で身を引く。

　ぼんやりと前へ視線を移すと、こっちでは男子生徒どうしが囁ささやきあっていた。

「ネットで流れてた噂うわさだけど、果須田裕杜が招待した参加者の中には芸能人もいるらしいぜ。それもあのｃｈｉｃａだとか」

「うっそ、テレビにもろくに出たことないのに、なんでそんなもんに出るんだよ。他の歌手のために作曲した歌はバンバン出てるけど……顔が映ってる画像を録とっときゃ、あとでプレミアつくかもだな」

「お、おい……さっきから鈴藤がこっち見てるんだけど」

「あたし、裕くんと幼なじみやねんで」

　小槙が言うと、男子生徒たちは気味悪そうに顔をそむけた。

「なんか言ってるぜ……いくら顔が良くても、アレじゃあな」

「逆に怖こえーよ。人形みたいで」

　ほんまやねんけどなあ、と心中で呟つぶやきつつ、再び窓の外を眺ながめる。

「裕くんは、どんな夢を見るんやろうか」

　天才は、どんな夢を見るのだろう？　夢で恐怖することがあるのだろうか。

　本人に確かめてみたい気もするが、まず不可能だろう。小槙はよく些さ細さいなことを忘れる。同様に裕杜もまた小槙のことを〝些細なこと〟として忘れ去っている可能性が高い。

　それとも、天才は物事を忘れたりなどはしないのだろうか？　完成した人間は、記き憶おくの欠損などとは無む縁えんなのだろうか。

「鈴藤……鈴藤！」

　自分を呼ぶ声に気づき、教きよう壇だんを見る。数学教師が怒いかりの表情を浮かべていた。

　黒板にはいくつかの方程式が書かれている。小槙は、一目で解答を導き出した。

「授業を受けるつもりがないのか？　それともおまえは、この教科書にある問題が全すべて解けるとでも言うのか？」

　教師の言葉に小槙は考える。

　ぜんぶ解けたら、もう怒おこられんですむんやろか。

　気がつくと思考に耽ふけってしまうのは、小さい頃ころから癖くせだ。一度でも考え込んでしまうと、止まらない。一学期の期末テストも、そのせいで散々な結果だった。

　小槙が何か言うよりも早く、またもや離はなれた席から声が上がった。

「全部解けへん。どないしよー」

　クラスメートたちの笑い声と、授業終しゆう了りようのチャイムが重なる。

　号令を終え、教師は嘆たん息そくしながら退室する。

　先ほどの声の主を見ると、彼もまたこちらを見ていた。予想通り、春野祥は悪びれもせずに笑っていた。

「春野くんは、ほんまに意地悪や」

　意地悪な人は、嫌きらいや。

　怖いという懐なつかしい感情と同じく、嫌いという感情を抱いだいたのもまた実に久しぶりのことだった。







　２　鈴藤小槙　その二




　潮天市は、開発途と上じようの新都市だ。

　首都から離れているとはいえ、新しい幹線が開通したことで人々の生活が潤うるおいを増した。

　二十一世紀になり数年が経たった現在では、都心に次ぐ流行の発信源となっている。

　小槙が潮天市へとやってきたのは、ほんの数ヶ月前だ。

　父親が病で他界してからの五年間は、もっと西の地方にある生家で暮らしていた。

　すでに母親もいなかった小槙は、後見人である叔父おじの勧すすめで高校入学の時期に合わせて潮天市へと移ってきた。よくは知らないが、税金や土地の問題などもあったらしい。

　潮天市にやってきてからは、街を散策するのが小槙の休日の習慣になっていた。

　特に目的はない。

　家にいても退たい屈くつなだけだ。かといって、同じ時間を共有してくれる友人もいない。

　今日の小槙は、地下街へ向かうことにした。

　広大な面積を有する地下街には様々な店が並んでいる。若い世代から高年代まで客層は幅はば広ひろく、ところどころに設計された噴ふん水すいや植物園は憩いこいの場としても利用されている。

「バスを使うべきやった……」

　地下街へと向かう道の途と中ちゆうで、小槙は力尽つきた。ビルの壁かべに背をもたせかける。

　立ち止まった小槙を、通行人が追い抜ぬいていく。週末ということを抜きにしても、普ふ段だんより街がざわついているように見えた。

「今日って果須田裕杜が考えたゲームの開かい催さい日びでしょ？　ねえ、早く帰ろうよ」

「バーカ、それってこの街でやるんだろ？　だったらちょうどゲームしてるところが見られるかもしんねーじゃんか」

「果須田裕杜プロデュースによるリアル・ゲームの開始まで、あと二時間三十五分と迫せまりました！　当ゲームは当社、ＳＩＳＴジャパンの共催によるものです！　ただ今、当社ではまもなく発売される新感覚ゲームの体験版を無料配布しております。詳くわしくはこのパンフレットを……」

「ねー、パパぁ、うちでもインターネットってできるの？」

「こちらが現在の潮天市の光景です。果須田裕杜さん演出による話題のゲーム開始まで秒読み段階となった今、街は異常な盛り上がりを見せています。これまでに確かく認にんされただけでも参加者は、ドイツの天才少年ピアニスト、イェレミ氏と異種格かく闘とうチャンピオンのドニー・ヤンカー氏ペア。ノーベル物理学賞受賞候補のＭＩＴ大学ペア、ユマ・サーマン氏と生徒サラ・マクラフラン氏。そして日本からは世界に名を馳はせる大数学者、祇ぎ園おん寺じ蓮れん氏とそのお孫さんのペアが参加しているとの未確認情報も……あ！　あちらにも人だかりができています！　参加者がいるのでしょうか、ただちに向かってみます！」

　果須田裕杜。

　通りを歩く人々は、まるで示し合わせたかのようにその名を口にしている。

　果須田裕杜という人物に関して、小槙は三つの顔を知っていた。

　まず一つは、一いつ般ぱん的なゲーム・プログラマーとして知られる果須田裕杜だ。

　少年の伝説は、数年前に始まった。

　初めて手がけたパソコンゲームが大ヒットしたことが、まず彼の名を世に知らしめた。インターネットを通じて世界中のプレイヤーたちと戦う３Ｄバトル・ゲームという内容は珍めずらしくないが、完成度が群を抜いていた。殺さつ戮りくシーンがリアルすぎて発売停止になりかけたこともあるそうだが、人気に後押しされ現在でもシリーズ化されている。

　また、果須田裕杜本人の容よう貌ぼうが非常に端たん整せいであったことも、各マスメディアの注目を集めるきっかけとなった。ゲームに興味が薄うすい女性たちは、ビジュアル的な魅み力りよくに惹ひきつけられた。テレビを観ていると、様々なＣＭで果須田裕杜の顔を見ることができる。

　二つ目の顔は、ゲームや芸能活動とはまるで違ちがった分野での功績だ。

　果須田裕杜は幼くして、欧おう米べいの大学で多分野の学問を学んでいる。合衆国の大学の特別課程を卒業したのは十七歳の時だ。彼は数学、物理学、遺伝子工学、心理学において数々の論文を発表し、すべてにおいて博士号を取得している。

　特にコンピュータ分野における業績は計り知れない。ソフトウェア・ハードウェアの両側面で世界の技術水準を急速におし上げただけでなく、これまでの常識を覆くつがえすほどの処理速度を誇ほこるスーパーコンピュータ『ＨＯＭＥ』を開発したことで世界最高の頭脳の称しよう号ごうを不動のものとした。

　そして果須田裕杜の第三の顔。それは、小槙が果須田裕杜について少なからず詳しよう細さいな経歴を知っていることに関係する。だが、わざわざ人に言うようなことではないので、今まで誰だれにも語ったことはない。

　──裕杜の目の色を怖こわいと思う？

　果須田裕杜のことを思い出すと、必ず彼とともに思い出す女性がいる。

　裕杜の姉、果須田明葉である。

　今や世界の中心と言っても過言ではない天才少年に、かつて一人の姉がいたことを知る人物が果たしてどれほどいるだろうか？

「えらい騒さわぎやなあ」

　小槙はぼんやりと呟つぶやく。

　騒がしい街並みを見て、小槙は理解した。

　皆みな、天才プログラマー果須田裕杜のゲームとやらが目的なのだろう。住民はもとより、遠方からやってきた見物客も少なくないようだ。なかには携けい帯たい型パソコンや液えき晶しようテレビを持ち歩いている人々の姿も見える。

　携帯電話で動画が表示できるようになったのが、つい最近のことである。表示画面に使用されている液晶画面も、今やほとんどが果須田裕杜が考案した技術だった。

　しかし果須田裕杜個人に対する思いは別として、小槙自身が街全体を覆おおう興奮に影えい響きようされる要素は何一つない。

　目的地である地下街へと向かうべく、交差点を曲がる。

「う」

　見覚えのある人物の姿が目に映った。

　春野祥だ。

　小槙の同級生であると同時に、理由もなく小槙にからんでくる少年である。彼は喫きつ茶さ店のオープンテラスにいた。

　春野祥は一人で椅い子すに座り、携帯電話で誰かと話しているようだ。いや、話しているというより怒ど鳴なっていると言ったほうが正しい。声がこちらまで聞こえてくる。

「だから……そんなこと……んて聞いてない……パートナー……お前は……」

　休日ということもあり、春野祥は私服姿だった。色の落ちたジーンズと、大きな英語のロゴが入ったＴシャツを着ている。テーブルの脇わきには、小さなバッグが置かれていた。

「きっと恋こい人びとにデートをすっぽかされたんや」

　春野くんの性格やと恋人も大変そうやな、と心中で同情する。

　春野祥は携帯電話を乱暴にテーブルに置き、液体の入ったカップを口に運ぶ。すると置いたばかりの携帯電話が音楽を奏かなでた。

　意外にも、着信音はクラシック音楽だった。亡き天才作曲家バッハの〝バディヌリ〟。小槙が好きな曲だ。春野祥と同じものが好き、という事実になぜか反感を覚える。

　不ふ機き嫌げんそうに電話にでた春野祥だが、急に表情を一変させた。興奮した様子で椅子から立ち上がり、どこかへ向かって走り去ってしまう。バッグは地面の上に置かれたままだ。

　小槙はテラスに向かって歩いていく。

「忘れていきはったみたいや。どないしよう」

　置き去りにされたバッグは、口が開いている。とりあえず地面に置いたままというのも危ないので、持ち上げる。と、開いた口から金属製のなにかが落ちた。

　あわてて受け止めた瞬しゆん間かん、ピピッと小さな電子音が鳴る。

「な、なんや？」

　それは折り畳たたまれた機械だった。大きさは小槙の両手に乗るくらいで、大きめのポケットならばすっぽりと収まってしまいそうなほど小さい。彼女の指がわずかに開いた内側に滑すべりこんだことが音の原因のようである。

「壊こわしてしもたんやろか」

　椅子に座り、機械を開く。

　上部は長方形の液晶ディスプレイ、底部は小さなキーボードになった携帯端末だ。見たことのない機種である。

　また、小さな電子音が鳴った。

「どないしよう。もう触さわらへんほうがええんやろか」

　画面を見ると、浮うかび上がった長方形の枠わくの中に数行の文字が書かれていた。





　──指し紋もん認にん識しき、完かん了りようしました。この設定を、登録番号００１〝春野祥〟のパートナーとして新たに登録しますか？






「なんやろう、これ」

　画面は小さいが、画質はすこぶる鮮せん明めいだ。浮かび上がった文字は立体的で、はっきりと読みとることができる。

　文字中の〝春野祥〟という部分だけ、色が青く染まっていた。小槙は無意識に、人差し指でその部分をなぞる。

　画面上に新たな長方形が浮かび上がり、また数行の文字が映し出される。





　　ｎａｍｅ　　春野祥

　　ａｇｅ　　　16

　　ｐｒｏｆ　　私立二美原学園高等部一年生

　　ｃｏｄｅ　　アイビー






　小槙は首をひねる。

「アイビー？」

　ワケが分からず、下にあった〝ｏｋ？〟の文字を指でなぞる。

　すると、またもや画面が移り変わった。





　登録しました。登録内容をホームへ送信するため、二分以内に付属のエントリーリングを装着してください。時間内に作業を終しゆう了りようしない場合、登録は抹まつ消しようされゲーム参加権が消しよう滅めつします。またホームへの送信が確認され次し第だい、オペレーションシステムを決定するための心理テストプログラムを実行します。






「え？　え？　二分以内言われても」

　きょろきょろと周囲を見み渡わたす。

　機械の持ち主である少年の姿は、やはりどこにも見あたらない。足元を見ると、バッグの中にまだ何か入っているのが見えた。

　小槙は少し考え、ぽつりと呟つぶやいた。

「心理テストか……」







　３　春野祥　その一




「なにやってんだ、俺は！」

　人混みの歩道を走りながら、春野祥は思わず大声を上げていた。

「どこかにアレを置き忘れるなんて！　開始時間までもう時間がないってのに」

　立ち止まって周囲を見渡す。しかし目的のものは、どこにも見あたらない。

　そこで、思い出す。

　最後に立ち寄ったオープンテラス、あそこで忘れ物の記き憶おくが途と切ぎれていた。

「誰だれかに拾われでもしたら、やっかいだな」

　踵きびすを返し、全力疾しつ走そうする。

「ん？」

　目的の店を見つけるなり、祥は眉まゆをひそめる。少し前に祥がいたテーブルに、見覚えのある人物が座っていた。

　本人を知らない人物が見たら中学生と勘かん違ちがいしていただろう。薄うす地じの白いシャツと黒のスカートというモノトーンの服装が、少女によく似合っている。また短めの髪かみと大きな瞳ひとみ、右目の下にある泣き黒子ぼくろが白い肌はだに浮かび上がり、まるで少女が鮮あざやかな水すい墨ぼく画がの中にいるかのような錯さつ覚かくをおぼえさせる。

　空気のように存在感がないように見え、しかし一度気がつくと目が離はなせなくなっている。穏おだやかな水面のように触ふれるとバランスが崩くずれて消えてしまいそうな、不思議な雰ふん囲い気きを漂ただよわせた少女だ。

　鈴藤小槙。

　祥と同じクラスの同級生である。

「鈴藤さん？」

　声をかけると、鈴藤小槙は首から上だけを動かしてこちらを見た。

「これ、忘れはったやろ」

　独特の、妙みように耳に残る声で言う。

「あ！」

　少女が掲かかげて見せたのは、間違いなく祥のバッグだった。

「どこに忘れたかと思ったら、鈴藤さんの仕し業わざだったのか……」

　思わず脱だつ力りよくし、テーブルに手をつく。

「なんでやねん。あたしは偶ぐう然ぜん、春野くんが駆かけてくところを見かけただけや。人聞きの悪いこと言わんといて」

「ウソウソ、冗じよう談だん。サンキュー、マジで助かった。寿じゆ命みようが縮んだぜ」

「春野くんは、走りすぎたら寿命が縮むのん？　そういえば、人間は一生のうちに心臓を動かせる回数が決まってるそうやなあ。もうマラソン大会には出られへんわ」

　話しているうちに、鈴藤小槙は祥から視線をはずしていた。コーヒーを口に含ふくみ、ふう、と小さな吐と息いきをこぼす。

「好きで寿命を縮めてるわけじゃないけどな」

　鈴藤小槙の脈みやく絡らくのない発言は、同じクラスだけに慣れていた。

　息を整えつつ、バッグの口を開いて中身を確かく認にんする。小型の機械が入っているのを確かめ、ようやく安あん堵どする。

　崩れるように小槙の向かいに腰こしを落とす。

　息を吐はいて視線を戻もどすと、鈴藤小槙が食い入るようにこちらを凝ぎよう視ししていた。それもカップに口をつけたままだ。

「……なんで俺の顔じっと見てんの？」

　鈴藤小槙は何も言わない。

　小槙とにらみ合ったまま、祥は両手を伸のばす。瞬しゆん間かん冷れい凍とうされたかのように固まったままの小槙の頰ほおを引っ張る。

「いひゃいいひゃい、いひなりなにふるのん？」

「どうして人の顔を見てるのかなって聞いてんだけど？」

「ほへんなはい、ほへんなはい、はへははふへてー」

　訳すと、〝ごめんなさい、ごめんなさい、誰か助けて〟らしい。

　祥が手を離すと、小槙は大きな瞳に涙なみだを浮うかべて俯うつむいてしまった。

「……なんで被ひ害がい者のあたしが謝らなあかんねん。不条理や。告こく訴そしたろか、ほんまに」

「で、なんで俺のこと見てたの？　惚ほれた？」

「有り得へんわ。春野くんは、どうして他人に意地悪するんやろ思ててん」

「意地悪？　俺が？」

「昨日、数学の時間にあたしのことからかったやん。ていうか、今まさにイジめられたばかりや」

　教師に問いつめられ困っていた（ように見えた）小槙の代わりに発言したことを言っているのだろう。

「べつに意地悪ってわけじゃ……いや、意地悪だな。なんつーか、からかってみたくなったんだ、突とつ然ぜん」

　悪びれもせず言い放つ祥を、小槙はあいかわらずの無表情で見つめている。

「いや、理由ならあったな」

　またほっぺたをつねってやろうか、という衝しよう動どうをかろうじて抑おさえつつ言い直す。

「鈴藤さんって景色とか物を見る時とは違って、あまり人を見ようとはしないじゃん。だから、俺のことを見せてやろうと思ったわけ」

「それであたしが春野くんのことを見たから、春野くんの勝ちなん？」

　祥は、目を見開いた。

「俺、声に出してた？」

「それとも、春野くんは自分であの問題を解いたん？　せやから、勝ちなん？」

　どちらも、正解だ。

　まさか目前のクラスメートが、自分の意地悪を理解していたとは思いもしなかった。

　鈴藤小槙。

　入学当時から、記き憶おくにあるかぎり彼女はいつも独りでいる。

　友達と呼べる同級生が一人もいないのだろう。それでも一学期が始まった頃ころはクラスメートと多少の会話はしていたようだが、最近は誰だれも彼女と口をきこうとしなくなった。

　彼女の唐とう突とつで予想がつかない言動に、誰もついていくことができないのである。

　しかし、祥だけは違った。ごくたまにだが、理由もなく少女をからかいたくなる衝動にかられるのだ。一人でぼんやりと景色を眺ながめている鈴藤小槙を見ていると、なぜかつい手を出してしまいたくなる。

「鈴藤さんって成績良いほう、悪いほう？」

　祥の突然の質問に、小槙は平然と答えた。

「この前のテストは、学年で最下位やってん」

「……は？」

「二九四位や。うちの学校にいる一年生は全員で二九四人やから、必然的に一番ビリけついうことや。悲しいわ」

　涼すずしい顔で言い、少女は空になったカップの底を凝視する。

　期待した自分がバカだった。祥は嘆たん息そくする。

「上位とは言わないまでも、せめて真ん中くらいだったら……いや、どっちにしろ無理か。普ふ通つうのヤツじゃ足を引っ張られるだけだし」

「春野くんは学年でトップやってんな。廊ろう下かに貼はり出されとったわ」

「まあ、天才だからな」

「真顔で毎日のようにそないなこと言うてる人も、珍めずらしいわ」

　かぎりなくマイペースな口調の少女を見ているうちに、どっと疲つかれが出てきた。テーブルの上に投げやりに突つっ伏ぷす。

「元気出し。恋こい人びとにふられたからって、いつまでも落ち込んでたらあかんよ」

「なんのこと言ってんのか知らねーけど、努力するよ」

　テーブルに顔を伏せたまま低い声で言う。

　鈴藤小槙は、それきり何も言わない。

　高校に入学して以来、教室でもまともな会話はほとんどしたこともない二人がともに沈ちん黙もくに身を置いている。今の瞬間が、祥にはひどく奇き妙みように思えた。

「空のカップに水が何なん滴てき入るか知ってる、春野くん？」

　今度は鈴藤小槙が、唐突にきいた。

　祥は顔をうごかし、少女を見上げる。小槙は空のカップをまだ凝ぎよう視ししていた。お代わりを注文しようか迷っているのだろうか？

「さあ？　たくさん入るだろ」

「一滴だけや。一滴でも入ったら、もう空やあらへんもん」

「確かにな」

　頷うなずく祥を見ようともせずに、小槙が続ける。

「でもな。さっき店の人が言うててん。コーヒーが切れてもうて、いつお代わりができるか分からへんて。でも一時間以内にはできるようになるて。そんなんおかしいやんな？　あたしのカップはいつ空やなくなんねん」

「なんでだよ。別におかしくないだろ」

「五十九分たったら、最後の一分以内にお代わりができるようになるて〝分かる〟やろ。ということは最後の一分は有り得へん。ということは最後から二分目かな。でもまた〝分かって〟まうから同じく有り得へん。ということは最後から三分目、四分目ってお代わりはできひんやんな。店員さんが〝分からへん〟時間帯っていったいいつなんやろ」

　頭が混乱しそうな論理だが、祥はなんとか理解した。確かにパラドックスが生じている。

「鈴藤さんが騙だまされてるんだよ。店員は本当は最初から、一時間以内にお代わりができるってことを〝知ってる〟んだから」

「なるほど、問題解決や」

　小槙が頷くのを見て、祥は再び顔を伏せる。

　周囲の雑ざつ踏とうは、あいかわらず忙せわしなく動き続けている。流動し続けている空間の中で、祥と鈴藤小槙だけが動かない。顔を上げる気力もないため見えないが、同級生の少女はまだカップを睨にらんでいるのだろうか。

「春野くんは、あたしと普通に話してくれるんやなあ」

　唐突に少女が言った。透すき通った声だった。

「普通に話せない理由なんか、ないだろ」

　投げやりに言い放つ。

　このまま眠ねむってしまいそうだ。自分の中にあった緊きん張ちよう感や焦しよう燥そう感といったものが、いつのまにかきれいに消え去ってしまっていた。

「せやな」

「せやろ」

　時間がない。

　当初の目的を思い出し、体を動かす。顔を上げると、鈴藤小槙が祥を見つめていた。

「ごめんな、春野くん」

　いつもの無表情で、少女が謝る。

「……？　なんのことか分からないけど、まあ気にすんな」

　笑みを浮うかべ、祥は椅い子すから立ち上がった。

「俺も謝ったほうがいい？」

「同じ行こう為いでも不公平さを感じてしまうのはなんでやろう」

「じゃあ、謝らない。またきっとちょっかい出すと思うから」

「あたしになんの恨うらみがあるん……？」

　無表情な少女から視線をそらし、携けい帯たい電話の時刻表示を確かめる。

「どうするかな、公園にでも行ってみるか……そんじゃな、鈴藤さん。また学校で」

　バッグを持ち上げ、テーブルから離はなれる。鈴藤小槙は「学生でも弁護士を雇やとえるんやろか……？」と呟つぶやいただけだった。

　歩道を走りだした祥の横を、屋根にスピーカーをつけた広告車が通り抜ぬけていった。

「さあ、果須田裕杜プロデュースによるゲーム開始まで、あと一時間と迫せまりました！　視し聴ちよう者の皆みなさん、ちゃんとお家に帰りましたか？　そしてまだ見ぬ参加者の皆さん、牙きばは研とぎましたか？　頭脳が肉体に克かち、肉体が頭脳を凌りよう駕がするパラドックス・ショー、ウィア、プレイヤー！」







　４　鈴藤小槙　その三




　同級生の春野祥と別れてから、小槙は当初の目的だった地下街へとやってきた。

　行きつけの喫きつ茶さ店〝ドッジソン〟の窓まど際ぎわの席で、アイスティーの入ったグラスを傾かたむける。木製のテーブルには、得え体たいの知れない青いソースのかかったレアチーズケーキが置かれている。〝ドッジソン〟はメニューが特に美味うまいわけではないが、数だけはとにかく多い。小槙がどれだけ食べてもすぐに新メニューが現れ、今やちょっとした小槙と店長の勝負じみたものになっている。

「どこもかしこも、裕くんでいっぱいや」

　小槙が独り言を呟いたのは、窓から見える地下街の景色を眺ながめてのことだ。

　今日が果須田裕杜の制作したゲームの開かい催さい日びだから、ということもあるだろう。果須田裕杜のポスターや広告が溢あふれかえっている。

　いつもは静かな〝ドッジソン〟の店内も、流行には逆らえなかったのか、天井から吊つるされたテレビには果須田裕杜が映っている。

　そして、その時はやってきた。

　地下街に歓かん声せいが沸わき上がる。

　窓から見える大型液えき晶しようパネルに、白はく髪はつの少年が映し出された。

　ブラウン管や液晶ディスプレイも含ふくめ、市内だけでも何万とある映像装置のほとんどを占せん領りようしているのだろう。〝ドッジソン〟店内のテレビ画面、人々が見つめる携帯端たん末まつのディスプレイ、携帯電話、それら全すべてで少年が微び笑しようを浮かべている。国内、いや、世界中の注目をたった一人の少年が占領していた。

　世紀の異い端たん児じ、果須田裕杜の登場だ。

　小槙は思う。

　人々の他人に対する印象は無む秩ちつ序じよであり、統一することは限りなく不可能といっていい。

　だが大画面を見た瞬しゆん間かん、小槙はそんなみずからの考えを訂てい正せいした。

　果須田裕杜を見た人々で、おそらく一人として同じ感想を抱いだかなかった者はいないだろう。そういう意味で、果須田裕杜は世界を統一したと言っていい。何なん人ぴとも達成し得なかった偉い業ぎようを、登場しただけで成し遂とげたのだ。

　──白。

　果須田裕杜を見た者すべてが、そう思ったはずだ。飾かざりのない、飾る必要すらない、誰だれも侵しん略りやくすることのできない完かん璧ぺきな白である。

　少年の容よう貌ぼうのすべてが、白の純じゆん粋すいさに侵おかされていた。細い頰ほおと喉のどはもちろんのこと、耳にかかる程度で切り揃そろえた髪かみや薄うすい眉まゆは、まるでグラスファイバーのように薄い金色の光こう沢たくを放っている。まさに圧あつ倒とう的な白だ。

　ただ、唇くちびるを除けばたった一カ所だけ白の支配を逃のがれている箇か所しよがある。

　瞳ひとみである。

　果須田裕杜の瞳は、深い緑色に染まっていた。カラーコンタクトを使用しているのだと小槙は確信した。少年の本当の瞳の色を、小槙は知っている。

　ふいに、先ほど出会った同級生のことを思い出す。

　春野祥はどうなのだろう？　果須田裕杜は、みずからの本当の瞳の色を封ふう印いんしている。ならばクラスメートの少年は、茶色がかった自分の瞳を受け入れてるのだろうか？

『我々は、絶対の掟おきてに従っている』

　少年の一言は、街全体から響ひびいた。人々の喧けん噪そうがいっせいに止む。

　まるで小さい頃ころに読んだ絵本みたいや、と小槙は思った。彼女が読んだそれには、神の一声によって人間の軍勢を焼き払はらうシーンがあった。軍勢はたった一人の英えい雄ゆうを除いて、たちまち全ぜん滅めつしてしまう──。

　白い少年が、ゆっくりと目を細めた。微笑したのだ。

『その事実を真に理解している者が、はたして世界中にどれだけいるだろう？　我々はなにげない単純さのなかに生きている。しかし、支配されている。それは絶対の掟だ。しかし、絶対といえど永遠ではない。絶対をうち破るものは、ただ一つ、人々の思いだけだ。幼く純粋な思いだけが、千ち々ぢに乱れた深夜と真昼の安息を驚おどろかせることができる』

　少年の背景には、何もなかった。真っ白な空間に居るのか、それとも伝説の白の魔ま獣じゆうコッカトリスの胃の中に居るのか……後者なら是ぜ非ひいちど招待してほしい、と小槙は上の空で考えた。

　果須田裕杜が、一転して無む邪じや気きな子供のように表情を綻ほころばせる。人なつっこい、誰もが気を許してしまう笑みだ。

『お待たせしました、参加者の皆みなさん。そして観客の皆さん。ただ今をもって、僕、果須田裕杜が主しゆ催さいするゲームを開始します』

　街にざわめきが戻もどった。果須田裕杜の美び貌ぼうに感かん嘆たんしているように見えるが、小槙には皆が安あん堵どしているように映った。

『僕の自己紹しよう介かいは、無意味なので省きます。今回のゲームの支配者、ルール上の王キングであるということだけ認にん識しきしてください。そう、これから始まるゲームは、僕がキングとして参加者の皆さんを導いていくことになります。しかし僕が参加者を自由に操ることができるという意味ではありません。ゲームに干かん渉しようする些さ細さいな権利を有しているにすぎないということを記き憶おくしておいていただきたい』
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　果須田裕杜の口調は、淀よどみがない。

『ルール・オブ・ザ・ルール！』

　少年の澄すんだ声が街に響いた。

『それが、これから始めるゲームの名めい称しようです。さて、参加者の皆さんが心待ちにしているゲームのシステムを説明したいところですが……その前に、観客、視し聴ちよう者の皆さんにまずいくつかの補ほ足そくと注意を促うながしておきたい』

　人々が静まり返る。

『事前に公表していた通り、僕が考えたゲームは潮天市を舞ぶ台たいにして実際の人々が進めていく、一種のアトラクションです。ゲームの参加者たちは、世界中から僕が招待した天才たちだ。なかにはゲーム開始前に、参加者の間で参加権をめぐる衝しよう突とつもいくらか見られたようですが……そのことは、まったく問題ではない。結果的に今、この街に参加者として存在する者たちこそ人類の代表といって差し支えない優ゆう秀しゆうな人材といえます。したがって観客である皆さんには、彼らの行動をあくまで静観していただきたい。それが、これから展開される知能の限界、人類の可能性を目もく撃げきするための最低条件です。同意される方のみ、このまま僕の言葉に耳を傾かたむけ続けてほしい』

　不平や不満を口にする者はいなかった。果須田裕杜の表情が一いつ瞬しゆんだけ、登場した時の不可解な笑えみを浮うかべたせいかもしれない。

『ありがとう。それでは、これからゲームの参加者たる皆さんに対する説明を始めます』

　大型ディスプレイの中で少年が満足そうに頷うなずき、語り出す。

『参加者である招待客の方々は、ゲーム進行に必ひつ須すのアイテムとして通信端たん末まつ、エントリーリング、ワイヤレスホンを装備していることを確認していただきたい。それともう一つ、傍かたわらにそれぞれのパートナーがいるか。べつにそばにいる必要性はありませんが、これから運命をともにする大切な半身だ。お互たがいを尊敬しあい大切にすることをお勧すすめします。エントリーリングは、いちど装着したら物理的に破は壊かいするか、登録者本人の声せい紋もんでギブアップと宣言するまで解除されないように設計してあります。ただし、その場合はパートナーもろとも参加資格が消去されるので注意してください。音声認識のためのマイクが、リングに備わっています』

　果須田裕杜が続ける。

『参加者の皆さんは、モノポリーというゲームを知っていますか？　与あたえられた有限のマス目上を、土地権や様々な商業の運営権をめぐって誰だれが最も成り上がるか競争しあう一種のシミュレーションゲームだ。ご存じなくてもいっこうに構いません。ただ、僕の考えたゲーム、ルール・オブ・ザ・ルールはこれとよく似たシステムを用います』

　こちら側、つまり果須田裕杜を映しているカメラ側から見ると、少年はテーブルの前で椅い子すに腰こし掛かけているようだ。よく見ると、テーブルと思える白い縁ふちがかすかに見える。

『このシステムについては、正式な参加者にはすでに招待状の中で説明されているはずです。さらにゲームに参加するにあたってのパートナーは、各おの々おのが自由に選んでいただけるよう設定されている。さて、これからが本当のルールです』

　小槙以外の、周囲にいる人々が緊きん張ちよう感を増したように感じる。

『貴方あなたがたに賭かけていただくものは自らの誇ほこりと命、奪うばいあうことによって支配していくものは様々なプログラム。プログラムの入手方法についてはあとで述べます。それらには多様な効果を与えてありますが、実際の内容はご自分の目で確かめていただきたい。プログラムはあらゆる条件下で貴方がたの助けとなるでしょう。しかし様々な状じよう況きようで失われる危険性もあることを承知していただきたい。プレイヤーの持つプログラムが完全にゼロになった時点で、ゲーム・オーバーとなります』

　ようするにモノポリーとカードゲームの合体版やな、と小槙は納なつ得とくした。入手方法はまだ分からないが、潮天市を動き回ってできるだけ多くのプログラムを手に入れた者が有利というわけだ。モノポリーは昔、親しん戚せきとやったことがある。小槙は惨ざん敗ぱいだったが。

『プログラムはゲーム開始時にたった一つだけ配布されます。配布の方法はコンピュータによるランダム・ダウンロード。数が少ない理由はプレイヤーの数を絞しぼるための、いわば予選的な意味も含ふくまれています』

　果須田裕杜の流れるような説明は続く。

『ルール・オブ・ザ・ルールは、数回のステージを経て勝利者を決定します。ステージクリアの条件はそれぞれ異なりますが、ただ一つ、共通する事項が存在します。このゲームの本質といってもいい。それはプレイヤーによる、ルール変へん更こうと追加の権利です』

　静まり返った街を、果須田裕杜の双そう眸ぼうが見下ろす。

『キングである僕が提示するステージクリアの条件は、必要最小限のものにすぎません。そこでコンピュータによってランダムに選出されたプレイヤーが、新たなルールを決定する権利を認めます。ルールの範はん囲いは、僕が可能であると判断できるものであれば特に定めません。ゲームの本質に関かかわるものや幼よう稚ちであるとかいった判断を下した場合は、却きやつ下かします。ただルールの範囲は広いと思っていただいて結構。この僕、果須田裕杜を過小評価していないプレイヤーの皆みなさんならば、自然と理解できるでしょう』

　たいした自信や、と小槙は感心した。

　しかし、ただの慢まん心しんやデタラメなどでは決してない。技術的にも権力的にも、果須田裕杜が有する力は絶大といえる。なにしろ一つの市を丸ごとアトラクションの舞台としてしまうほどである。彼が生み出す経済効果の恩おん恵けいにあずかっている者は、企き業ぎようや政治関係者を含めて数多くいるはずだ。

『さあここで、まず僕はある宣言をしよう』

　果須田裕杜の口調が変わる。

　緑色の瞳ひとみが、人々を静せい寂じやくに包む。

『貴方がたには、この僕に挑ちよう戦せんする確固たる意志がありますか？　自分の全存在を賭かける覚かく悟ごがありますか？』

　小槙は、理由もなく危き惧ぐを覚えた。

「裕くん……」

　幼い頃ころに何度となく言葉を交わした少年の表情は穏おだやかで、息をしているかどうかさえ分からない。まるで死人のようにも見える。だが、確かに生きている。たとえれば水面に浮かんでいるようなものだ。古代人は生死の境を水面に見出した──。

『僕は、ここに宣言する。僕は今、人類の頂点に立っている。僕の上には誰もいない。誰も僕の領域を侵おかしていない。君らは無限を信じているかもしれないが、実は有限の中を行ったり来たりしているだけだ。君たちの有限に僕はあてはまらない。しかし、それでも人類のキングである僕に挑いどむならば、僕は一人残らず君たちの挑戦を受けて立とう』

　強い口調ではない。しかし、少年の紡つむぎ出す言葉は人々を圧あつ倒とうしていた。

『僕は問う。貴方がたに確固たる意志はあるか？　僕は、ある。もう戻もどるつもりも立ち止まるつもりもない。おそらくこれが公式の電波を通して語る最後の数分間になるだろう。だから、貴方がたの意志を確かく認にんしたい』

　果須田裕杜を映していたあらゆる画面が突とつ然ぜん、切りかわった。

　地下街から、全すべての音が消え去った。

　あまりにも唐とう突とつに、その光景は潮天市民の目に捉とらえられた。

　ブラウン管が、深しん紅くに染まっていた。

　いや、正確に言えば他にも様々な色があるのだが、たった一色、赤だけが異様なほど存在感を主張していた。

『この映像を記き憶おくに焼きつけてほしい。リアルタイム、現在、自然の法則に則のつとって進行し続けている映像だ』

　白人の男性が、大きな樹きらしきものを背景に叫さけんでいた。

　叫んでいた、というのは過去形だ。おそらく声のかぎりに叫んだのだろう。大きく開いた口が、そのことを物語っている。

　大口を開けた男性の足元には、同じく白い肌はだの女性が倒たおれていた。

　両者ともすでに絶命しているのは、一目で分かった。全身を血で染め、開いた目は汚よごれた曇くもりガラスのように濁にごっていた。

　画面の中にはもう一人、異様な人物が映っていた。

　迷めい彩さい柄がらの厚手のコートと、同じく迷彩柄の幅はばの広いカーゴパンツで躰からだを覆おおった人物だ。目ま深ぶかにかぶった黒いニット帽ぼうとコートの襟えりのせいで、表情はほとんど見えない。性別も分からない。重量感のあるブーツの片方は、地面に倒れた女性を踏ふみつけている。

　コートの人物はまるで戦場で敵将を倒した戦士のように、画面に向けて白人男性を掲かかげていた。男性の首を摑つかんだ右手さえも、分厚い手て袋ぶくろで覆い隠かくされている。

　コートの人物がゆっくりと男性の胸へと手を伸のばし、そこに埋うまっていたナイフを一気に引き抜ぬく。

　噴ふき出した血が、画面を染め尽つくす。

　誰だれかが上げた悲鳴を皮切りに、通りが騒そう然ぜんとなった。

　小槙は画面を凝ぎよう視ししたまま、動かなかった。表情も動かない。急激な感情の波が小槙を包んでいた。父親が他界した時と同じ感情だ。

　裕くんは、もう戻れないところに行くつもりなんやな。

　自然と、小槙は素す直なおに現実を受け入れた。

『ゲームの参加者には、命を懸けていただく。僕は確かにそう言ったはずだ』

　画面が再び果須田裕杜を映し出した。

『ルールに反した者にかける慈じ悲ひを、僕はもたない。彼らは参加証でもある端たん末まつを解かい析せきし、自分らにとって有利なプログラムを植えつけようとした。結果的に目もく論ろ見みは失敗したようだが、彼らには相応のペナルティを与える必要があった』

　果須田裕杜の口調は、先ほどまでと微み塵じんも変わらない。

『紹しよう介かいしよう。画面中の人物は〝防御人デイフエンダー〟の一人、コードネームは〝ゼロ〟。防御人とは、参加者プレイヤーと同じように僕が世界中から招待した有能な人物たちのことだ。数にして三百人を超こえる彼らは、キングに挑戦する資格を持たない弱き者を排はい除じよすることを使命としている。彼らと遭そう遇ぐうした者は、等しくゲームオーバーの危険と向かい合っていただく。エントリーリングの破は壊かいや所有するプログラムの消去、そしてもちろん死亡というあらゆる可能性がプレイヤーを待ち構えているだろう。このルールに従う意志のない者、また自らの命を投げ出す意味を見み出いだせない者は、今ここでエントリーリングに降参を宣言してほしい』
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　街は明らかに騒然としていた。たったいま見せつけられた映像が現実のものなのか、それとも演出なのか判断できていないようだ。

　演出ではない、と小槙は確信していた。

　殺されていたのは、英国のコンピュータ・サイエンティスト夫妻だった。小槙は実際に彼らと対面したことがある。研究に対して真しん摯しで、あのような悪質なジョークをするような人たちではなかった。端末を改造しようとしたのも、研究の一いつ環かんのつもりだったのかもしれない。

　果須田裕杜は、無表情だった。凄せい惨さんな映像を映す前と微塵も変わらない。しかし、そこに先ほどまでの羨せん望ぼうとは違ちがう恐きよう怖ふを見出している者は少なくないだろう。

『僕は、真の挑ちよう戦せん者を見つけ出すためにこのゲームを創つくった。キングである僕に真正面から立ち向かう資格を持つ挑戦者だ。その人物は剣けんとなる頭脳、盾たてとなる勇気を真の意味で携たずさえていなければならない。では、一人の人間の真価が問われる瞬しゆん間かんはいつだ？　答えは、すでに皆みなさんの知能が導き出した通り。そう、自らの生命、存在を賭かけたまさにその時だ。優ゆう秀しゆうな頭脳と肉体を兼かね備えた者だけが、僕に辿たどり着くことができる。僕はそれらの条件を満たしている人物たちを選び抜き、招待したつもりだ』

　果須田裕杜の口調は、変わらない。しかし、ざわめく店内においても少年の声は変わらず不思議と響ひびき渡わたる。

『プログラムを手に入れる唯ゆい一いつの手段となるのが、防御人を撃げき退たいすることです。彼らもまたエントリーリングを所有している。ルール・オブ・ザ・ルールのキャラクターである彼らに勝利したプレイヤーには、新しいプログラムが与あたえられる場合がある』

　裕杜が瞳ひとみを動かした。わずかに下を向いていた瞳が、まっすぐにこちら側を見み据すえる。

『意志を失った者に僕は興味を持たない。これだけの条件をふまえ、それでも挑戦する覚かく悟ごを持つ者のみ、勝利者に与えられる報ほう酬しゆうを耳にしてください』

　果須田裕杜が言う。

『この僕、果須田裕杜を倒したという事実のみが報酬だ』

　果須田裕杜の言葉は、ざわついた街に一瞬にして染しみ渡った。

『貪どん欲よくなる防御人たちには、明確なる報酬を用意しました。多額の現金の他に、たとえば貴方あなたがたが持つ通信端末。それは従来の衛星による位置確かく認にんシステムの他ほかに、量子力学の視点から考えた技術によって精度の向上した画期的な機器だ。さらにエントリーリングに内蔵されている電池は、結けつ晶しよう化されたイオンを用いた新産物です。これらが生み出す資産だけでも、満足に足るはずだ。実際、招待した防御人のほとんどが僕との契けい約やくに承しよう諾だくしてくれています。はっきり言ってしまうと、僕の目的はゲームを行うこと自体であって、未来的な財産であるそれらに関しては全く執しゆう着ちやくがない』

　果須田裕杜がすでに莫ばく大だいな私財を持つ資産家であるということは、世界中の人々が知っている。言葉を疑う者がいないことは、人々が急に静まり返ったことが証明していた。

『一方、ゲームのプレイヤーとなる参加者側はというと、招待した数の一割程度の人々しか潮天市に足を踏み入れていない。目に見える報酬が何もないという事実が、大きな理由でしょう。しかし──』

　画面に映し出された裕杜の唇くちびるが、わずかに笑えみの形を形成する。どこか嬉うれしげな、しかし圧あつ倒とう的な存在感を漂ただよわせた笑みだ。

『僕に立ち向かう挑戦者として、じつに相応ふさわしい面々が揃そろいました。失うものなど何もない、防御人デイフエンダー以上に貪どん欲よくなる挑戦者たちだ。彼らは僕に勝利し、自らが人類のキングにとってかわろうと目もく論ろんでいる。金銭が目的ではない。より優すぐれた人物に勝利することだけを喜びとする、獣けもののような、しかし誰だれよりも誇ほこり高い挑戦者たちだ』

　これまでの説明のなかで、最も強い口調である。参加者を挑戦者と言う果須田裕杜の表情は、まさにそれらを迎むかえ撃うつ王そのものだった。

『詳しよう細さいに関する情報が必要であると判断した方は、僕のホーム・サーバー〝ＨＯＭＥ〟を訪おとずれてください。視し聴ちよう者の方々も閲えつ覧らんすることが可能です。じき、民営テレビ各局による放送は切断されるでしょう。潮天市各地の映像施し設せつは、インターネットのストリーミング映像へ切り替かえてください。アドレスは事前に手配していた通りです』

　果須田裕杜の言葉に従い、喫きつ茶さ店から見える大型パネルの映像が切り替わる。映し出された映像は数秒前と変わらないが、画面の右上に〝ＮＥＴ〟の文字が浮うかんでいた。

　テレビ中ちゆう継けいならばともかく、インターネットとなると簡単に通信を妨ぼう害がいすることはできない。相手がコンピュータ技術の申し子、果須田裕杜ならば尚なお更さらだ。

　果須田裕杜が笑んだ。登場した時と同じ、〝下界〟の人々に畏い怖ふを与える微び笑しようである。

『これよりルール・オブ・ザ・ルールを起動します』







　５　春野祥　その二





　　ｎａｍｅ　鈴藤小槙

　　ａｇｅ　　15

　　ｐｒｏｆ　私立二美原学園高等部一年生

　　ｃｏｄｅ　イチゴ






　春野祥は、絶句していた。

　時の流れが停止したのを実感する。

　広大な敷しき地ちを有する森林公園の中央広場。

　遠くに見える時計塔とうの針は、正午を指したばかりだ。一いつ瞬しゆんのキスを惜おしむように、二本の針が遠のいていこうとしている。

　園内にいる人々は、そろって何かを覗のぞき込んでいる。携けい帯たい電話、小型通信端たん末まつ、携帯用の液えき晶しようテレビ、エトセトラ。彼らから見れば、手元の機械を見ている祥も同じように映っているだろう。

　公園はまさに混乱状態だった。

　当たり前だ。つい先ほど、現実の殺人現場を目もく撃げきしてしまったのだから。

　しかし祥から時間を奪うばった原因は、そのこととは全く別にあった。

　祥が凝ぎよう視ししていたのは、一機の超ちよう小型パソコンだった。タッチパネル式のディスプレイとキーボードが一体になっている。白と青を混ぜたシンプルな外装をしたそれは、片手で持てるほどに軽かった。

『意志を失った者に、僕は興味を持たない。これだけの条件をふまえ……』

　画面上で淡たん々たんと喋しやべる果須田裕杜の声も、どこか遠くから聞こえてくるかのようだ。

　朝から現在までの出来事が、走そう馬ま燈とうのように祥の頭の中を駆かけ巡めぐる。

　家を出たのが午前十時頃ごろだった。

　休日である今日の予定は、すでに決まっていた。

　先日、ある人物からある理由で特別なものを譲ゆずり受けた。

　果須田裕杜という天才少年によるゲームの参加証だ。パソコン端末と二つのブレスレット、そして二つの無線式イヤホンという形をしたそれらを持ち、街へ飛び出した。ゲームの開かい催さい日びが、今日この日だったのだ。

　思えばブレスレットとイヤホンが二つあった時点で、疑問に思うべきだった。街に出て〝知り合い〟と連れん絡らくを取り、真相を知った。

　慌あわてて端末を起動すると、次のようなメッセージが画面に現れた。





　システムは、二名の登録者が待機状態です。

　登録者は左の空白部に指し紋もんパターンを入力した後、エントリーリング、通信用ワイヤレスホンを装着し、質問事じ項こうに回答してください。一度装着した備品を破損、もしくは解除すると参加権が消しよう滅めつするためご注意ください。また指定の登録者数を満たしていない場合、本体の機能は起動しません。

　システムは、二名の登録者が待機状態です。






　ようするに果須田裕杜作のゲームに参加するには、参加証となる機械の他にもう一つの条件があったのだ。

　二人一組による参加、つまりパートナーの存在である。

　祥が焦あせったことは言うまでもない。なにしろ開始時刻である正午まで、すでに二時間弱しか残されていなかったのだ。必死になって相棒を求め街を徘はい徊かいしたが、奇き妙みような同級生との出会いをはたしただけだった。

　開始五分前になって、祥はいよいよ困り果てた。何か打開策はないかと端末を再び起動させた瞬間、眉まゆをひそめた。

　最初に画面に現れたのは、見たこともない映像だった。

　顔、胴どう、腕うで、そして帽ぼう子しと杖つえの全すべてが丸いボールや三さん角かく錐すいなどを積み上げたような奇妙なＣＧだ。黒い三角帽からこぼれる髪かみが長いのは、どうやら自らが女性であることを主張しているらしい。

　そいつはいきなり喋った。

『ハロー、マスター。ごキゲンはいかがですか？　セカンドマスターは現在、エンキョリにいるようです。呼びかけますか？』

　人形の口元から現れた吹ふき出しに、そっくり同じ内容が表示される。三角帽子の上に〝Ｙｅｓ〟〝Ｎｏ〟の欄らんが現れる。

　わけが分からず、祥は画面の右上方に浮うかんでいた〝ＨＥＬＰ〟の文字を指で押した。

　浮かび上がった項こう目もくから〝ゲーム・スタート〟の欄を指定すると、いくつかのメッセージがディスプレイに羅ら列れつされた。祥が目をとめたのは、最後のほう、〝ＯＳ〟と書かれた項目の内容だった。





　二名の登録者をホームへ送信し、本登録されたことを確かく認にんします。次に、利用する端末のオペレーション・システム（ＯＳ）を決定します。コンピュータの提示する心理テストに回答すると、その結果により貴方に最も適したＯＳが自動選せん択たくされます。ＯＳは賢けん者じや、魔ま術じゆつ師し、皇こう帝てい、愚おろか者などの数種類からなり、さらに心理テストの結果によって性別や性格が──。






　読み進んでいくうちに、いやな予感が祥の中で膨ふくらんでいった。

　ヘルプを閉じ、まだ浮かんでいた項目から〝Ｎｏ〟を選ぶ。すると画面の中の人形（こいつがＯＳというやつらしい。衣い装しようから見ると魔術師のようだが、見たかぎりアニメの魔法使いといった感じだ）は残念そうに俯うつむき、体の周りにいくつかの長方形を浮かび上がらせた。〝ＨＯＭＥ〟、〝ＰＡＲＴＮＥＲ〟、〝ＰＲＯＧＲＡＭ〟、〝ＲＵＬＥＳ〟、〝ＯＰＴＩＯＮ〟の五つがふわふわと虚こ空くうを漂ただよっている。

　祥が迷わず〝ＰＡＲＴＮＥＲ〟を選ぶと、魔法使いがニコリと微笑ほほえみ、手に持つ杖で右上の長方形を叩たたいた。積み木のような形をした選せん択たく項目が回転しながらアップになり、新たな項目を並べる。

　絶句したのは、まさにその瞬間だった。

〝春野祥〟という項目のとなりに、予想だにしなかった人物の名が記されていたのだ。

〝鈴藤小槙〟──。

　呼吸が止まった。

　見えない亡ぼう霊れいに操あやつられるように、同級生の名に指で触ふれた途と端たん、現在の情報が浮かび上がったというわけである。

「……噓うそだろ？」

　生まれて初めて、現実逃とう避ひを体験した。それも手足の感覚がなくなっているあたり、かなり重じゆう症しようといえる。おそらく一生のうちで最初で最後の現実逃避だと思った。

　だがバッグの中身を確かめるなり、そんな予感はあっさりと覆くつがえされた。

　早くも人生で二度目の現実逃避を味わってしまったのだ。

　エントリーリング──祥が手首に装着している、半はん楕だ円えん状の薄うすいプレートを合成プラスティックの鎖くさりで繫つなげたものは、バッグの中には残されていなかった。おそらく鈴藤小槙が登録作業をする際に装備したのだろう。祥の場合も、リングを装着したことが確認されて初めて登録された。

　だが、無線式のイヤホンは二つともバッグの中に残されていた。最初から二つしかなかったことから考えると、両耳に装着するものではないことは明らかである。

　祥は〝１〟と刻印されたイヤホンを耳に装着し、端たん末まつの画面上で〝ＣＯＮＴＡＣＴ〟の欄を指定する。

『マスターの指し紋もん情報を認識しました。セカンドマスターを呼び出します』

　ピピッ、ピピッ、という電子音は、祥の手元から響ひびいた。予想通り、〝２〟の刻印があるイヤホンからだった。

「噓だろ……」

　目眩めまいを感じ、噴ふん水すいの縁石に手をかける。

「ごめんな、ってこのことだったのか」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく祥をよそに、画面上の果須田裕杜が悠ゆう然ぜんと言い放った。

『これより、ルール・オブ・ザ・ルールを起動します』







　６　鈴藤小槙　その四




　鈴藤小槙に、家族はいない。

　唯ゆい一いつの肉親であった父、鈴藤敬けい三ぞうは心理学者であると同時に臨りん床しよう医いだった。彼は小槙が十歳の時に病で他界している。現在は後見人である叔父おじとともに、市内のマンションで暮らしている。

　鈴藤敬三は、世界的に有名な心理学者だった。世界各地を忙せわしなく飛び回り、幼い小槙を連れて様々な人間を研究し続けた。特に心理学では脳と心理との関連性を追究し、彼が書いた論文は国内外のカウンセリングや心身症治ち療りようのマニュアルとなっている。

　小槙は父に連れられ、あらゆる人間を目に焼きつけてきた。なんらかの理由で心のバランスを崩くずしてしまった人々も、数え切れないほど見てきた。

　父はそんな彼らを冷静に分ぶん析せきし続けた。研究のことしか頭にない父は、死ぬまで誰だれにも依い存ぞんしなかった。友人もつくらず、妻もなくし、一人ひとり娘むすめである小槙ともほとんど口をきこうとしなかった。ただ、どこに行くにも小槙を連れていった。まるで自分の人生を小槙に刻みつけるかのように。

　だが、たった一人だけ例外がいた。果須田厚こう志しという超ちよう心理学者である。果須田厚志は生しよう涯がいを通じ、人類の進化について研究していた。あまりにも突とつ飛ぴな彼の論理を、鈴藤敬三だけは支持していた。

　かたや研究を認められた心理学者、かたや学会からも相手にされない空想家というアンバランスな組み合わせだが、二人は時間さえあれば一つの部屋に閉じこもっていつまでも論争を繰くり広げた。

　果須田厚志が鈴藤家を訪おとずれる際、必ず連れられてきたのが幼い頃ころの果須田裕杜、そして裕杜と二歳違ちがいの姉だった。

　互たがいの父親が討論しているあいだ、三人の子供たちは様々なゲームに没ぼつ頭とうした。ボードゲームが中心だったが、屋外を走り回るような遊びもよくやった。

　ゲームの種類は問わず順位はいつも勝者が裕杜、次に裕杜の姉、そして敗者は小槙という定位置だったが、飽あきることはなかった。ある時を境にぱったりと裕杜の姉が姿を見せなくなってからも、子供たちのゲームは続いた。小槙はなんとなく、裕杜の姉はもうこの世にいないのだ、と納なつ得とくしていた。

　──明葉ちゃんは、亡なくなったそうだ。

　父の口から事実を知った時も、驚おどろかなかった。もともと病気がちだった明葉は、生まれつき片目の視力を失っていたりと身体的にハンディを抱かかえていた。ただ漠ばく然ぜんと、もう二度と会えないのは寂さびしいな、と小槙は思った。

　思えば裕杜は、姉がいなくなった頃から少しずつ変わりだした。表情が少なくなった反面、気高さとでも言うのだろうか、周囲を寄せつけない雰ふん囲い気きを漂ただよわせていった。

　小槙の父が病死してからは、裕杜と会う機会も完全になくなった。ただ三年ほど前に裕杜の父、果須田厚志も病で他界したという噂うわさを聞いた。思えばその頃にはもう、裕杜は大学に通うために海外に渡わたっていたのだろう。

　今日、久しぶりに見た裕杜は、小槙が知っている彼のままだった。しかし、なぜか不安をおぼえた。いつかの夢と同じ、理由のない不安だ。

　裕くんは、あたしのことおぼえてるやろか。

　ぼんやりと考えた。

　自分はおぼえている。裕杜のことを、はっきりとおぼえている。

　はたして果須田裕杜は、彼女のことを、鈴藤小槙のことを今も記き憶おくしているだろうか？




「はあ」

　果須田裕杜によって開始宣言がされてから、小槙は自分の左手首を見た。

　細い手首に、金属製のプレートを鎖くさりで繫つないだブレスレットが巻かれていた。

　春野祥のパソコンに指示されるまま装着したら、外れなくなってしまったのだ。あのあと春野祥には謝ったのだが、彼は「気にするな」と言ってくれた。

　あのパソコンは、ブレスレットのことをエントリーリングと呼んでいた。記憶力には自信があるため、間違いない。

「春野くん、裕くんのゲームに参加するつもりやってんなあ。悪いことしたわ」

　ごく自然に、事実を受け止める。ただの高校生であるはずの春野祥がなぜこのようなゲームに参加することになったのかは考えなかった。

「やっぱり返したほうがええんやろか。けど、ギブ……言うてもうたらあかんやってんな、とにかくこれ外してもうたら失格になる言うてるし、どないしよう。裕くんに言ってなんとかしてもろてもええねんけど、だいぶ前からぜんぜん連れん絡らくしてへんし、そもそも電話番号とか知らへんし」

　アイスティーを口に含ふくみながら、考える。

　果須田裕杜、春野祥、通信端たん末まつ、エントリーリング、美味うまかった一いつ杯ぱいのコーヒー。

　今日のこれまでに得た記憶が、小槙の頭の中を奔ほん走そうする。自分のしてしまったこと、春野祥の言動、果須田裕杜の不可解な笑えみ。それらが一本の道筋へと置き換かえられるまで一秒とかからなかった。

　──普ふ通つうに話せない理由なんか、ないだろ。

　なぜか春野祥の一言が蘇よみがえった。彼はあの時、どんな表情をしていたのだろう？

　決断は、自分の中であっさりと下された。

「飽きるまで、つきあったるか。どうせ今日はヒマやったし。ダメそうやったら、すぐにギブ……降参すればええねん。そんであとでもう一度ちゃんと謝ればええねん。ていうかここで知らんぷりしたら、またいじめられるに決まっとるわ」

　小槙が呟つぶやくと同時に、窓から見える大型画面に果須田裕杜が再び現れた。

『ルール決定権を持つプレイヤーの選定が終しゆう了りようしました』

　果須田裕杜が登場したとたん、ざわめいていた人々が口を閉とざす。

『第一ステージのクリア条件は、生き残ること。僕が提示するルールは、それだけです。そうですね、二時間と定めましょう。制限時間が終了した時点で、プログラムと自らの命を守り通したプレイヤーがステージクリアです。もちろん他の理由、例えば端末の紛ふん失しつや破は壊かいなどによってプレイ続行が不可能となった場合も、ゲーム・オーバーと見なします』

　小槙は考える。

　つまりは何もしなくても通過ってことやな。ずっと隠かくれてればええねんや。ずいぶん楽な条件やな。

『ではプレイヤーによる新ルールの決定を始めます。コードネームを呼ばれた方は、僕とのダイレクト通信が開通します。もちろん映像を通じて全プレイヤー及および視し聴ちよう者の皆みなさんにも音声は届けられます。第一ステージのルール決定者は、あわせて三名。もちろん後になってルールを決められるプレイヤーが、有利になっていくわけです。ではまず第一のルール決定者、〝ポントリャーギン〟。ルールの提示を願います』

　ザザッ、という音声が擦かすれる雑音が、壁かべに設置されたスピーカーから伝わった。

　画面に映っていた果須田裕杜の顔が左半分に追いやられ、縦割りにされた右側に髭ひげを生やしたコミカルな立体人形が現れる。

　コンピュータ・グラフィックで描えがかれた老人だ。ＯＳの外見がタロット・カードに起源しているならば、こちらは隠いん者じやだろう。

『数学者、祇園寺蓮だ。まずはこのような非常に愉ゆ快かいかつ先せん鋭えい的な遊ゆう戯ぎの場に招待あずかったことに礼を言おう』

　低く嗄しやがれた、年季を感じさせる声だった。

　数学博士、祇園寺蓮。

　小槙は彼のことを知っている。前世紀の偉い産さんとうたわれた数学者だ。なぜ〝前世紀〟なのかという理由は、おそらく一いつ般ぱん的には知られていないだろう。

　画面上で隠者と並ぶ恰かつ好こうになった果須田裕杜が、目を細める。微笑ほほえんでいるのか、それとも気分を害したのかは判別できない。

『〝ポントリャーギン〟、実名を明かすことは必ずしも有益であるとは思えません。そして真理の探究者たる僕たちは、不必要な社交辞令を嫌きらう。あなたも僕と同種の人間であると認にん識しきしていたのですが？』

『怒おこったのかね？　なに、十二月の黒海のように静かな君の表情を動かしてみたかっただけだ。老い先短い老人からの、ささやかなる挑ちよう戦せん状だよ』

　静かな声音だが、揺ゆるぎのない覇は気きが伝わってくる。果須田裕杜の存在感に微み塵じんも怯ひるんでいない。気難しそうな印象はあるが、根本にある悪戯いたずら心は隠しきれていない。

　だが周囲の評判は悪いようだ。「なに、こいつ？」と露ろ骨こつな反応をする者もいる。

『ふっ、貴方あなたのユニークな挑戦状は確かに受け取りました。さあ、ルールの提示を』

『ふむ、パートナーの同時刻による移動を禁止する、というのはどうだ？　つまりペアの片方が動いている間は、もう一方は活動を停止していなければならない。可能か？』

「あかん」

　小槙は思わず声を出した。

　明らかにパートナー同士のチームプレーを阻そ害がいするためのルールだ。同時に、生存率をかなり低下させる条件である。自身とパートナーの実力によほどの自信がないと、とても提案できないルールだ。

　果須田裕杜はあっさりと頷うなずいた。

『可能です。ただし時間的余よ裕ゆうが全く存在しないという条件は、潤じゆん滑かつなゲーム進行の妨さまたげとなる可能性が否いなめない。三秒間の同時活動の猶ゆう予よを提案します』

『問題ない』

『ご協力感謝します。それでは第二のルール決定者……〝焰えん竜りゆう〟、応答願います』

　果須田裕杜の隣となりにあった、〝ポントリャーギン〟という名の賢けん者じやの映像が消える。

　かわりに現れたのは、〝焰竜〟という名を表示させた塔とうだった。ブロックで組み立てられた塔の上部に、目らしき球体がはめこまれている。口がない代わりか、体をくねくねと躍やく動どうさせながら女性の声を紡つむぎ出す。

『端たん末まつに備わっている機能の中に、パートナーの現在地を追つい跡せきするものがありますね。この機能のフリーズ、凍とう結けつを申しん請せいします』

　流ちょうだが、微び妙みようにイントネーションがずれた日本語だった。プレイヤーの中には純じゆん粋すいな日本人ではない人物もいるのだろう。

「そんな機能があったんや」

　追跡機能があれば、パートナーを見失った場合でも追跡することが可能だったはずだ。どうやら二番目のプレイヤーは祇園寺蓮、いや〝ポントリャーギン〟の〝挑発〟にあえて乗るつもりらしい。徹てつ底てい的な個人プレーによって、ライバルを蹴け落おとすつもりだ。

　つい先ほど現実の殺人現場を目もく撃げきしたばかりだというのに、ここまでの二人にはまるで動どう揺ようが見られない。

　小槙は残り少なくなったアイスティーを飲みながら、考える。

　この人たちは、命の危険を冒おかしてまでいったい何を手に入れたいんやろう？

『可能です。比ひ較かく的に容易なプログラム変へん更こうであるため、短時間で作業を完かん了りようできるでしょう。それでは次です。〝ノヴァ〟、最後のルールを決定するのは、貴方だ』

『ルールを提案する前に、確認しておかなければならない事じ項こうがあります……〝ＨＯＭＥ〟にも説明がなされていなかったため、キングに明快なる回答を要求します』

　感情を感じさせない、不気味な声である。年ねん齢れいはおろか性別すら想像ができない。

　果須田裕杜のとなりに現れた映像は、顔を持たない黒マントの人形だった。いや、顔はあった。黒マントが持つ大きな鎌かまに、三日月形の目と棒のような鼻が備わっている。

『どうぞ』

『ゲーム中におけるプレイヤーどうしの傷害行こう為いはゲーム進行に影えい響きようしますか？』

　死神の人形が紡ぎ出す声は、かつて聞いたことがないほど無感情で冷たい。今にも手にした鎌でとなりに映る果須田裕杜に切りかかりそうや、と小槙は奇き妙みような感想を抱いだいた。

『防御人デイフエンダーによる攻こう撃げきではなく、参加者どうしの故意による暴力行為という意味ですか？』

『はい』

『結論から言うと、プレイ続行不可能となった者はゲーム・オーバーと判断される。対して加害者側にペナルティを与あたえる手段を、僕は持たない。しかし街には通常通り法の番人たちが自らの仕事を持続している。彼らによってゲームとは異なる法的罰ばつ則そくが科されることに対しても責任はもたない』

　警察機関に発見されなければ何をしても良い、と言っているように小槙には聞こえた。

　死神の人形が、抑よく揚ようのない声で言う。

『じゅうぶんです……ルールの提案をします。制限時間内に、パートナーのどちらかが一人以上の防御人を撃げき破はすること。以上です』

　果須田裕杜は即そく座ざに回答した。

『ルールを採用します。さて、それでは僕はルール変更の作業に移りたいと思います。十分で作業を完了します。次に僕が現れた時が、スタートだ。そう、言い忘れていましたが、プレイヤーの方々は携けい帯たい電話などによる通信手段を用いることを禁じます。エントリーリングには、端末による衛星通信以外のあらゆる通信手段を検出する装置が、あなたがたの思っている以上に備わっています。不本意なゲーム・オーバーを望まないプレイヤーは不用意な行動は避さけることだ』

　笑えみを残し、果須田裕杜が姿を消す。

　大型パネルに、地ち球きゆう儀ぎのような物体がゆっくりと回転している映像が映し出される。〝ＨＯＭＥ〟の画面だ。地球儀の表面は潮天市の地図になっており、球体の周囲にはいくつものメニューが浮うかんでいる。

「いきなりピンチや」

　アイスティーを飲み干し、呟つぶやく。

　まず一つ目のルール。パートナーどうしは同時に動くことはできない。

　これはつまり、春野祥が移動することができないということを意味する。彼からすれば、不可解な偶ぐう然ぜんの連続でパートナーとなってしまった同級生（ゲームに参加していることにすら気づいていないと思っているかもしれない）の動きが予測できないからだ。

　二つ目のルール。プレイヤーは互たがいのパートナーの動きを察知することができない。孤こ立りつしてしまった上に体力に自信のない小槙は、防御人の格好の標的である。

　そして、三つ目のルール。かならず一人以上の防御人を倒たおさなければならない。体育の成績が絶望的に悪い小槙にとって、不可能としか言えない注文である。かといって、春野祥がケンカが強いという噂うわさも聞いたことがない。体育の授業を見たかぎり、春野祥が身体能力に秀ひいでているようには思えなかった。

「ああ、春野くんが怒おこってはる光景が目に浮かぶわ。またほっぺたツネられるわ」

　恐きよう怖ふに震ふるえながら自分の頰ほおをさすっていると、再び果須田裕杜が現れた。

『作業が完了しました。ルールを確かく認にんします。第一ステージのクリア条件は、制限時間の間それぞれのプログラムと命を守り抜ぬくこと。また三秒をこえてパートナーどうしが同時に動くことを禁じます。ただしこれは機能上、ペアのどちらかが端末本体を所持していることを前提条件とします。さらに、パートナーの位置は端末によって追つい尾びすることはできません。これらのルールをふまえ、参加者ペアのどちらかが必ず一人以上の防御人を撃破すること。以上のルールを遵じゆん守しゆしつつ、ゲームを進行してください。これよりゲームを開始します。テン、ナイン……』

　カウントダウンが始まる。

　街全体が、緊きん張ちように包まれたのが分かった。

　果須田裕杜がカウントを重ねる声が、やけにゆっくりと聞こえる。

　小槙の思考に、閃せん光こうのように疑問が浮かんだ。

　──挑ちよう戦せん者の人たちは今、どんな気持ちでゲーム開始を待ってるんやろう？

　ある者は、すでに闘たたかいに向けて息を潜ひそませているだろう。

　ある者は、武む者しや震ぶるいをしているだろう。

　ある者は、恐怖して震えているかもしれない。

　──このゲームに対して何も感じていないのは、きっとあたしだけや。

　小槙が息を吐はいた直後、果須田裕杜の声が潮天市全域に響ひびき渡わたった。

『ルール・オブ・ザ・ルール、スタート』

　ザワッ……、と小槙の全身が鳥とり肌はだ立った。

　周囲の空気が一いつ瞬しゆんにして張り裂さけそうな緊きん張ちよう感に包まれたのが分かったからだ。

　まるでこの瞬間、挑戦者たちの野や獣じゆうのような息い吹ぶきが街全体を支配したかのような──そんな錯さつ覚かくが小槙を襲おそう。

　一瞬の静けさの後、地下街にざわめきが戻もどった。

　ぼんやりと地下街を眺ながめながら、小槙は思考を巡めぐらせる。

　第一ステージのルールが出で揃そろった時点で、すでに追いつめられてしまう恰かつ好こうとなった。

　頭の中で状じよう況きようを整理する。

　腕わん力りよくに自信のあるプレイヤーは、ポイントゲッターや。パートナーをどこかに隠かくれさせて防御人を倒してったらええ。頭の良い人もそうやな。身を潜ませて、罠わなを仕し掛かけたらええ。なら、腕力も皆かい無むに近くて誰だれとも戦いたくないあたしはどないしよう。

「誰か強い人のそばに居させてもらうのが一番やねんけどなあ」

　グラスを持ち上げて二杯はい目を注文しようとした時、小槙は窓の外に一人の人物が佇たたずんでいることに気がついた。

　迷めい彩さい服ふくに身を包み、サングラスで素す顔がおを隠した黒人男性だ。サングラスをかけ、顔面に派は手でなペインティングを施ほどこしている。夏のこの時期に異様な風ふう体ていをした男を見て、通行人がざわめいている。

　小槙の脳のう裏りに、先ほど大型パネルで見たコートの人物が蘇よみがえった。

　たったいま目の前にいる人物も〝防御人デイフエンダー〟の一人と考えて、まず間ま違ちがいないだろう。

　迷彩服の男が、グラスを持った小槙の左手首を見た。

「……ちゃうよ？」

　右手でブレスレットを隠し、首を振ふる。

　だが男は不気味な笑みを浮かべ、唇くちびるを動かした。何か呟つぶやいたようだが、小槙には聞こえない。男の耳には青白い光を点てん滅めつさせるイヤリングがある。あれが防御人のエントリーリングなのだろうか？

　男がゆっくりとこちらに歩み寄ってくる。

「あかん、早くも絶体絶命や。いきなりや」

　男が狭せまい店内に入ってきたら、おしまいだ。完全に逃にげ場がなくなってしまう。

「殺されへんうちに、降参しとこうかな」

　呟いた小槙の視界に突とつ然ぜん、青い人ひと影かげが割って入った。迷彩服の前に躍おどり出るなり、相手に向かって勢いよく駆かけ出す。

　迷彩服に立ち向かったのは、長身の少年だった。青く染めた髪かみが特とく徴ちようである。

　防御人は驚おどろいたようだが、すぐに余よ裕ゆうの笑みを浮かべてファイティング・ポーズをとる。次の瞬間、ヒュッ、という防御人の拳こぶしが空くうを裂く音が聞こえたような気がした。

　まず手始めの脅おどしのつもりだったのだろう。しかし防御人の左ストレートは見事に空から振ぶりに終わった。男の表情が凍こおりつく。

　青い髪の少年が身体を横に回転させて拳をかわしたと思った瞬間、跳ちよう躍やくして長い脚あしを伸のばしていた。

　目で捉とらえるのが困難なほど高速の蹴けりが、寸分違たがわず防御人のこめかみを捉える。空手の後ろ回し蹴りに似ているが、少し違う。だが目にもとまらないほど速く、美しい蹴りだった。

　防御人が吹ふっ飛び、アスファルトの地面に背中から叩たたきつけられる。動かなくなった防御人のイヤリングが、火花を散らせて砕くだけ散る。さすがに死んではいないようだが、完全に失神してしまっているようだ。

　防御人が戦せん闘とう不能に陥おちいったことを確認し、少年がこちらを見た。

「強い人、発見や」

　こちらに向かって歩いてくる少年を見ながら、小槙はポツリと呟いた。







　７　春野祥　その三




　春野祥、十六歳。私立二美原学園高等部の一年生。

　家族構成は両親と祥の三人。しかし両親は海外に長期出張中のため、ほぼ一人暮らしの状態である。

　祥が小学生の頃ころは、四人家族だった。

　祥には、かつて双ふた子ごの妹がいた。

　二卵性の双そう生せい児じだったが、妹は祥と違って人見知りが激しく内向的だった。そのかわり妹は、誰も持っていないものを持っていた。

　卓たく越えつした頭脳である。

　兄妹きようだいだけの秘密にしていたが、妹には不思議な力があった。そう、魔ま法ほうがかかっているとしか思えない力を持っていたのだ。

　こんなことがあった。

　妹の運命と未来を断ち切った出来事が訪れる数ヶ月前、春野兄妹は市内で行われていた囲い碁ごの大会を見物しに行った。

　親切な指導員に誘さそわれるまま、妹はおずおずと指導碁ごの席についた。兄妹が囲碁というものに触ふれたのはこれが初めてで、実際、妹の手つきは危なっかしく、指導員の説明を聞くのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　だが時間が経つと、盤ばん面めんは明らかに黒の領域が支配していた。指導員が手にしていたのは、白い石だ。

　そこへ面おも白しろ半分にプロ棋き士しがやってきた。

　プロ棋士の顔面が蒼そう白はくになるまで、一時間も必要としなかった。

　最初は、余裕の顔をしたプロ棋士が大人げなく少女をいたぶっているように見えた。だが中盤になると、妹の目つきが変わった。少女が石を置いていくたびに、盤面が黒い闇やみに侵おかされていった。

　棋士が作り笑いとともに途と中ちゆうで勝負を下りた頃には、会場は沈ちん黙もくに包まれていた。

　兄妹は、高価そうな菓か子しをもらって帰路についた。勝負は決着しなかったが、兄妹は満足だった。妹より頭が良い人間がいないことなどとっくに知っていた。

　妹いわく、彼女には物事を〝突破ブレイク・スルー〟するための順路が見えるという。

　当時、祥は妹が言っていることは理解できなかった。しかし、妹は珍めずらしくムキになって言った。祥にも必ず同じことができるはずだ、と。自分の分身なのだから、と。

　妹が、祥をかばって交通事故で命を落としたのは、兄妹が小学四年生の時だった。

　祥は思った。

　妹は自分が生きるための道が見えなかったのだろうか？　それとも、祥が生きる道をあえて選んだのだろうか？　妹が言っていた力を、なぜ祥は持っていなかったのだろう？

　分かったことはただ一つ、妹を失った瞬しゆん間かん、祥は自分の半分を失ったのだ。

　あれから数年が過ぎた今でも、祥は自分が一人の完全な人間であるという確信はない。







　妹のことを思い出したのは、果須田裕杜がゲームの開始を宣言した直後のことだった。

「人類のキング、か」

　人の多い森林公園で、祥は一人呟いた。

『ルール改定プログラム、ダウンロード中。ルール改定プログラム、ダウンロード中』

　ディスプレイの中では、女魔法使いが楽しそうにくるくると回転している。

『ダウンロード、完了フイニツシユト。インストール開始。システムを変へん更こうしています。システム変更は無事に終しゆう了りようしました。初期配布プログラムを展開します。〝Ｈ＆Ｇ〟、ハロー・アンド・グッバイ、指定したプレイヤーとプログラムを一つだけ交こう換かんすることができます。常時使用可能、使用回数は一回のみ。本プログラム以外に複数のプログラムを所有していることが使用条件です。保存しますか？』

「イエス」

　端たん末まつの画面から、果須田裕杜の姿はすでに消えていた。

　かわりに液えき晶しよう画面を占せん領りようしているのは、端末のオペレーション・システムである女魔法使いだ。退たい屈くつそうに杖つえを回して遊んでいる。

「……」

　世紀の異端児、新時代の鬼き童どう、超ちよう越えつ者……果須田裕杜という少年は、世界中であらゆる呼こ称しようで呼ばれている。

　果須田裕杜が制作したゲームが文字通り命いのち懸がけであることは、実はすでに知っていた。ゲームが始まる数日前から、インターネットで一部の間で噂うわさが囁ささやかれていたのである。

　しかし、いや、だからこそ祥は参加した。正規の招待客である天才を非公式にチェスでうち負かし、参加証である端末を奪うばいもした。

　だが、まさかこんな状じよう況きようになるとは予想もしていなかった。

　同級生の女の子を、パートナーとしてゲームに巻き込んでしまうことになるなんて。

「やってくれたな、鈴藤さん」

　クラスの中で、いつも孤こ独どくな少女の顔を思い浮うかべる。

　人形のように無表情で、口から出るのは何の脈みやく絡らくもない意味不明な言葉ばかり。生来の性格なのか、それとも何らかの目的でそう装よそおっているのか、いかなる時も考え事をしているかのように黙だまりこくっている。

　クラスメートたちのほとんどが、彼女のことを敬遠しているようだ。だが祥は知っている。同級生たちは鈴藤小槙を嫌きらっているのではない。怖こわいだけだ。鈴藤小槙が何を考えているか理解できないから、恐きよう怖ふする。理由のない恐怖は本能だ。

　だが、祥は違ちがった。

　鈴藤小槙という少女のことを、祥は嫌いではない。何を考えているか分からないという点は、他のクラスメートたちと変わらない。だが祥は、そんな不思議な少女に触れてみたくなることがある。理由は分からないが、そんな感情が確実に祥の中にあるのだ。

「いくら俺が意地悪だからって、クラスメートをこんな危険なゲームに巻き込んで平気だなんて思ってないだろうな」

　教室の風景から、鈴藤小槙がいなくなってしまったら嫌いやだと思う。

　だから、すぐに決断することができた。

「恨うらむからな、鈴藤さん。今度学校で会ったら絶対に泣かしてやる」

　降参を宣言しようとした時、端末から電子音が鳴り響ひびいた。

『セカンドマスターに防御人デイフエンダーが接近！　セカンドマスターに防御人が接近！　防御人のコードネームは〝トゥウェンティー〟！　ただちに逃とう亡ぼう、もしくは戦せん闘とうの準備に入ってください！』

　画面の中で、女魔法使いが慌あわてふためくように回転している。

　ディスプレイに新たなデータが表示される。
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　　ａｇｅ　　29

　　ｐｒｏｆ　ＳＥＣＲＥＴ

　　ｃｏｄｅ　No. 20






　祥は目を見開いた。

「ハモンド・コラレス？　まさか……元世界チャンピオンのボクサーのハモンドじゃないだろうな？　なんでそんなヤツが！」

　が、焦あせる祥が口を開くのを遮さえぎるように、またもやＯＳが声を上げる。

『〝トゥウェンティー〟が〝Ｌ・ＣＨＡＩＮ〟プログラムを実行しました！　〝ラヴ・チェイン〟プログラムで指定されたキャラクターは、実行者より半径十メートル以上の距きよ離りを離はなれた時点でゲーム・オーバーとなります！　ラヴ・チェインの対象にセカンドマスターが指定されました！』

　セカンドマスター、つまり鈴藤小槙が防御人のプログラムの影えい響きようを受けたようだ。しかし当の本人はイヤホンを持っていないため、状況を把は握あくしていないだろう。

　鈴藤小槙に危害が及およぶ前に降参宣言をしようとした祥だが、またもＯＳが声を上げる。

『セカンドマスターに他のプレイヤーが接近！　プロフィールを表示します』

　画面上に文字列が並ぶ。





　　ｎａｍｅ　祇園寺新あら汰た

　　ａｇｅ　　17

　　ｐｒｏｆ　学生

　　ｃｏｄｅ　ガロア






　祥は眉まゆをひそめた。

「祇園寺？　祇園寺蓮の関係者か？」

　祇園寺蓮という数学者は知っている。いつか挑ちよう戦せんしようとしていた相手だ。前世紀の偉い産さんとまでうたわれた大数学者である。

　祥の思考を中断させたのは、数秒と経たたずに響いたＯＳの声だった。

『ＨＯＭＥが〝トゥウェンティー〟の脳波レベル低下、およびエントリーリングの破損を確かく認にん。他のプレイヤーが〝トゥウェンティー〟を撃げき破はしました。新プログラムは防御人の近くにいた他のプレイヤーが入手しました』

　祇園寺新汰という人物が防御人を倒たおしたのだろうか。少なくとも、あの鈴藤小槙が敵を倒す光景は予想もつかない。

「……」

　祥はしばらくの間、無言で様子を窺うかがう。

　ＯＳはそれ以上は何も告げず、あいかわらず一人で楽しそうにクルクルと回っている。

「敵、じゃないのか？」

　祇園寺新汰という人物が鈴藤小槙と争っている様子はなさそうだ。友好的なプレイヤーなのか、それとも防御人を倒してすぐに立ち去ったのか。少なくとも直面した危機は去ったようだ。

「……くそっ」

　毒づき、座っている噴ふん水すいの垣かき根ねを叩たたく。鈴藤小槙と連れん絡らくがとれないのが、もどかしい。

　一度は同級生の身を案じてギブアップを決意したはずなのに、心が揺ゆらいでいた。

　じっとしていられず、端たん末まつを折りたたんで立ち上がる。

　パートナーの追つい尾び機能が利用不能になる直前、鈴藤小槙はかなり遠方にいた。場所でいえば、地下街があるあたりだ。

　しかし、そこへ向かおうにも祇園寺蓮の提てい示じした第一のルールがある。パートナーどうしの同時移動はできない。鈴藤小槙の動向が分からない以上、祥の動きは完全に封ふうじられているに等しい。

　このまま終わりたくない。俺はまだ何もしてない！

　同級生の命は何にも代えがたい。しかし、祥はどうしても諦あきらめられない。それがただの身勝手だとしても、わがままだとしても、この機を逃のがしたら二度と果須田裕杜に挑戦することができないような気がしていた。

　何もできずに立ち尽つくす祥の耳に、端末の電子音が響ひびいた。耳につけたイヤホンからＯＳの声が響く。

『マスターに防御人が接近！　マスターに防御人が接近！　防御人のコードネームは〝ゼロ〟！　ただちに逃亡、もしくは戦闘の準備に入ってください！』

「……！」

　背筋に冷たいものを感じ、振ふり返る。

　そこに、異様な人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　平和な空間が、まるごと戦場に移り変わったかのような温度差が肌はだに突つき刺ささる。

　迷めい彩さい柄がらの厚手のコートとカーゴパンツは、映像で見た時と同じだった。だが黒いニット帽ぼうと襟えりで隠かくれた顔は、現実離れしているとしか言えないほど白い。表情はかけらもなく、まっすぐに祥のほうへと躰からだを向けている。

　ディスプレイに目の前にいる人物のデータが映し出される。





　　ｎａｍｅ　Nodata

　　ａｇｅ　　Nodata

　　ｐｒｏｆ　Nodata

　　ｃｏｄｅ　No. 0






　祥の頭の中で、先ほど映像で見た光景がフラッシュバックする。二人の死体を掲かかげ、勝ち誇ほこったかのように佇む人物の背景には、うっそうと茂しげった木々が映っていた。

「さっきの映像は、森林公園の中だったのか」

　間ま違ちがいない。ゲーム開始時に人々に凄せい惨さんな殺さつ戮りく現場を見せつけた張本人が、今まさに祥の目の前にいた。

　防御人デイフエンダー〝ゼロ〟が、地面を蹴ける。

　祥の頭脳が急速回転を始める。

　どうする？　俺はこの場から動けない。なぜ？　それがルールだからだ。果須田裕杜がそう言っていた。思い出せ、果須田裕杜は『動いてはいけない』と言ったのか？

　違う。

　動けない条件が足あし枷かせになっているだけだ。

　祥は、防御人に背を向けて走り出した。三秒以内なら、パートナーどうしの同時移動が許されている。

　三……二……。

　心中で秒読みしつつ、歩道脇わきの茂みを飛びこえる。

　すぐさま茂みに身を潜ひそめ、そばにおかれていたゴミ箱の中へ端末を放ほうり込む。バッグは手に持ったままだ。

「俺が戻もどってくるまで収集されるなよ！」

　果須田裕杜は言っていた。

『機能上、ペアのどちらかが端末本体を所持していることを前提条件とします』

　これはつまり、端末を捨てれば自由に動き回ってもいいということに他ほかならない。端末がなくてはゲームを進行していくことはできないからだろう。好きで端末を捨てる馬ば鹿かはいない。

　だが今は、この〝抜ぬけ道〟を利用する他なかった。

　連絡もとれず、頼たよりにもならない上に校内でも成績が学年最下位のパートナーに会いに行かなければならない。

　そして、同級生の少女の意思を確かめる。もし万が一にもゲーム参加に同意してくれることがあれば、何がなんでも彼女を守りながらゲームを続けてみせる。同意してくれなくとも、それは当然の結末だ。その時点で、祥みずからが今度こそ降参を宣言する。

　だが、このまま何もせず諦めたくなかった。

　再び、少女に会わなければならない。つい数時間前にコーヒーショップでほんのわずかな会話を交かわした同級生、鈴藤小槙に。

　立ち上がろうとした祥の頭を、重い衝しよう撃げきが殴なぐりつける。

「っ！」

　弾はじき飛ばされながらも、受け身を取って立ち上がる。しかし、立ち上がった祥の鼻先に、すぐに防御人の真っ白な顔が迫せまる。

「！」

　驚おどろいて仰のけぞった祥の横腹を、防御人のブーツが蹴り飛ばす。

　かろうじて腕うででガードしたが、蹴りの威い力りよくは凄すさまじかった。数メートルほど身体からだを弾き飛ばされ、ようやく勢いが止まる。

「う……くっ……」

　たった数秒で、頭、腕、腹の三カ所にダメージを喰くらってしまった。最初の一撃は、こめかみあたりを蹴り飛ばされたようだ。頭をさすって唸うなる祥を、〝ゼロ〟は静かに佇んだまま見つめている。

　防御人〝ゼロ〟の躰つきは細身で、とても格かく闘とう戦に向いているようには見えない。不可思議な迫はく力りよくはあるが、かといって格闘家のような剝むき出しの戦意もまるで感じられない。

「ただ者じゃないな、お前」

　頭をさすっていた腕を下ろし、目の前に立つ敵を睨にらみつける。普ふ段だんの生活ではできるかぎり見せないようにしている顔だ。

「まあ、いいや。プログラムも欲しいけど、俺はちょっと急いでるんだ。とぼけたパートナーを迎むかえに行かないといけないんだよ。とりあえず今はお前と戦う気は……」

　祥の台詞せりふの途と中ちゆうで、防御人が地面を蹴った。

　突とつ然ぜんに現れた殺さつ人じん鬼きを見て逃にげまどう人々の中、祥は顔を歪ゆがめる。

「話くらい聞けよ。せっかくダメージが回復するまで時間稼かせぎをしてるんだから」

　まだ頭がふらつくが、戦えないほどではない。腰こしを落とし、半身に構えて敵を待つ。

　先ほどの攻こう撃げきから察するに、〝ゼロ〟が得意とするのは打撃系だろう。だからといって空手やキックボクシングとは違う。もっと実じつ践せん向きの軍隊格闘技、あるいはマーシャルアーツといったところか。

　防御人がナイフを引き抜き、祥の顔面めがけて突ついてくる。

　祥は紙かみ一ひと重えで刃は先さきをかわし、懐ふところに潜もぐり込むようにして敵の胸をねらって肘ひじを打ち込む。

　が、突とつ如じよとして祥の視界から防御人の姿がかき消えた。

「えっ？」

　防御人は地面すれすれに身を落としていた。死角から蹴りを喰らい、祥はなすすべもなく地面に転てん倒とうする。

　そこへ上からナイフが迫った。先ほど顔面を狙ねらってかわされたことを考こう慮りよしたのか、今度は腹を狙った攻撃だ。

「くっ！」

　とっさに防御人の腕を受け止める。だが防御人はかまわず体重を乗せ、祥を突き刺さそうと力を込める。

　次の瞬しゆん間かん、祥は笑えみを浮うかべた。

「かかったな」

　倒たおれたまま両りよう脚あしを跳はね上げ、相手の首と肩かたに膝ひざをからませる。

「せいっ！」

　気合いとともに力を込めると、からみあったまま転がるようにして防御人と祥の立場が見事に逆転していた。

　祥はナイフを持った敵の腕関節を完全にロックしていた。腕十字固めという関かん節せつ技わざだ。

「悪わりーけど容よう赦しやはしないぜ。こっちのクセの悪い腕は折って──」

　だが、祥の言葉が終わるよりも早く、防御人デイフエンダーはあっさりとナイフを手放した。自由なもう一方の腕で祥の脚をおさえ、驚きよう異い的な身体の柔やわらかさで身をよじる。

　防御人が鋭するどく息を吐はいたのが分かった。

　腕を固定されたままにもかかわらず、防御人が大きく反動をつけて立ち上がる。

「なっ……？」

　呆ぼう然ぜんとする祥を、しかし今度は逆に防御人が離はなそうとはしなかった。祥の服をつかみ、もう一方の腕を大きく振ふりかぶる。

　祥はやむなく防御人の腕を解放し、拳こぶしをかわす。離れ際ぎわ、ナイフを蹴けり飛ばし、相手の腕を強ごう引いんに引きはがすことも忘れない。

　間かん髪はつを入れず、〝ゼロ〟の上段蹴りが祥を狙う。蹴り技の見本のような、無む駄だな動きがまるでない華か麗れいな動作だった。

　祥はかろうじて身を沈しずませ、蹴りをかわす。

「これでも……」

　蹴りが空から振ぶりに終わって生じた隙すきを、祥は見み逃のがさなかった。限界まで膝を落とし、飛び上がるようにしてバック転をする。

「くらえっ！」

　勢いに乗った祥のつま先が、防御人の顎あごを蹴り上げる。完全に死角からの攻撃だ。

　しかし、防御人は予想していたように後退して攻撃を避よける。一回転して地面に着地しながら、祥は奥歯を嚙かみしめる。

　かわされた……！

　よほど戦い慣れているのか、信じられない判断力と反射神経である。

　立ち技による打撃戦でも、かといって寝ね技わざによる関節技もまるで通用しない。それどころか、たった数分の戦いで息を切らしている祥に比べ、〝ゼロ〟は平然としたものだ。

　こいつは……。

　祥の頰ほおを、汗あせが滴したたり落ちる。激しい運動をして熱くなった身体が、一いつ瞬しゆんにして冷えていくのが分かった。

「ちっ」

　祥は迷うことなく〝ゼロ〟に背を向けた。

　技、スピード、体力、判断力、それら全てにおいて〝ゼロ〟という人物は祥を圧あつ倒とうしていた。それに加え、〝ゼロ〟が躰からだのどこにエントリーリングを装着しているのかも分からない。このままでは敗北は目に見えている。

「相手にしてられるか！　俺はパートナーに会いに行くんだよ！」

　祥は地下街へと向かって走り出した。













　８　鈴藤小槙　その五




　地下街のメインストリートを歩きながら、小槙はとなりを歩く少年の顔を見上げた。

「え？　あたしのこと知っとるん？」

「キミは覚えてないの？　残念だな」

　少年の笑みは、どこか悲しげに見えた。

　小こ綺ぎ麗れいなシャツに身を包んだ、長身の少年である。テレビアイドルと言っても通用しそうなほど整った顔立ちが印象的だが、なにより目をひいたのは青い髪かみだった。もちろん天然の髪の色ではないだろう。

　肩を並べて歩く二人の前方に、広場が現れた。少年がベンチを指さす。

「あそこで休まない？　ほら、アレがあるからゲームの進行状じよう況きようも把は握あくしやすいし」

　広場の正面に設置されていたのは、広告用の大型液えき晶しようスクリーンだった。普ふ段だんは音楽や各企き業ぎようの商品の宣伝を映しているのだろうが、今はテレビ中ちゆう継けいを流しているようだ。画面の中で、キャスターらしき女性が街を走り回っている。

『またもや、戦っているプレイヤーを発見しました。すごい人ひと垣がきです、近づいてみましょう。すみません、潮天ケーブルテレビです、通してください！　……え？　うそ……あ、し、失礼しました。な、なんと戦っていたのは、ｃｈｉｃａ……でしょうか？　ま、間ま違ちがいありません！　今、大人気の高校生作曲家、ｃｈｉｃａです！　彼女もまたルール・オブ・ザ・ルールの参加者だったようです！』

　スクリーンを見ていた人々がざわめく。

　画面には、迷めい彩さい服ふくを着た人物を相手に立ち回っている少女の姿が映し出されていた。

　透すけるような金きん髪ぱつをした、まだ若い少女だ。片耳にハート型の金属に矢が刺ささった形のピアスをつけている。

「うそ？　なんでｃｈｉｃａがいんの？　本物じゃん。あそこ、どこだっけ？」

「ヤバいんじゃないの？　だって女の子なのに、あんな大きな男を相手にさあ」

「警察が止めないのかよ。いくらなんでも」

　人々の声が突とつ然ぜん、かき消えた。画面の中で変化が起きたのだ。

　金髪の少女が滑すべるように迷彩服に近づいたと思った直後、大きな悲鳴が上がった。

『ぎゃあああっ！』

　見ると、迷彩服の男の腕うでが不自然な方向へ折れ曲がっていた。

　さらに金髪の少女が「はっ！」と小さな声を上げた瞬しゆん間かん、男の身体からだが宙高く舞まった。頭から地面に叩たたきつけられ、男が動かなくなる。

　不気味な静けさが周囲を包む。

　となりを見ると、青い髪の少年、祇園寺新汰の顔色が蒼そう白はくになっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、祇園寺くん？」

「あ、ああ、うん」

　我に返ったように頷うなずき、新汰はスクリーンから目をそらす。

『え、ええと、す、すみません、混乱してしまって……ｃｈｉｃａが勝利したようですが、これはいったい何が起きたのでしょうか。と、とにかく本人の言葉を聞いてみます』

　雑ざつ踏とうに押されバランスを崩くずしつつも、画面が金髪の少女に向かって近づいていく。女性レポーターが何事か訊たずねているようだ。

『ご……めんなさい、わ、私……パートナーに連れん絡らくし……しなくちゃいけないから……』

　戦っていた時とはうって変わり、少女は異常に過か敏びんな態度でマイクを避けようとする。

『ゲームとは名ばかりの殺人ゲームに、どうして参加されているのですか？　パートナーは誰だれなんですか？　ひょっとして、噂うわさのあの俳優さんですか？　それとも、曲を提供したこともあるミュージシャンの……』

『ち、ちが……そんな……あ、う、うん……わかった、じゃあ、今から五分間はこっちが動くから……う、うん……』

　ｃｈｉｃａという少女の言葉の後半は、マイクを通したパートナーとの会話のようだった。しつこいレポーターをふりきり、ｃｈｉｃａがやじ馬の中へと突つっ込む。運動神経がいいのか、足はかなり速い。

「有名人は、大変や」

　ベンチに座りながら、小槙は息を吐はく。

　中継役の女性には分からなかったようだが、金髪の少女が繰くり出していたのは合気の技のように見えた。それも達人といえる使い手のようだ。

　小槙は、となりに座って深呼吸をしている少年を見る。

「どう、落ち着いた？　祇園寺くんは繊せん細さいなんやね」

「気が小さいだけだよ」

　そう言って笑う新汰の顔は、まだ血色を取り戻もどしてはいなかった。よく見ると、膝ひざの上で握にぎった拳こぶしがかすかに震ふるえている。

「はは、カッコ悪いな、オレ。キミみたいな女の子が堂々としてるっていうのに」

「そないなことあらへん。きっと祇園寺くんがノーマルやねんで」

「……そうだよ。みんながおかしいんだ。どうしてこんなゲームに参加しようだなんて思えるんだよ。オレには分かんないよ」

　新汰がスクリーンを見上げ、唇くちびるを嚙かむ。

「怖こわくて仕方がないんだ。だって、あいつらは……防御人デイフエンダーとかいう奴やつらは、オレたち参加者を殺すことさえいとわない奴だっているんだよ？　ただの人殺しだ。そんな奴らが街中に潜ひそんでいて、いつ襲おそいかかってくるか分からないなんて」

「でも、祇園寺くんは強いやん。それに、いい人や」

「オレがいい人？　どうして？」

「あたしのこと助けてくれたやん。そない怖いのに自分から防御人に向かっていったんは、あたしを助けてくれるつもりやったからや」

　小槙が言うと、新汰は驚おどろいたようだった。だが、すぐに微笑ほほえみを浮うかべる。気が抜ぬけたような、優やさしげな笑えみだった。

「キミを見た瞬間、もしかしてと思ったんだ。そうしたら、体が勝手に動いてた。でもオレは強くなんかないよ。ほんとに臆おく病びようなだけなんだ。相手を完全に動けなくしないと不安なんだよ。それにさっきだって、相手が油断してなかったら勝てたかどうか……」

「それでええやん。好きで人を痛めつける人なんかより、だいぶマシや。面おも白しろ半分で人のほっぺたツネるような人は最低や。警察の人たちはまずそんな人を逮たい捕ほするべきや」

「ほっぺた？」

　不思議そうな顔を浮かべた新汰だったが、すぐにまた笑顔へと戻る。

「とつぜん奇き妙みようなことを言うところも変わってないね、小槙ちゃん」

　小槙ちゃん──。

　その単語と笑顔で、小槙は思い出した。

「お父さんといっしょに行った学会のパーティや。同い年くらいの男の子とちょこっとだけ話したことがあるわ」

「そう。周りは難しい話をしてる大人ばかりで退たい屈くつだった。そこに、君がいた。黒いドレスを着て、小さなリボンを髪かみにつけていた。オレたちは七面鳥の載のった皿を持って、会場の外で少しだけ話をした」

　言って、新汰がにっこりと微笑む。とても魅み力りよく的な笑顔だと思った。

「祇園寺くん、頭が真っ青になってるから分からへんかったわ」

「オレはよく憶おぼえてるよ。爺じいちゃんに連れられて行った、最後のパーティだ」

　新汰は小槙から視線をそらし、広場を見る。気のせいか、表情がどこか険しくなったように見える。

　一世紀に一人の天才とまで呼ばれた数学の権けん威い、祇園寺蓮が学会から事実上の追放処分を受けたのは今から六年ほど前のことだ。

　原因は外国人学者との共同研究による成果を、日本で発表したことからだった。すでに同様の発表が異国でされていたのである。問題は盗とう作さく騒さわぎへと発展した。

　だが小槙にしてみれば、盗作騒そう動どうなど疑うまでもなく狂きよう言げんである。祇園寺蓮の知性は、他の数学者の追つい随ずいを許さない。彼から得るものはあっても、彼が他人から得るものは何もないだろう。

「良いペアリングやね。祇園寺博士の頭脳と祇園寺くんの強さがあれば無敵やん。祇園寺博士は元気？」

　小槙がたずねると、新汰の表情が緩ゆるんだ。

「元気も元気、オレを無む理り矢や理りこんなゲームに引っ張り出すほどだよ。それにオレなんかいなくても爺ちゃんは無敵だ。あれでもう八十近いなんて信じられない。……ありがとう、おかげで少し落ち着いた。ちょっと待ってて」

　新汰が立ち上がり、広場の隅すみに置かれた自じ販はん機きに向かう。二つの缶かんを手に戻ってきた新汰の顔色は確かに血色を取り戻していた。

「お礼。どうぞ」

「おおきに。祇園寺くんも、数学の勉強しとるん？」

「一応、大学は数学科を狙ねらってるよ。でも、成績はちょっとね。理系に必要な教科が、他の教科よりも二段階はレヴェルが下がっちゃうんだよ。一いち浪ろうや二浪覚かく悟ごで行かなきゃいけないかなあ、なんて今から思ってたりする」

　新汰が一口、缶に口をつける。こうしていると、本当にどこにでもいる少年そのものだ。

　小槙も缶の中身を口に含ふくむ。ミルクティーだった。

　なぜか、春野祥の顔が脳のう裏りに浮かんだ。あの意地悪なクラスメートは、今ごろどんな表情をしているのだろう。

　新汰が視線を持ち上げる。口元には苦笑が浮かんでいた。

「愚ぐ痴ちるわけじゃないけど、ときどき思うんだ。オレは本当に爺ちゃんの孫なのかって。だって、オレと爺ちゃんなんてまるで共通点がないんだぜ？　頭脳明めい晰せきと単純凡ぼん庸よう。石頭と大おお雑ざつ把ぱ。ドライとウェット。スパコンと電でん卓たく……いや、せいぜい算盤そろばんだな、オレは。とにかくなんでも凄すごすぎるんだよ、爺ちゃんは。でも、だからこそ憧あこがれるっていうか、そう、憧れてしまってるんだな、オレは。あの人と同じ場所へたどり着くことを最初から諦あきらめちゃってるんだ。でも、憧れてるからせめて同じ道はたどってみたいと思う……」

「せやから、そない怖がってるのにゲームを続けるのん？」

　新汰の笑みが寂さびしげに変わる。

「違ちがうよ。爺ちゃんが、果須田裕杜に勝って昔のような名めい誉よを取り戻もどしたがってるからさ。オレはその手助けがしたいだけ」

「祇園寺くんは博士のことが好きなんやね」

「爺ちゃんのほうは、そうでもないみたいだけどね。オレがバカだから、歯は痒がゆいんだろうけど……ねえ、それより訊きいてもいいかな？」

　小槙は頷うなずいた。

「鈴藤さんのパートナーって、恋こい人びと？」

「完全無欠にちゃう」

　小槙は即そく答とうした。

　祇園寺新汰の瞳ひとみが揺ゆれた。

「強すぎる否定は、ときに肯こう定ていを示すんだよ」

　波は紋もんが拡ひろがるように、少年の瞳、瞳どう孔こうがわずかに収縮していく。黒い瞳に、ほんの少しだけ赤みがかかっていた。

「なるほど、その様子じゃ本当に違うみたいだね。でも反応を見る限り、男性だ。それも口くち振ぶりから察するに同世代の……わりと距きよ離りは近い、同級生か何かかな？　嫌けん悪おなのか、それとも好感かは分からないけど、でも他の人間とは明らかに区別して見ている相手だ」

「……」

「なんてね。びっくりした？」

　表情を崩くずした時にはもう、新汰の瞳は正常に戻っていた。

　小槙は少年の顔を見つめ、しばし考えてから口を開く。

「祇園寺くんは、超飛躍ウルトラ・ジヤンプができるんやね。どうりで強いわけや」

　新汰が不思議そうに眉をひそめる。

「ウルトラ……？　なんだい、それ」

「ううん、なんでもあらへん」

　超飛躍ができる言うても自覚はないようやな、と心中で呟つぶやく。

「祇園寺くんは、ラークスパーやね。あたしはイチゴやねん」

「え、えっとごめん、言ってる意味がよく分からないんだけど。ラークスパーって、植物のラークスパー？」

「数学より心理学のほうが向いてるわ、祇園寺くん」

「それはジョーク？　君は心理学より数学のほうが向いているように見えるよ。お互たがいに親を間違えたかな？」

　新汰が楽しげに笑う。その笑え顔がおは、むしろ開き直っているように見えた。

　ふと、新汰が表情を変えた。真しん剣けんな口調で言う。

「キミはどうして、こんなゲームに参加してるんだ？　はっきり言って、キミはこんなことに関かかわるような人じゃない。参加者たちはみんな天才とは名ばかりの野や蛮ばん人ばかりだ。そりゃ爺じいちゃんみたいに例外もいるだろうけどね。キミはここにいるべき人じゃない」

　まっすぐに見つめてくる新汰の視線を受けとめつつ、小槙は頷いた。

「うん、あたしもそう思うわ。もともと単なる不ふ可か抗こう力りよくで参加してしまってん」

「だったら、やっぱりすぐに……」

「でも、春野くんはきっとそう思わないわ。いろいろ因いん縁ねんつけられてまたイジめられるわ。ひどいねん。本気で女の子のほっぺたをツネるねん。むちゃくちゃ痛いねん。あれをまたされるくらいなら防御人デイフエンダーから逃にげ回ってたほうがなんぼかマシや」

　思い出すだけで体が震ふるえてくる。あの痛みだけは二度と味わいたくなかった。

　すると突とつ然ぜん、新汰が立ち上がった。

「なんだよ、それ！」

　缶かんジュースを口にあてながら見上げると、新汰は明らかに憤ふん然ぜんとしていた。

「それって、その春野ってヤツがむりやりキミをこんな危険なゲームに連れ出したってことだろ？　最低なヤツだな！」

　新汰はどうやら本気で怒おこっているようだ。自分のことでもないのにどうしてここまで感情を激化させることができるのか、小槙には理解できなかった。

「祇園寺くんはほんまにええ人やなあ。あんなんやなくて祇園寺くんがパートナーならよかったわ。満まん場じよう一いつ致ちで祇園寺くんの勝ちや」

　ぼうっと見上げながら言うと、新汰はなぜか頰ほおを紅潮させた。

「い、いや……そ、そうだ！　じゃあ、これからオレがそいつに一言言ってやるよ！」

「え？」

「小槙ちゃんをもうイジめないよう、オレが言い聞かせてやるよ。そいつ、今どこにいるの？　近くにいるんだろ？」

　小槙の肩かたに手を置き熱心に言う少年を見て、小槙は思わず吐と息いきをもらした。

「英えい雄ゆうや。悪あく魔まを倒たおす勇者がここにおるわ」

「連れん絡らくしてくれよ。オレが今そっちに行くから待ってろって」

「連絡？　どうやってするん？」

「どうって……マイクとイヤホンがあるだろ？　それを使うんだよ」

　言われて、思い出す。

　春野祥のバッグの中を見た時、そういえばイヤホンらしきものが二つあった。

「持ってへん。イヤホンはきっと二つとも春野くんが持ってはるわ」

「え？　じゃあ、ひょっとしてパートナーのいる場所が分からないの？」

「でもきっと今ごろは森林公園にいてはるわ。別れ際ぎわにそないなこと言うててん」

「よし、じゃあ行こう」

　新汰は迷うことなく頷うなずき、小槙の腕うでを引いて立ち上がらせる。即そく断だんする姿に、〝いさぎよい〟春野祥の姿が重なって見えた。

「でも、ほんまにええの？　祇園寺くんはもう防御人を倒したんやし、隠かくれてたほうがええんちゃう？」

「構わないよ。いや、キミといるほうがオレにとってはいいかな。一人で脅おびえて隠れてるよりも、キミといるほうが勇気がでる」

「どうして？」

「それはきっと人類の起源に関わる最大の疑問だ」

　小槙の手を引いたまま、新汰は照れくさそうに微笑ほほえんだ。
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「オレが男だからだよ」







　９　春野祥　その四




　森林公園を出て、祥はまっすぐに地下街を目指して走っていた。

　振ふり返って背後を確認するが、〝ゼロ〟の姿は見あたらない。どうやら撒まくことができたようだ。

「まさか防御人デイフエンダーってのが皆みな、あんな化け物揃ぞろいってわけじゃないだろうな」

　顔をしかめ、呟つぶやく。

　ゲーム開始から、すでに三十分以上の時間が経過していた。

　祥は大通り沿いの歩道を外れ、地下街への近道となる細い裏通りへと入る。

　すると、耳につけたイヤホンからＯＳの警告音が鳴り響ひびいた。

『マスターに他のプレイヤーが接近！　さらに防御人が接近！　他のプレイヤーのプロフィールを表示します！』

　祥は立ち止まり、前方を見る。

　目に映ったのは、迷めい彩さい服ふくを着た大男が地面に崩くずれ落ちる光景だった。

　倒れた防御人の頭に装着された青白く光るリング状の機械が、火花を上げて割れる。あれが防御人のエントリーリングなのだろう。破は壊かいされたエントリーリングを、防御人の額から流れ出した血が赤く染める。

『マスターに隣りん接せつした防御人が、他のプレイヤーによって撃げき破はされました！　他のプレイヤーが新プログラムを入手しました！』

　倒れた防御人の向こうに、ＯＳの言う〝他のプレイヤー〟が佇たたずんでいた。

　端たん末まつが手元にないため相手のプロフィールは分からないが、ゲームの参加者であることは間ま違ちがいないだろう。腕に装着したエントリーリングが証しよう拠こである。

　パーマをかけているのか天然か、うっすらと波打つ黒くろ髪かみを胸まで伸のばした女性である。二十代前半くらいに見える、おそらく外国人だ。楕だ円えん形をした眼鏡めがねの奥に見える目つきは、とても今まで防御人と対たい峙じしていたとは思えないほど冷静である。首までしっかりとボタンをとめた袖そでの短いシャツには、大きく『LOVE &amp; PEACE』という文字が描えがかれていた。

「こんにちは」

　祥に気づいた女性が、日本語で言う。抑よく揚ようのない、およそ挨あい拶さつとは思えない口調だ。

　祥は、眼鏡をかけた女性の細い腕を見る。そこには何も握にぎられていなかった。

　こいつ、素す手でで防御人を倒したのか……？

　はじめて出会った自分以外のプレイヤーを警けい戒かいしながら、祥は女性の横を通り過ぎる。

「悪いけど、お喋しやべりしてるヒマがないんだ。じゃあな」

　そっけなく言い放ちすれ違う祥を、女性は値ね踏ぶみするかのようにじっと見つめる。

　気味が悪い奴やつだな──祥は心中で呟く。

　すると背後から、感情のない声が聞こえた。

「貴方あなたはハルノ・サチというのですね」

　祥のプロフィールを見たのだろう。祥は無視した。

　しかし次の瞬しゆん間かん、得え体たいの知れない寒気が祥の背筋を襲おそった。

「さようなら」

　その言葉の意味を考えるよりも先に、体が反応していた。とっさに身を屈かがめる。

　ブンッ！　と祥の頭があった空間を銀色の光が切り裂さいた。

　紙かみ一ひと重えで攻こう撃げきを避よけた祥は、女性と距きよ離りをとって振り返る。

「な、なんだ、お前！　いきなり何すんだよ！」

　黒髪の女性の手には、いつの間にか金属の棒のようなものが握られていた。警察が使う特とく殊しゆ警棒にも似ている、三十センチほどの長さの武器である。

「おかしなことを訊ききますね。今の行動から、私の目的は明白でしょう」

　悪びれるどころか、無機質な声で女性が言う。細い手でロッドを握る姿は構えも何もなく、格かく闘とうに関しては完全な素人しろうとに見える。

「しかし今の攻撃を避けられたのは、予想外でした。貴方をランクＢ以上のプレイヤーと再さい認にん識しきし、次は全力で攻撃します」

　淡たん々たんと語る女性の瞳ひとみが、一瞬だけ赤く染まったように見えた。祥の全身に再び悪お寒かんが走る。防御人〝ゼロ〟と向かい合った時と似た感覚である。

　祥は顔つきを厳しくした。女性の中性的で無感情な声には、聞き覚えがあった。

「お前……〝ノヴァ〟だな？　三つ目のルールを決めた奴だ」

「本名は、サラ・マクラフランです。端末で私のプロフィールを確認しなかったのですか？」

　サラ・マクラフラン。

　物理学の分野で画期的な論文を発表したということでニュースを賑にぎわせている人物の一人である。世界的な名門大学ＭＩＴ、マサチューセッツ工科大学の研究チームの一員で、業界では物理界における若き天才とまで絶賛されている女性だ。

　祥は舌打ちした。

　一見トップモデルのような外見の女性だが、鈴藤小槙に会うべく地下街を目指している状じよう況きようで、やっかいなプレイヤーに目をつけられてしまったようだ。

「つまり貴方は端末を持たず、なおかつパートナーと連れん絡らくがとれない状態にあるということですね？」

　サラ・マクラフランが人差し指で眼鏡の位置を直しながら言う。

　しまった──。

　冷静に敵の弱点を見み抜ぬくところは、さすがに頭の回転が速いようである。

　祥は相手の動きを警戒しながら、じりじりと地下街のある方向へと遠ざかる。

「あんたがどうしてプレイヤーを襲うのか知らないけど、他をあたってくれないか？　俺はいま急いでるんだよ」

　サラが、祥に向かって足を一歩踏ふみ出す。

「どうして、とは不可解の質問ですね……敵を排はい除じよしていくのはこのゲームの大前提ではないのですか？　自分の障害となりそうな相手なら、なおさらです」

「敵は防御人と果須田裕杜だ。俺たちが敵対する必要はないだろ」

「もちろん最終的な標的は、果須田裕杜です。しかし、最大の障害は防御人ではなく他のプレイヤーだと私は考えています。個人で向かってくる防御人とは違い、プレイヤーは連れん携けいして戦うことができる。それがやがて必ず私にとって邪じや魔まになる。おそらく、貴方も」

「……」

「他ほかに質問はありますか？」

　まるで出来の悪い生徒を見る教師のように、サラが冷たい視線で祥を見る。また一歩、足を前に踏み出す。

　祥はチラリと地下街がある方向を見る。ここから小槙がいる（と思われる）地下街まで、走って十数分といったところだろう。今はとにかくそこへ行かなければならない。ましてや戦ったところで何のメリットもない他のプレイヤーなど、相手にしている場合ではない。

　後あと退ずさる祥を見て、サラが耳に手をあてる。

「貴方が急いでいる理由が、そちらの方角にあるのですね？」

「！」

「すなわち私がその先に立ち塞ふさがれば、貴方あなたは私の相手をせざるを得なくなる。あちらにあるのは確かハイウェイと……地下街」

　祥が目を見開いた時にはすでに遅おそかった。

　唐とう突とつにイヤホンからＯＳの声が響ひびく。

『他のプレイヤーがマスターに対し〝ＫＥＥＰＯＵＴ！〟プログラムを実行しました！　〝キープアウト〟プログラムによって、マスターは指定された三つのエリアに進入することが禁止されます！　このプログラムは実行者がゲームオーバーになるまで永続的に効果を持続します！　立入禁止区域にマップ３３２〝地下街入り口１〟、マップ５４９〝地下街入り口２〟、マップ７１１〝潮天インターチェンジ〟が指定されました！』

「な……！」

「貴方は実に単純で分かりやすいベクトルをしています」

　サラが金属製のロッドを持ち上げながら、低い声で言う。

　プログラムが実行された時、サラは口を動かしてはいなかった。イヤホンでサラの声を聞いていたパートナーが実行したのだろう。

　さらにＯＳが慌あわただしく叫さけぶ。

『隣りん接せつするプレイヤーが〝Ｈ・ＥＹＥ〟を実行しました。ホークアイ・プログラムを実行したプレイヤーとパートナーのキャラクター捕ほ捉そく範はん囲いが通常の五倍、半径五十メートルにまで拡大されます！』

　キャラクター捕捉範囲、つまり防御人デイフエンダーやプレイヤーの接近を知らせる機能が強化されたということだろう。サラから逃のがれるためには、最低でも五十メートル以上の距きよ離りを離はなれなければならないということになる。

「なにがなんでも俺と戦うつもりらしいな」

　祥はやむをえず身構える。鈴藤小槙に会うには、まず目の前の女性を倒たおさなければならないようだ。

　サラがロッドを構えて身を低くする。

「決定事じ項こうです」

「そんなに派は手でにプログラムを使っていいのかよ。それに見たところあんたが戦せん闘とうに向いてるようには思えないけどな」

「問題ありません。新しいプログラムはすでに五つ手に入れていますし、戦闘に腕わん力りよくや経験など必要ありませんから」

「……なんだって？」

　硬こう直ちよくする祥に向かって、サラが間合いを詰つめてくる。脚あしは速い。

　サラが祥の頭部を狙ってロッドを振ふり下ろす。

「ちっ！」

　腕うでごとサラの攻こう撃げきを受け止めようとした祥の手が、空くうを切った。

　直後、重い衝しよう撃げきが脇わき腹ばらに突つき刺ささる。

「うっ！」

　顔を歪ゆがめる祥の視界に、銀色の塊かたまりが迫せまる。

　祥はほとんど無意識に身を低くした。ブンッ、という風が頭上を通りすぎる。

　すかさず、祥はサラの腕めがけて後ろ蹴げりを放つ。攻撃が空から振ぶりに終わって体勢を崩くずしたサラにとって死角からの攻撃だ。

　しかし祥の脚は完全に空を切った。

　まるで攻撃を予測していたかのように、サラが直前に体を引いたのだ。

　サラがバランスを崩したまま、ロッドを振り回す。こちらを見てもいないというのに、サラのロッドは的確に祥の顔面を狙っていた。

「くっ……！」

　避よけられず、祥は腕で頭部を守る。ロッドの硬かたい衝撃に襲おそわれた二の腕に痺しびれが走る。

　吹ふき飛ばされる形で距離をとった祥を、サラは深追いしてはこない。涼すずしい顔でロッドを構え直し、こちらの様子を窺うかがっている。

　祥は脇腹と腕の痛みを顔に出さないよう、歯を食いしばる。骨は折れていないようだが、決して軽いダメージではなかった。

　いったい何なんだ、こいつは……？

　たった数秒の闘たたかいで、サラの持つ違い和わ感を肌はだに感じていた。違和感、というのは彼女の奇き妙みような戦闘スタイルにある。動きは完全に素人しろうとのそれなのに、ことごとく祥の攻撃をかわす。その上サラの繰くり出すロッドは、どんな状じよう況きようにあっても確実にこちらの急所を狙ってくる。

　ロッドという特とく殊しゆな武器も厄やつ介かいだ。コンパクトな金属の棒は、女性の力でもある程度は自由に操あやつれる上に破は壊かい力りよくも高い。

「奇妙ですね」

　無言で睨にらみ合っていると、サラが唐突に口を開いた。

「貴方の動きは直線的で、容易に次の動きを予測できるベクトルをしています。それなのに、私の攻撃が避けられる。ファーストアタックからここまでの攻撃で破壊することができなかった相手は貴方がはじめてです」

　こんな状況でさえ、サラの口調は抑よく揚ようがない。まるで無感情にデータを分ぶん析せきする機械のようだ。

「ベクトル？」

「物体が持つ方向性、つまり進路のことです。私には、あらゆる物体のベクトルが見える。したがって私の予測は絶対です。私は視覚化された貴方の進路を避け、別角度から遮しや断だんする動きをするだけでいい」

　じわり、とサラの双そう眸ぼうが赤く滲にじむのが見えた。気のせいか顔つきも変わったように見える。

　サラの変化を見た祥は、思わず目を見開いた。

　……まさかこいつ、超飛躍ウルトラ・ジヤンプができるのか？

　祥の動どう揺ように気づいたのか、ロッドを摑つかむサラが脚を前に踏ふみ出す。

「貴方あなたは完全に戦闘型のプレイヤーのようですね。ならばパートナーは頭脳戦を得意とするタイプのはず。それなのに全く援えん護ごがないところを見ると、完全にパートナー間の連れん携けいが途と絶だえているようですね」

　サラの冷静な分析に対し、祥は苦笑した。はからずもパートナーになってしまった学年最下位の成績を誇ほこる少女が、頭脳戦も何もあったものではない。

「俺一人で、じゅうぶんだよ。俺はそれでも必ず果須田裕杜に勝ってみせる」

「不可能です。たった一人で果須田裕杜に勝利できる人間など、この世に存在しません」

「ずいぶんハッキリ言うな。果須田裕杜のことを知ってるのか？」

「実際に会ったことはありません。しかし彼のことを少しでも理解している人物なら、私と同じ感想を抱いだくはずです」

「果須田裕杜のことなら、俺も少しは知ってる。でもそうは思わないけどな」

「それは貴方が愚おろかだからです」

「そうかもな。でも最初から不可能だって判断するほどバカでもない」

　祥が、はっきりと言う。

　するとサラの表情に変化が生じた。ピクリ、と形の良い眉み間けんを動かす。眼鏡めがねの奥にある瞳ひとみが、さらに赤みを増す。

「私をバカだと言うのですか？」

「怒おこったのか？　機械みたいなさっきまでのあんたより、そっちのほうが魅み力りよく的だ。化け粧しようをしてれば、もっと良かったのにな」

　さらに祥が言うと、サラは明らかに怒いかりを濃こくしたようだ。

「そういう発言を一いつ般ぱん社会ではセクシュアルハラスメントと呼びます。……不ふ愉ゆ快かいです。貴方は私が最も嫌きらうタイプの人間のようですね」

「光栄だね。どうせ戦うなら、とことん嫌われたほうがやりやすい」

　こうなったら本気で相手を倒たおすつもりで戦うしかない。

　覚かく悟ごを決めて身構えた祥の耳に、聞き慣れてしまったＯＳの警告が響ひびいた。

『他のプレイヤーがマスターに対し〝Ｇ・ＨＥＡＲＴ〟プログラムを実行しました！　〝ガラスハート〟プログラムは特定の相手からの物理的攻こう撃げきを三十分間、拒きよ絶ぜつするプログラムです！　マスターはこれより三十分間、隣りん接せつするプレイヤーに対してプログラム以外の一いつ切さいの攻撃を禁じられます！　マスターの接せつ触しよくによって隣接するプレイヤーのエントリーリングが持ち主の身体情報の異常を確かく認にんした時点で、マスターはゲーム・オーバーとなります！』

　唐とう突とつに提てい示じされた条件に、祥は思わず色めき立った。

「う、ウソだろオイ！」

「貴方の無能なパートナーとは違ちがって、私のパートナーであるユマ・サーマンは非常に優ゆう秀しゆうです。私が今、何をしたいのか的確に把は握あくしている」

　ユマ・サーマン。祥の記き憶おくが正しければ確か、ＭＩＴの最年少教授にしてサラの所属する研究チームのリーダーである女性だったはずだ。

　だがそんなことよりも、サラが放った何気ない言葉に今度は祥が眉を動かした。

「鈴藤さんは無能じゃない。有能でもないけど……ただの無害な同級生だ」

　サラ・マクラフラン、いや〝ノヴァ〟が祥との間合いを詰つめ、ロッドを振ふるう。

　祥は後ろに跳とんで、金属の棒を避ける。

　だがサラはまたもや祥の動きを読んでいたようだ。最初の一いち撃げきはフェイントで、さらに前方に踏み込んで祥の喉のどめがけてロッドを突ついてくる。

　間かん一いつ髪ぱつ、祥は体を曲げて攻撃をよけた──と思いきや、サラに足をかけられ、大きく体勢を崩くずしてしまう。

「ふっ！」

　サラが鋭するどく息を吐はいた。

　顔面に直撃する寸前で、祥はロッドの攻撃を腕うでで受ける。硬かたく重い衝しよう撃げきに、腕の骨にまで痺しびれが走った。

「こ……のっ！」

　祥はすかさず近きん距きよ離りからソバットの体勢に入りかけるが、ピタリと動きを止めた。〝ガラスハート〟プログラムによって祥の攻撃は完全に封ふうじられている。

「貴方は先ほど、果須田裕杜に勝利すると言いましたね？」

　サラの赤く変色した瞳が、祥の懐かい中ちゆうで輝かがやいた。祥から攻撃することはできないため、サラは防ぼう御ぎよを考えずに接近戦で攻せめ続けることができる。

「不可能です。たった一人の貴方では、私たちに勝利することすらできない」

　斜ななめ下から、銀色のロッドが祥を襲おそう。

　こめかみに直撃を受け、祥は身体ごと真横に吹ふき飛ぶ。

　たった一人──その言葉に、祥は奥歯を嚙かみ締しめた。

　途と切ぎれそうになった意識を、拳こぶしを握にぎって繫つなぎとめる。平へい衡こう感覚を失って倒れそうになるのを、足を踏ん張って堪こらえる。

　顔を上げた祥の茶色の瞳が、サラの赤い瞳を睨にらむ。

　ほんのわずか、かすかに〝ノヴァ〟の表情に動揺が浮うかんだ。

「まだ……動くことができるのですか？」

　サラが攻撃の手を止めた隙すきをつき、祥は身を翻ひるがえした。サラに背を向け、狭せまい裏通りを一直線に走る。

　プログラムを一つしか所持していない祥は、それを使用した時点でプログラムを失いゲーム・オーバーである。さらに実際の戦せん闘とうまで封じられ圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きように追い込まれた今、祥にできることはサラから離はなれることだけだった。少なくとも三十分間、戦闘を禁止するプログラムが効力を失うまでサラと接近するのは危険である。

「逃にがしません。貴方はこの先必ず私の障害となります」

　後方から、サラの冷れい徹てつな声が聞こえた。祥を追う靴くつ音おとが路地裏に響き渡わたる。

　祥は振り返ることなく、入り組んだ細い路地を駆かけ抜ぬける。

　サラ・マクラフランは強い。

　加えて、パートナーであるユマ・サーマンもかなりの頭脳の持ち主と考えたほうが良いだろう。彼女たちが祥の追つい撃げきを諦あきらめるとも思えなかった。

　あらためて、ルール・オブ・ザ・ルールの参加者たちの実力を思い知る。一人一人でも天才と称しようされる者たちが、さらにペアを組んで連れん携けいプレーを行使するのである。一人で勝てるはずがないと言うサラの言葉も、当然といえば当然だろう。

　だが、だからといって諦める祥ではなかった。

　まだ逆転できる要素は残っている。

　再びサラと遭そう遇ぐうするまでに一人でも多く防御人デイフエンダーを倒し、新しいプログラムを手に入れるという手段がその一つである。強力なプログラムを入手することができれば、反撃することも可能だろう。

　それだけではない。祥にはまだ切り札が残っている。ただそれに関しては自分の意志で使うことができないので、〝やってくる〟のを待つしかないのだ。

　祥は防御人を探して路地を突き進んでいく。

　たまに一般人とすれ違うが、防御人らしき人物はなかなか見つからなかった。

『マスターに他のプレイヤーが接近！　マスターに他のプレイヤーが接近！』

　ＯＳの声を聞いて、祥は急停止した。路地を走り出して数分も経たっていない。

　細い路地裏の向こうに、長い黒くろ髪かみの白人女性が佇たたずんでいた。

　サラ・マクラフランだ。

　祥は先ほど影えい響きようを受けた〝Ｈ・ＥＹＥ〟プログラムを思い出す。今のサラを振り切るには、最低でも半径五十メートルの範はん囲いから抜け出さなければならない。

　舌打ちし、祥は横手の通りに飛び込む。

　息を切らして密集した建物の間を駆け抜けていく。

　だが、また数分もすると、目の前に〝ノヴァ〟が立ち塞ふさがった。ロッドを持つ女性の前から、祥は再び逃とう走そうする。

　そして──。

　数回も同じやり取りを繰くり返したところで、祥の体力に限界がきた。

　祥は小さなビルの陰かげに入ったところで足を止め、倒たおれるようにして地面に腰こしを落とす。

「はあっ、はあっ、はあっ……」

　流れ落ちる汗あせに混じって、赤い血の雫しずくが地面を濡ぬらす。サラに攻こう撃げきを受けたこめかみに傷を負っていたようだ。祥は乱暴に汗と血を腕で拭ぬぐう。

「……防御人と戦わせてくれさえしないってことかよ、くそっ」

　これほど走っても何百人といるはずの防御人とまったく出会わないのは、明らかに不自然だ。サラが〝Ｈ・ＥＹＥ〟で事前に防御人のいる位置を確かく認にんし、祥と遭遇しないように先回りしているのだろう。

「とにかく今は体力を回復させないとな……こんな状態じゃ、いざ戦えるようになっても簡単に返り討うちだ」

　呟つぶやき、祥は崩くずれるように地面に手をついた。

　その瞬しゆん間かん、ＯＳが大きな声で騒さわぎ立てる。

『マスターがマップ１０８〝商店街０９〟に進入しました！　〝商店街０９〟には他のプレイヤーによるトラップ・プログラムが潜ひそんでいました。マスターはトラップ・プログラムの影響を受けました』

「トラップ・プログラム？」

　祥の脳のう裏りを嫌いやな予感がよぎった。

『〝ＴＲＡＰ・Ｊ〟。〝ジャック・イン・ザ・ボックス〟トラップは、キングの投げかける問いに対する解答を指定時間内に音声もしくはキーボードによって回答できなかった場合、プレイヤーが所有しているプログラムを任意の数だけ破は壊かいするプログラムです。キングによる問いを強制ダウンロード。インストールが完かん了りようされました』

「とことん俺を追いつめるつもりかよ……」

　ＯＳは他のプレイヤーとしか言っていないが、誰だれが仕し掛かけたかは明らかだ。サラが祥の行き先を予測して罠わなを用意しておいたのだろう。

　立ち上がって周囲を見み渡わたす。

　だが眼鏡めがねをかけた白人女性の姿は見あたらない。

『問いのレベルは、〝容易〟を示すＣレベルです。三分以内に任意のキーワードを端たん末まつに入力できなかった場合、二つのプログラムが破壊されます』

　祥は顔を歪ゆがめた。二つどころか、祥はたった一つしかプログラムを持っていない。

『インストールされた問いを再生します』

　ザザッ、という雑音が耳を打つ。

『ある閉じられた小さな国がある』

　祥は思わず息を吞のんだ。

　イヤホンから聞こえたのは、紛まぎれもない果須田裕杜の声だった。

『一人しかいない王は、決して彼を見ることはできない。騎き士したちは、たまに見かけるだろう。農夫は毎日のように彼を見る。王は彼に会いたくて騎士や農夫に命令するが、王は決して会うことはかなわない。王を悲しみに沈しずませる彼とは、いったい誰なのだろう？』

　詠うたうような果須田裕杜の音声が途と切ぎれ、再び雑音が走る。

『再生終了。もう一度、再生しますか？』

「……ノー」

　エントリーリングに向かって言う。

『トラップ・プログラムが発動。これより三分以内に解答を提てい示じしてください』

　周囲を警けい戒かいしつつ、思案する。

　王は決して見かけず、騎士はたまに見かける。農夫は毎日のように見る……それなのに、騎士や農夫に命令しても会うことができない。物じゃあないのか？　となると問題通り、誰か特定の人間のことを指しているのか？

　考えている間にも、時間は過ぎていく。

「ここはとりあえず問題を解くことに集中したほうがいいな」

　祥がそう呟いて息を吐はいた直後、

『マスターに他のプレイヤーが接近！　マスターに他のプレイヤーが接近！』

　ＯＳの警告が耳を打った。

　はっとして顔を上げた祥の鼻先に、銀光を放つロッドが迫せまっていた。

「……！」

　奇き蹟せき的に攻撃をよけた祥の目前に、サラがいた。ロッドを投げて不意打ちを狙ねらったのだろう。

　壁かべにあたって跳はね返ったロッドは地面を転がり、サラの足元でとまる。

「貴方あなたの反射速度、身体能力は驚きよう愕がくに値あたいします。しかし知力は私たちに遠く及およばない。本来それを補うはずのパートナーもいない」

　重量のあるロッドを拾いながら、〝ノヴァ〟が淡たん々たんと言う。

「それが、貴方の敗因です」

　黒髪をなびかせ、サラが駆かけた。間合いを詰つめたサラによるロッド攻撃が祥を襲おそう。

　祥はかろうじて身をかわす。

〝Ｇ・ＨＥＡＲＴ〟プログラムが影えい響きようを失うまで、まだ時間が残っている。祥からの攻撃はいぜんとして禁じられたままだ。

　サラが立て続けにロッドを振ふるう。

　祥は少しずつ追いつめられ、ついに避さけきれず肩かたに一撃をくらってしまった。

　転てん倒とうこそ免まぬかれたものの、建物の壁に叩たたきつけられる。さらに脇わき腹ばらを殴なぐられ、数メートルも吹ふっ飛ばされる。

「げほっ！　げほっ！」

『制限時間は残り二分間です。制限時間は残り二分間です』

　ＯＳの声を聞き、祥はこちらに向かって歩み寄るサラを睨にらむ。

　今は〝ノヴァ〟本人よりも、トラップ・プログラムをどうにかしなくてはならない。

　悔くやしさに奥歯を嚙かみつつ、またサラに背を向けて走り出す。

　くそ、あの女、すました顔しやがって！　いや、今はとにかく問題を解くことが先だ。ええと、なんだっけ？　王様は会えないのに、騎士はたまに見かける。農夫は毎日のように会うことができる……ただでさえ本人相手に手こずってるってのに、余計なことしやがって！　いや、今はそんなことを考えてる場合じゃ……。

　頭は混乱していく一方だ。

『残り、三十秒です。カウントダウンを開始します。二十九……二十八……』

　視界の開けた空き地で、祥は足を止めた。

　──これでよかったんじゃないか？

　不意に、誰だれかが頭の奥で囁ささやいた。

　祥がここでゲームオーバーになれば、パートナーに登録されてしまっている同級生に危険が及ぶことはない。それどころか仮にこの状じよう況きようを抜ぬけ出せたところで、鈴藤小槙がゲームの参加に同意してくれる可能性は薄うすい。同意してくれた場合も、鈴藤小槙を守りながら〝ゼロ〟やサラのような強敵と戦うのも困難を極きわめるだろう。

　サラの言う通りだ。このゲーム、ルール・オブ・ザ・ルールは一人で勝利することはできないのである。

『ナイン、エイト……』

　祥は、拳こぶしを握にぎり締める。

　イヤホンから、ついに高い電子音が響ひびいた。

　祥の頭が真っ白に染まる。

　だが、次に耳に入ったＯＳの台詞せりふは、まるで予想していなかった内容だった。

『セカンドマスターによる音声を認にん識しき。指定されている三つのキーワードが全てヒット。解答として認められました。トラップ・プログラムが破は壊かいされます。マスターの端たん末まつがトラップの影響から回復しました』

「な……？」

　なにが起こったのか、すぐには理解できなかった。

　言葉を失っている祥の耳に、ＯＳの声が飛び込む。

『セカンドマスターからマスターへ通信。マスターのワイヤレスホンの回線を開きます』

　直後に聞こえた声は、さらに祥を驚愕させた。

　緊きん張ちよう感のない、のんびりとした声が鼓こ膜まくを震ふるわせる。

『えーと、これで春野くんと喋しやべれるようなったんかな。あ、でもあたしはイヤホンを持ってへんから、こっちの声が一方的に春野くんに聞こえてる状態や。うん、たぶんそうや』

　メジャーリーグのホームラン王に金属バットで頰ほおを殴られた心境だった。

「鈴藤さん！」

　思わず耳に手をあて、叫さけぶ。

「ど、どうして鈴藤さんが……え？」

　混乱する祥をよそに、鈴藤小槙は続ける。

『あのな。端末の画面にナゾナゾが書かれとったからとりあえず答えてみてんけど、よかったんやろか。王さまは決して会えへんとかいうやつ。答えは、自分と同じか自分以上の存在や。一つの国に王さまは一人しかおれへんからな。騎き士しとか農夫はいっぱいおるやろけど』

「端末……端末だって？」

　なんで鈴藤さんが端末を持っているんだ？

　端末は祥自身の手で、森林公園のゴミ箱の中へ隠かくしたはずだ。それがどうして、あの同級生の手に渡わたっているのだろう？

　祥の疑問を見み越こしたのか、鈴藤小槙が言う。

『午前中に会うた時、春野くん、森林公園に行く言うてはったやろ。それでついさっき、森林公園に到とう着ちやくしてん。そしたら警察の人とか色んな人が防御人デイフエンダーがどうの言うてるやん。しかも聞いてみたら、追われてた人の外見が春野くんとそっくりみたいやし。ということは春野くんはあたしの動きが分からへん以上、端末をどこかに隠して逃にげるしかあらへん。どこに隠したかは、なんとなくピンときてん。手当たり次し第だいにゴミ箱さがしてついに発見してん。変な目で見られたわ。警察の人に不ふ審しん尋じん問もんもされたわ。なんであたしがこないな目に遭あうねん。ひどいわ、春野くん』

　喋っているうちに腹が立ってきたのか、口調はともかく内容に愚ぐ痴ちが混じっていく。

　一方の祥は、まだ今の状況が信じられずにいた。

『ゲームオーバーになってへんいうことは、まだなんとか生きてるんやろか？　さっき、〝ノヴァ〟いうコードネームの人のプロフィールが映ってたわ。この人、三つ目のルールを決めた人やんな？　プレイヤーどうしで戦う気たっぷりだった人や。それにしてもまだプログラムが一個しかないってのも、がっかりや。春野くんも意外とふがいない……ごほ、ごほん。ううん、そないなことちっとも思ってへんで？　とにかく生きてはるなら反応してくれへんかな』

「……〝プログラム〟」

　反射的に、エントリーリングに向かって話しかけていた。

『プログラムメニューを展開します。実行するプログラムを選せん択たくしてください』

「キャンセル」

『命令があるまで待機します』

　すぐに鈴藤小槙からの返答があった。

『まだ逃げてる途と中ちゆうなん？　イエスならプログラム、ノーならホームのメニューを選んで欲しいねんけど』

「〝プログラム〟」

『プログラムメニューを展開します。実行するプログラムを選択してください』

「キャンセル」

『命令があるまで待機します』

　一いつ瞬しゆんの間を置き、小槙が唐とう突とつに言う。

『ひょっとして、ギブ』

「おい！」

『……言うたらあかんやってんな。ひょっとして、降参しようとか思ってはる？　パートナーのあたしのこと心配したりしてはる？』

　いきなり核かく心しんをつかれ、祥は絶句する。

　しばし考え、祥は「プログラム」と呟つぶやいた。すぐにメニューをキャンセルする。

『かなり間があったんが気になるけど……うん。たぶん、せやろ思ててん。春野くんは意地悪やけど、悪い人では……たぶん、ひょっとして、もしかしたらない思たから。て言うか、心配してへんかったら人でなしや。その時点でギブ』

「おい」

『降参したったわ』

　寿じゆ命みようが縮まる。この奇き妙みような少女の話は、とにかく聞いていて心臓に悪い。

　こちらの心情などよそに、少女が続ける。

『あのな。ここからは、ちょっとだけ話を聞いてほしいねん。春野くんもいちいち返事してる場合やあらへん思うし。でも、なにかあったら言うてな？』

　ようやく、事態がのみ込めてくる。

　はからずも祥のパートナーとして登録してしまった同級生の少女、鈴藤小槙は自分がゲームに参加していると知り祥を捜さがしていたようだ。それも、意外にも的確な判断をしている上に、トラッププログラムから祥を救い出してくれるというオマケつきだ。

　幸い、今は周囲に人の気配はない。祥はとりあえず同級生の少女の言うことに耳を傾かたむけることにする。

『もとはといえば、あたしが勝手に春野くんの持ち物をいじったんが悪かったんや。ごめんな。春野くんはきっとすごい人やねんな。裕くんのゲームに参加してるくらいや』

「……」

　果須田裕杜のゲームには、正式に招待されたわけではない。招待客から強ごう引いんに端末を奪うばったのだ。チェスに勝利して。

『あのな、春野くんにちょっと訊ききたいことがあんねん』

　鈴藤小槙の声はなぜか、聞いていて心地ここちが良い。そのことに気づいているのは、クラスの中でおそらく祥一人だけだろう。

『春野くんはどうしてこないなゲームに参加したんやろ』

　どくん、と心臓が高鳴った。

『きっと春野くんなりの理由があるんやろな。殺されてまうかもしれへんのにギブ……降参せえへんもんな。それとも、理由なんかないんやろか。春野くんならあり得るわ。ちゃんと話したことはあまりないけど、なんとなくそんな感じがするわ』

「どんな感じだよ。失礼だな」

『他ほかにもたくさんゲームを続けてる人がおるみたいやな。どうしてみんな、そこまでしてこないなゲームを続けよるんやろ？　お金が欲しいんやろか。それとも他に何か欲しいものがあるんやろか。こないに危ない目に遭ってまで欲しいものなんかな？　他の方法では手に入らないものなんかな？』

　話が脱だつ線せんしている、と祥は思った。しかし、止めようとは思わなかった。

「みんな意地っ張りなんだろ」

　自然と口から呟きが漏もれる。

『それとも、みんなごっつい意地っ張りなんやろか』

　少女の声が、まるで見み透すかしたように言う。

『今な、祇園寺くんていう人といっしょにいんねん。祇園寺くんもそうや。ごっつ怖こわがっとるのに降参せえへんねん。お父さんが言うてたわ。本能はみんな生命存続に向かう指向性に基づいとるんやって。だとしたら、意地っていったいなんやねん。生きるための感情とちゃうなら、いったいなんのためにあんねん。どうしてそんな得え体たいの知れないもんが、他の感情よりも優先されるんやろ』

　鈴藤さんは疑問ばっかりだな、と苦く笑しようする。

　問いに対する祥なりの回答は、胸の内に確かにあった。だが、こちらからの言葉が届かない現時点では、意味がない。

『きっと命よりも大事なものを守るためなんやろな。他の色んな感情とか本能とかいうのんがみんな命を守ろうとする中、意地だけが必死にその何かを守ろうとしてんねんな。だとしたら、他の感情は意地のことを馬ば鹿かにしとる思うわ。死んだら何もかも終わりやもん。意地っ張りは大馬鹿や』

　少女はそこで言葉を句切り、はっきりとした口調で言った。

『春野くんは、なんのために意地を張っとるのん？』

　祥は何も答えなかった。

　ただ、まぶたを閉じた。

　ここで言ったところで、鈴藤小槙には届かない。誰だれも聞いていないと分かっていて呟くほどの意味があるとも思わなかった。

『春野くんに答えを聞くまで、あたしはギブ……降参せえへんて決めたわ』

　意外な言葉だった。イヤホンから『え？　小槙ちゃん──』という声がかすかに聞こえたような気がした。

　鈴藤小槙はマイペースに続ける。

『春野くんが気にすることあらへんよ。いちど気になったらどうしようもあらへんねん。正直、あたしは別に怖い思てへんし。防御人デイフエンダーいう人が来たって、逃にげればええんやろ？　ダメそうやったらすぐにギブ……降参するから安心して。あたし痛いのキライやし、〝ドッジソン〟のメニューを制せい覇はせえへんうちは死ねへんし』

「いったいどこからそんな自信が……ああくそ、もう来やがった」

　顔を上げた視界の向こうに、見慣れた人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　眼鏡めがねをかけた端たん整せいな顔立ちと、手に持つ三十センチほどの長さの凶きよう器きがアンバランスな白人女性だ。〝ノヴァ〟のコードネームでこのゲームに参加しているＭＩＴの天才、サラ・マクラフランである。

『せやから、春野くんも好きなように──ええわ。あたしも──に久しぶりに会い──』

　イヤホンから伝わる音声に、激しいノイズが混じる。

　サラにロッドで頭を殴なぐられた時、イヤホンもダメージを受けていたのかもしれない。雑音は次し第だいに大きくなっていく。

『それに──ここで降参──またイジめはるやろ？』

　祥はにやりと笑った。小槙の言いたいことはなんとなく分かった。

「プログラム。キャンセル」

　反応はすぐに返ってきた。

『あわわ、やっぱりそう──野くん、怒おこってはるわ。がんばるわ──』

　その言葉を最後に、ついに音声が途と絶だえた。

　サラと睨にらみ合いながら、祥はポケットからもう一つのイヤホンを取り出した。

　壊こわれたイヤホンを耳からはずし、かわりにパートナー用のそれを装着する。

『マスターのワイヤレスホンが受信不能に陥おちいりました。原因は不明です。以後、セカンドマスターからマスターに対する通信に支障をきたすおそれがあります』

　セカンドマスターの受信機であるため、端たん末まつの音声は聞くことができても本来の所有者である鈴藤小槙自身の音声は聞こえない。

　だが、それでじゅうぶんだ。

　迷いは、跡あと形かたもなく消え去っていた。

　頼たよりになる（と信じたい）パートナーがやる気になっているのだ。それに〝祇園寺くん〟とやらがそばにいるとも言っていた。最初に出会った防御人を一いつ瞬しゆんで撃げき破はしたところを見ると、腕うでが立つ人物なのだろう。

　足あし枷かせが新たな力となった今、祥は深呼吸し高まっていく意識に集中する。

「やっと〝来た〟か。これも鈴藤さんのおかげかな」

　呟つぶやくと同時に、祥の思考が急激に興奮状態に陥っていく。

　祥の思考パターンが、急激に変へん貌ぼうを遂とげていく。混こん沌とんに満ちていたアナログ空間が、ゼロタイムで電子交こう換かんを行うデジタル空間へと変わる。一瞬の場面の情報処理能力を高めるため、音と色覚が祥の感覚から排はい除じよされる。

　サラのこれまでの行動パターン、運動能力、地形、祥自身の能力といった情報が演算処理を経て、一本の道筋を形成していく。

『マスターに対し〝Ｇ・ＨＥＡＲＴ〟が実行されてから三十分が経過しました。〝Ｇ・ＨＥＡＲＴ〟プログラムの効果が解消されます！』

　祥のＯＳが告げる。

　サラの耳にはめたイヤホンにも同様の情報が伝わったはずだ。だが当のサラは機械のように冷れい淡たんな表情を崩くずさない。

「貴方あなたがゲームに参加した目的はなんですか？　自分の命よりも大事な目的ですか？」

　サラが唐とう突とつに訊きいた。

　祥は自らの思考が加速していくのを感じながら、真しん剣けんな表情で答える。

「その問いかけは、すでに果須田裕杜がした。答えが決まってるから、ここにいる」

「分かりました」

　頷うなずいたサラの瞳ひとみが、深しん紅くに染まっていく。

「貴方を完全に破は壊かいします。そうしないかぎり貴方のベクトルは消えないことが分かりました。私にも、貴方を殺してでも手に入れたいものがある」

〝ノヴァ〟が地面を蹴けった。

　祥は動かない。

　さきほど鈴藤小槙、いや、小槙が解いたなぞなぞを思い出す。

　一つの国では、王は自分以上の存在に会うことはできない。どうしても会いたいのに、王はどうすることもできない。

　果須田裕杜が言っていた。自分は人類のキングだと。

　──だったら、俺が必ず目の前に行ってやる！

　祥が双そう眸ぼうを見開く。茶色がかった瞳が、少しずつ赤く変色していく。

〝ノヴァ〟が祥の喉のどを狙ねらってロッドを突つき出す。

　変貌した視界の中、凍こおりついたように〝ノヴァ〟の動きが静止する。ロッドによる攻こう撃げきの軌き道どうを予測し、回かい避ひするための動きがノータイムで導き出される。

　再び時間の流れが戻もどった時、祥はわずかに頭を動かしただけでサラのロッドをかわしていた。

「……！」

　サラの表情に一瞬、驚きよう愕がくの色が走る。が、すぐに元の冷静さを取り戻した〝ノヴァ〟が立て続けに打撃を浴びせてくる。

　祥はそれらをことごとく最低限の動きでかわしていく。完全に避よけきれなかったロッドが、祥の肌はだに裂れつ傷しようを刻んでいく。祥の首、腕、腹に血が滲にじんでいく。少しずつ祥が建物の壁かべのほうへと追い込まれていく。

「言ったでしょう……貴方のベクトルはとても分かりやすいと！」

　一方的なサラの攻撃が続く。今の祥は、体力を激しく消しよう耗もうしている。じきに避けきれなくなることは明らかだが、それでも祥は攻撃を避け続ける。サラがいかに次の行動を予測しようと、腕わん力りよくは女性のそれである。攻撃があたるギリギリまで引きつけて避ければ、重量のあるロッドを簡単に軌道修正することはできない。

　間近で激しく動く二人の、赤い瞳が交こう錯さくする。

　サラは、確かに強い。

　しかし弱点はある。祥の加速した思考は、眼前の〝ノヴァ〟を倒たおすことができる唯ゆい一いつの道をすでに見み出いだしていた。

　ドン、と祥の背中が硬かたい感かん触しよくに当たる。

　ついに壁かべ際ぎわに追いつめられたのだ。

「さようなら、ハルノ・サチ！」

　サラが祥に向かって勢いよくロッドを振ふり下ろした。
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　金属の棒が強打する音が、路地裏に響ひびき渡わたる。

　乾かわいたコンクリートの地面に、赤い血の雫しずくが滴したたり落ちる。

　時間が停とまったかのように静まり返った路地に、地面を血が染めるかすかな音だけが伝わる。

「……あんた、はじめてなんだろ？」

　静せい寂じやくを破ったのは、祥の静かな一言だった。

「そんなに長時間、超飛躍ウルトラ・ジヤンプを使い続けたのは」

　祥は、まっすぐに〝ノヴァ〟を見つめる。

〝ノヴァ〟の持つロッドは、祥の頭すれすれで壁へき面めんを打っていた。

　攻撃をした姿勢のままで、サラ・マクラフランの両りよう眼めから血の筋が流れていた。

「なっ……」

　サラが顔を歪ゆがめ、祥と距きよ離りを置く。頭を押さえ、苦く悶もんの表情を浮うかべる。

　自分の身に何が起こったのか理解できていないのだろう。よろめくサラの顔から、眼鏡めがねが地面に落ちる。

「わ、私に何を……！　私に何をしたのです、ハルノ・サチ……！」

　ロッドを持たないほうの手で顔を押さえながら、サラがこちらを睨にらみつける。

　祥はサラに向かってゆっくり歩み寄っていく。

「俺は何もしてない。あんたのベクトルとやらを〝見る〟ことができる能力は、あんた自身が思ってる以上に危険な力だってことだよ」

「な、何を言って……うっ！」

「降参しろよ。そんな状態になった以上、あんたはもう戦えない」

　歩み寄りながら、祥が言う。すでに祥の瞳ひとみの色は、元の茶色へと戻っている。

「……」

〝ノヴァ〟の顔から、苦痛の表情が消える。

　血は止まったようだが、眼鏡を失った瞳は充じゆう血けつし、まぶたを開くのもやっとの状態のはずだ。だがサラは機械のような無表情で、祥に向かってロッドを構える。〝LOVE &amp; PEACE〟という文字の書かれたシャツが、自らの血で真っ赤に染まっていた。

〝ノヴァ〟の無言の回答を受け、祥もまた静かに身構える。

「余計なお世話だろうけど、あんたの性格とそのシャツ。ぜんぜん合ってないぜ」

「私なりのジョークのつもりですが、何か？」

「……センスあるよ、あんた」

「よく言われます」

〝ノヴァ〟の瞳が赤く染まっていく。だが先ほどまでのような燃えるような色は失っていた。地面を蹴る脚あしも力を感じない。

　振り下ろされたロッドを、祥は片手で受け流す。そのまま腕うでを摑つかみ、背後の壁に向かって〝ノヴァ〟を力任せに投げつける。

「うっ！」

　背中から壁に衝しよう突とつし、〝ノヴァ〟の動きが止まる。

　祥は躊躇ためらうことなく体をひねり、壁に磔はりつけにされた〝ノヴァ〟めがけてソバットを放った。

　祥の靴くつが、ロッドを持つサラの左手を打つ。

　手首に巻いたエントリーリングが火花を放ち、破は壊かいされる。

「あっ……」

〝ノヴァ〟が一いつ瞬しゆんだけ小さな声を漏もらし、崩くずれ落ちるように地面に跪ひざまずく。

　直後、祥の耳元にＯＳの音声が伝わる。

『隣りん接せつするプレイヤーのエントリーリングが破壊されました。〝ＨＯＭＥ〟は同プレイヤーのゲーム続行を不可能と判断しました。ゲーム・オーバー。隣接するプレイヤーがゲーム・オーバーになりました』

〝ノヴァ〟──いや、サラ・マクラフランは地面の上でうなだれ、激しい息をついていた。祥の攻こう撃げきよりも、疲ひ労ろうと頭痛にかろうじて耐たえている状態なのだろう。

　サラが、顔を上げた。全身傷だらけになりながらも悠ゆう然ぜんと立つ祥を、充血した目で見上げる。何か言いたげに口を開きかけるが、諦あきらめたように唇くちびるを嚙かむ。

「私の……思いが……足りなかったのでしょうか……」

　サラの口からこぼれた声は、ようやく聞き取れるほどひどく掠かすれていた。祥に向かって言っているのではない、独り言のような口調である。

「私たちが進行している研究……それが壁かべにぶつかり、私たちの力では解決は不可能だと判断しました……でも私はどうしても研究を完成させたかった……だから私は果須田裕杜に会い、打開策を訊たずねようと思った……彼なら……きっと……それなのに私は……」

　サラの声が、次第に小さくなっていく。腕を押さえるサラの体が傾かたむいていき、とうとう地面に倒たおれ臥ふしてしまう。完全に意識を失ってしまったようだ。

〝ノヴァ〟──ＭＩＴの天才、サラ・マクラフランの脱だつ落らくである。

「不可能じゃないさ」

　気絶した女性に向かって、祥は荒あらい息をつきながら言った。

「あんたの執しゆう念ねん深さがあれば、きっとまだなんとかなる」

　祥もまた力尽つき、地面の上に膝ひざをつく。

　なんとか生き残ったはいいが、体力を消しよう耗もうしすぎてしまった。しばらく休きゆう憩けいすれば回復するだろうが、今は立ち上がることさえできない。

　──そういや、まだ一つもプログラムを手に入れてなかったな。つっても、こんな状態で防御人デイフエンダーと鉢はち合あわせしたら簡単にやられちまうか……。

　心中で愚ぐ痴ちをこぼした直後、ＯＳが慌あわてた声で警告した。

『マスターに防御人が接近！　マスターに防御人が接近！　防御人のコードネームは〝セヴンティー〟！　ただちに逃とう亡ぼう、もしくは戦せん闘とうの準備に入ってください！』

　祥は背後に人の気配を感じ、振ふり返る。

　迷めい彩さい服ふくの男が立っていた。

　格かく闘とう技ぎのエキスパートだと一目で分かる引き締しまった筋肉に、金色の髪かみ。北ほく欧おう系の男だ。大きなゴーグルで顔の半分以上を覆おおい隠かくしている。太い首からは、青い光を点てん滅めつさせるネックレスを装備していた。

「……ウソだろ、おい」

　祥は、掠れた声で呻うめいた。

　第一ステージの残り時間は少ない。そういう意味では防御人との戦闘は望むところだが、〝ノヴァ〟にやられたダメージはまだ回復してはいなかった。

〝セヴンティー〟が祥に向かってくる──と思いきや、祥は目前にいる敵の様子がおかしいことに気がついた。

　防御人は息を荒げ、切せつ迫ぱくした形相をしていた。落ち着きなく周囲を見回している。

『〝セヴンティー〟を対象に他のプレイヤーによるプログラムが実行されました！』

　唐とう突とつに、ＯＳが言う。

　同時に目の前の防御人が、ビクリ、と顔を強こわ張ばらせる。

『〝Ｑ＆Ａ〟プログラム発動！　〝クエスチョンズ＆アンガーズ〟は、実行者と対象者がコンピュータの出す問題によって対決するプログラムです。全五問の問いのうち、先に答えることのできた数に10をかけた秒数だけ相手の行動を封ふうじることができます！　〝セヴンティー〟と他のプレイヤーの対決が始まります！』

　状じよう況きようが理解できず、祥は戸と惑まどう。

　──いったい、なにがどうなってんだ？

　祥は周りを見回すが、祥以外の人ひと影かげはどこにも見あたらない。

　困こん惑わくする祥の前で、〝セヴンティー〟が口を開こうとした。

　しかし──。

『第一問！　……他のプレイヤーが先に解答しました！　第二問！　……他のプレイヤーが先に解答しました！　第三問！　……他のプレイヤーが先に解答しました！　第四問！　……他のプレイヤーが先に解答しました！　最終問題！　……他のプレイヤーが先に解答しました！』

〝セヴンティー〟が呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　どのような問題が出されているかは分からないが、全すべての問題において未知のプレイヤーが先に解答したようだ。それもほとんどノータイムによる解答である。

『他のプレイヤーが五問全ての問題を解答しました！　〝セヴンティー〟が五十秒間、全プログラムの使用と一いつ切さいの行動を凍とう結けつされます！』

　奇き妙みような沈ちん黙もくが漂ただよう。

「……」

　しばし祥は奇妙な現在の状況を見守っていたが、何も変化がない。路地の真ん中に人形のように立ち尽くしているだけだ。

　祥は少し考え、立ち上がった。

　ふらつきながらも〝セヴンティー〟に近づき、首のネックレスに向かって手を伸のばす。

「……ｓｈｉｔ！」

　顔を歪ゆがめる防御人のネックレスを、力まかせに引きちぎる。

『ＨＯＭＥが〝セヴンティー〟のエントリーリングの破損を確かく認にんしました。マスターが〝セヴンティー〟を撃破しました！』

「おいおい、いいのか、これ？」

　壊こわれたネックレスを手にした祥に対し、〝セヴンティー〟が怒いかりの表情を浮うかべて歩み寄ってくる。ゲームオーバーになったとはいえ、やはり気が収まらなかったのだろう。

「ち、ちょっと待てよ。いや待てって」

　後あと退ずさる祥に向かって、〝セヴンティー〟が手を伸ばす。

『マスターに他のプレイヤーが接近！　マスターに他のプレイヤーが接近！』

　ＯＳの声が響ひびいた。

　直後、防御人の背後から低い声が上がる。

「おれの獲え物ものを横取りするとは、良い度胸だな」

〝セヴンティー〟がピタリと動きを止める。

「ここまで三つもプログラムを使って追いつめたのに、大損だ。さて、お前はこの責任をどう取ってくれるんだろうな？」

　防御人が舌打ちし、逃にげるように路地の向こうへと走り去っていく。

　姿を消した防御人のかわりに現れたのは、長身の男だった。

　折り目のついた薄うす手でのスーツに身を包んでいるが、白いシャツの胸むな元もとは大きく開いている。整せい髪はつ料を使っているのか、短めの髪は前まえ髪がみを含ふくめて風に煽あおられたようにバックに逆立っている。

　男は煙草たばこをくわえながら、薄く開いた目を静かにこちらに向けていた。

『マスターは新プログラムを入手しました。手に入れたプログラムは、〝Ｓ・ＢＵＬＬＥＴ〟。他のキャラクターが防御型プログラムを実行した時のみ使用可能で、効果は実行されたプログラムの影えい響きようを──』

　スーツ姿の男と向かい合う祥の耳に、ＯＳの事務的な声が喋しやべり続けていた。
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『マスターに他のプレイヤーが接近！　プロフィールを表示します』

　小槙が持つ端たん末まつの液えき晶しよう画面に、文字列が浮かんだ。





　　ｎａｍｅ　安あ住ずみ蔵人くらんど

　　ａｇｅ　　25

　　ｐｒｏｆ　ＳＥＣＲＥＴ

　　ｃｏｄｅ　スカビオサ






　森林公園の中央、噴ふん水すい広場のベンチに小槙は座っていた。

　プログラムを入手したとの報告に続き、現在の情報が端末上に映し出されたのだ。

　先ほどからのＯＳの声を聞いているかぎり、春野祥が遭そう遇ぐうした人物、安住蔵人はよほど頭が切れるようだ。おそらく格かく闘とう戦よりも頭脳プレーを得意とするタイプなのだろう。

「超飛躍ウルトラ・ジヤンプ？」

　となりに座る青い髪かみの少年が、首を傾かしげた。

　祇園寺新汰。前世紀の偉い産さんと言われる数学者、祇園寺蓮の孫である。森林公園に来るまで小槙を守ってくれた人物でもあり、ここに到とう着ちやくするまでに合計で四人の防御人デイフエンダーを戦せん闘とう不能に陥おとしいれたテコンドーの達人でもある。

　小槙は、ぼんやりと公園の風景を眺ながめた。

　走り回る警察官に、テレビ局のスタッフらしき人々が情報を求めてつきまとっている。

「興奮物質の異常分ぶん泌ぴつによって、脳の活動が一時的に活性化する現象や。超飛躍によって引き起こされる思考パターンの変化には個人差があって、得られる能力は人それぞれなんやって。祇園寺くんは人の表情や動きから、相手の心理状態が把は握あくできるんやね」

「確かに時々、怖こわいくらいに相手のことが分かることはあるよ。でも、まさかそんな特別な力だとは思わなかったな」

「おとぎ話や」

「え？」

　新汰が驚おどろいたようにこちらを見た。

　小槙は、膝ひざの上にのせた小さな端末を見下ろす。

「実際に存在が証明された生理現象やあらへん。証明されなければ、ただの絵空事や。空想家の、果須田厚志という決して認められなかった超ちよう心理学者のただの妄もう想そうにすぎへん」

「果須田厚志……果須田裕杜の父親か！」

　小槙は頷うなずいた。

「寂さびしい人やったわ。味方は一人もおらへんかった。超飛躍は人類の進化を促うながすきっかけだと死ぬまで言い張ってはった。唯ゆい一いつ、あたしのお父さんがちょっぴり仲が良かっただけや。自分の説だけを見て、ほんの近くにある事実に気づくこともできひんかった。きっと最後まで一人やったんやろな」

「じゃあ、もしかして果須田裕杜は父親の説を認めさせるためにこんなゲームを……」

　新汰の言葉を、小槙はすぐに否定する。

「有りえへん。果須田厚志と果須田裕杜とでは、まるでレベルが違ちがいすぎるわ。裕くんは何も言わへんかったけど、一度もお父さんを対等の存在として見たことはなかったやろな。せやから、果須田厚志は寂しいねん。空想に夢中になるばかりで、息子の裕くんの本質に気づくことができひんかった」

　新汰は無言で小槙の言うことを聞いていた。

「明葉さんも、同じや。もし裕くんと同じレベルの人間がもしいるとしたら、それはきっと明葉さんだけや。あの人は、静かな果須田裕杜や。何も言わず何も生まず、ただ微笑ほほえむだけの果須田裕杜や」

「明葉さん？　誰だれだい、それ」

「裕くんの二歳違いのお姉さん」

「そんな人がいるなんて、初耳だな」

「もうおらへん。病気で死んでもうた。あたしは大好きやってんけどなあ」

　小槙が言い終えると同時に、端末のディスプレイに果須田裕杜が映し出された。

　指定時間がやってきたのだ。

『わずかばかりの時が経ちました。今この時をもってファースト・ゲームを終しゆう了りようします』

　新汰がため息にも似た吐と息いきを漏もらした。

「なんとか第一ステージをクリアできたね。最初はどうなることかと思ったけど」

「祇園寺くんのおかげや。おおきに」

「お互たがい様だよ。キミがそばにいてくれたから、オレも頑がん張ばれた」

　穏おん和わに微笑む少年は、とても何人もの防御人を圧あつ倒とうした人物とは思えない。学校ではきっと女の子に大人気なんやろな、とぼんやり考える。

　画面上で果須田裕杜が微笑を浮うかべる。

『生き残ったプレイヤーと防御人は行動をやめ、その場に待機してください。これよりセカンド・ゲーム開始まであらゆる行動を禁じます。これよりセカンド・ゲームの説明を始めます』

　新汰がこちらに身を寄せ、小槙の端末を覗のぞき込んでくる。

「新汰くん、端末持ってへんの？」

「腰こしのバッグの中にあるよ。でも必要以上に端末を出して目立ったら面めん倒どうだ。最悪、警察官に拘こう束そくされるかもしれない」

「だったらもっとこっちにくっついたほうがええよ。そこからだと見えにくいやろ」

「う、うん」

『セカンド・ゲームにおけるクリア条件は、指定時間内に潮天シーサイドパークにたどり着くこと。僕から提てい示じするルールはたった一つ、それだけです』

　潮天シーサイドパーク。

　海水浴場に隣りん接せつしたアミューズメント施し設せつ、いわゆる遊園地である。広大な面積を持つ潮天市の名所の一つだ。天才、果須田裕杜が全すべてのアトラクションをプロデュースしたことでも知られている。

　果須田裕杜の言葉を聞くなり、新汰が色めき立った。

「そんなの、不公平じゃないか！　だったら今、シーサイドパークの近くにいるヤツが有利に決まってる。なかにはもう遊園地の中にいるヤツだっているかもしれない！」

「もっと不公平になるかもしれへんよ」

　小槙は言った。

「これから決めるルール次し第だいや」

　一呼吸の間を置き、果須田裕杜は口を開く。

『セカンド・ゲームにおける新たなルールを決めるプレイヤーの数は、ファースト・ゲームと同様に三名です。コンピュータによる選出を開始します。……終了しました。第一のルールを決定するのは〝アシュタロト〟、あなたです。回線を開きます』

　雑音としばしの沈ちん黙もくを置き、画面に逆さにぶら下げられた操あやつり人形のＣＧが現れた。楕だ円えん形のボールを組み合わせたような体を、カタカタと不気味に揺ゆらしながら喋しやべる。

『あー、あー、聞こえてる？　オーケイ？　うん、ちょっと待ってね。えーと、そうだなあ、なんにしよう』

　聞こえてきたのは、落ち着きのない高い声だった。変声期前の子供なのか、もともとそういう声色なのかは分からない。

「子供だ。オレたちよりもっと若い」

　新汰が断言する。新汰を見ると、微睡まどろむように薄うすく開いた瞳ひとみが赤く染まっていた。

　超飛躍ウルトラ・ジヤンプの兆ちよう候こうだ。異常なまでに分ぶん泌ぴつされた興奮物質が、視覚神経を含ふくめるあらゆる神経の血流を速めるのである。……と、今は亡き果須田厚志の論文には記き載さいされていた。

「日本人じゃない。それに声からすると、身体機能はむしろ一いつ般ぱん人じんよりも劣おとってるみたいだ。車くるま椅い子すに乗ってるのかもしれない。それに喋り方を聞くと、精神的にも何らかの障害を持っている可能性がある」

「代だい償しよう天才かもしれへんな」

　代償天才。身体の機能を一部失った人間が、それを補うかのように他の一部分の能力を突とつ出しゆつさせることである。

「こんな子供まで参加してるなんて」

　新汰は衝しよう撃げきを受けたようだ。子供のプレイヤーに同情しているのか、それともそんなゲームを行う果須田裕杜に怒いかりを感じているのかは分からない。

『マップに、潮天ドライバーズ・ブリッジという大きな橋があるよね。そこを中ちゆう継けい地点にしよう。つまり、プレイヤーはまずそこを通過すること。これで橋から遊園地の距きよ離りは皆みなに加算されるわけだ。公平だろ？』

『ルールを認めます。それでは、第二のルールを決定するプレイヤーを選出します』

「なにが公平なもんか！　橋の近くにいる自分が最短距離を確保しただけじゃないか！」

　憤ふん慨がいする新汰に、小槙は上の空で同意する。

「おまけに一本道の橋となると、防御人デイフエンダーの格好の餌え食じきや。自分以外のプレイヤーと防御人をみんなまとめて相討ちさせるつもりやな。子供とは思えへんえげつないルールや。親の顔が見てみたいわ」

『第二のルールを決定するプレイヤーが選出されました』

　果須田裕杜が、あいかわらず落ち着いた口調で言う。

『〝イチゴ〟。第二のルールを呈示してください。回線を開きます』

　小槙と新汰は顔を見合わせた。

『セカンドマスターがルール決定者に選出されました。キングとの回戦を開きます』

　ディスプレイ上の果須田裕杜のとなりに映ったのは、紛まぎれもない女魔ま法ほう使つかいのＣＧだった。杖つえをクルクルと楽しそうに回している。

　ぼんやりと画面を見つめていると、新汰が「キミだよ。はやく何か言わないと」と肘ひじでつついてくる。

「ああ、あたしか。困ったわ、何も考えてへんかったわ」

『ああ、あたしか。困ったわ、何も考えてへんかったわ』

　小槙が喋ると、自分の声が端たん末まつからも聞こえた。リアルタイムで自分の声を聞くというのは、思った以上に違い和わ感がある。

「ええと、とりあえず久しぶりやね、裕くん。おぼえてはるかな？　ヒマやったからちょっと邪じや魔まさせてもらっとるわ」

『ゲームに無関係な私語は控ひかえてください』

　全く特別な感情を感じさせない、微び笑しようさえ浮かべたままの果須田裕杜が忠告する。

「やっぱりおぼえてへんかなあ。昨日、あたしは怖こわい夢を見てん。裕くんは見いひんのやろな。ちょっと残念や」

『警告します。これ以上無意味な会話を続けるようならば、ルール決定権を剝はく奪だつします』

　となりから新汰が小声で囁ささやく。

「そんな……果須田裕杜の表情から、何も読むことができない。こんなことは初めてだ。本当に同じ人間なのか、この男は……？」

　恐きよう怖ふさえ感じさせる新汰の呟つぶやきを聞きながら、小槙は画面上の果須田裕杜を見た。

　電子移動によって構築された裕杜は、外見上は過去の少年よりも成長している。おそらく内面も、五年という月日が少年に何らかの変化を与あたえているのだろう。

　ならば、自分はどうだろう？

　疑問が浮うかぶ。今の自分は、五年前の自分とどこが違ちがうのだろう？

「そう言われても、あたしは特にこうしたいっていうルールがあらへんねん」

『それはルール決定権を放ほう棄きするということですか？』

「ううん。パートナーを替かえてほしいねん」

　新汰が目を見開いたのが分かった。

「こ、小槙ちゃん？」

「あ。あとの禍か根こんを避さけるために言っとくけど、パートナーに不満があるとか、パートナーと顔をあわせたくないとか、パートナーが怖いっていうわけやあらへんよ？」

「小槙ちゃん……」

『整理します。パートナーの変へん更こうはコンピュータによるランダムプログラムによって可能です。それでよろしいですか？』

「うん」

『しかし、現在のルールはセカンド・ゲームにおいてのみです。次のゲームに移ると同時にパートナーは元に戻もどらなければなりません。つまりプレイヤーは自分と新しいパートナー、さらに本来のパートナーがゴールした時点ではじめてクリアとみなされます』

「せやな。なんかややこしいけど』

『パートナーの交こう換かんは、二組のペアで互たがいのパートナーを交換します。一人のプレイヤーがゲームオーバーとなった時点で連れん鎖さ的に全すべてのプレイヤーがゲームオーバーになってしまうことを防ぐためです』

「大変や。避けるにこしたことはないわ」

　あくまで他人ひと事ごとのような態度の小槙を、新汰は宇宙人でも見るかのような視線で見つめている。

『ルールを認めます。では、最後のルールを決定するプレイヤーを選びます』

　果須田裕杜の冷静な声を聞きながら、小槙は小さく息を吐はいた。

「小槙ちゃん……本当にパートナーのことが嫌きらいなんだね」

　同情しているのか呆あきれているのか、新汰が嘆たん息そくする。

「これで公平や」

「え？」

「距きよ離りなんか関係あらへん。どのプレイヤーも自分のパートナーをさがすために走り回らなあかんもん」

　新汰が目を見張る。

『第三のルール決定者が決まりました。〝ポントリャーギン〟、あなただ。ファースト・ゲームに続き、またも貴方あなたが選ばれました』

「また爺じいちゃんが？」

　新汰が我に返ったように声を上げる。

　一いつ瞬しゆんの雑音の後、見覚えのある髭ひげを生やした隠いん者じやのＣＧが現れる。

『ふむ、有り得ない確率ではない。それだけプレイヤーの数が減ったのだろうな』

　低く嗄しやがれた、しかし威い圧あつ感のある声だ。

『ルールの提てい示じをお願いします』

『第一のルールと第二のルール、決定者のレヴェルの差が知れるな。愚おろか者と優すぐれた者を比べると、こうも悲しいものなのか。ならば儂わしはあくまで遊ゆう戯ぎとしてゲームを楽しむとしよう。歴史上、最も有名な数字の一つである円周率πパイ。それは神の数字とさえ呼ばれている。その理由を知っているかね？　果須田裕杜にこのような問いを投げかけることは無意味の極きわみだと思うがね』

　新汰が興奮した顔でこちらを見る。

「すごいよ、小槙ちゃん。爺ちゃんが誰だれかを褒ほめるなんて」

「あたしのこと言うてんの？」

　果須田裕杜が頷うなずく。

『３・１４１５９２６５……永遠に続く数字の中に、神の考えた旋せん律りつが隠かくされているという説ですね。それぞれの数字を音階のドから高音のレに置き換かえると、人間ではとても思いつかないコードが浮かび上がってくるという。この説が真実ならば、世界中に溢あふれるあらゆる円形をしたものが音楽を奏かなでていることになる』

『そう、数学者の歴史が手に入れた最高の旋律だ。どうだろう、我々もわずかばかりその旋律を追ってみようではないか。円周率π、そして音階を最も感動的な和声進行に置き換えたという部分、Ｃ、Ｄマイナー、Ｆマイナー、Ｇセヴンと続くこれら五つの文字を含ふくむ場所を探し出していくのだ。場所の固有名詞の定義はそちらに任せる。果須田裕杜ならば然しかるべき配はい慮りよを見せてくれると信じている』

「大だい胆たん不敵な人や」

　小槙は呟いた。

　表おもて舞ぶ台たいから去ったとはいえ、祇園寺蓮は紛まぎれもない最高の数学者だ。その人物が「儂を納なつ得とくさせるだけの結果を見せてみろ」と言っているのである。

「また爺ちゃんは余計なことを──」

　言葉の途と中ちゆうで、唐とう突とつに新汰は息を吞のんだ。

　画面上の果須田裕杜が笑えんだのだ。

　今までの穏おだやかな笑みとは異なり、はっきりと唇くちびるの端はしを歪ゆがませた笑みだ。

『ルールを認めます。マップ上の地形すべてに新たなプログラムを追加するため、多少の時間を要します。全てのルールを追加するため、十五分のインターバルを用意させていただきます。参加者の皆みなさんは、その場から動かずに休息をとってください。それでは、十五分後にまた会いましょう』

　端たん末まつの画面から、果須田裕杜が消える。

「それでもたった十五分でできるのか。やっぱり恐おそろしいな、果須田裕杜は」

「せやね」

「オレは爺ちゃんと合流することにするよ。そして二人でお互いのパートナーを探す。儂に頼たよらずに経験を積め、なんて言って爺ちゃんは最初のルールを提案したけど、やっぱり爺ちゃんといっしょにいたほうが確実だからね」

「あたしはどないしようかなあ」

　ぼんやり呟つぶやくと、新汰が小槙の手を摑つかんだ。

「いっしょにおいでよ、キミのパートナーが見つかるまででもいいからさ。せっかくだから出来るかぎり助けてあげたいし、爺ちゃんにキミのことを紹しよう介かいしたいんだ。鈴藤敬三博士の娘むすめさんといっしょにいるって知ったら、爺ちゃんもきっと驚おどろくよ」

「せやなあ。祇園寺くんさえよければ、そうさせてもらうわ。おおきに」

　礼を言いつつ、小槙はまた疑問をおぼえた。

　目の前の少年は、どうしてここまで小槙のことを助けてくれるのだろう？　赤の他人にすぎない自分を助けたところで、どんな利益があるのだろう？

　このゲームに参加してから、分からないことばかりだ。

　その時、小槙のイヤホンから小さな電子音が鳴った。

『セカンドマスターに対して、キングからメールが届いています』

　ＯＳの声を聞き、小槙は端末の画面を見る。

『なお、このメールは非公式のシステムを使用しているため、パートナーであるマスターをはじめとする他のどのプレイヤーにも確かく認にんすることはできません。セカンドマスターによる指し紋もん認識があるまで待機します』

　小槙は少し考え、〝ｏｋ？〟と表示された部分を指でなぞる。

『メールの内容を表示します』





いつかのなぞなぞの答えは出たかい？

しかし君はまだ未完成のままだ。






「……」

　小槙の脳のう裏りに、果須田姉弟と対面した最後の記き憶おくが蘇よみがえる。

　──いつかって、いつ？

　自らの問いに対する答えは、いまだに深い闇やみの奥に隠されたまま見つけ出せずにいる。

「どうかした？　小槙ちゃん」

　画面を見つめる小槙の顔を、新汰が心配そうに覗のぞき込んでくる。

「なんでもあらへん」

　空を見上げる。

　太陽が、いつのまにか西に傾かたむいていた。







　11　春野祥　その五




「いつまで黙だまって睨にらんでるんだよ」

　薄うす暗ぐらい路地裏で、祥は低い声をもらした。

　廃はいビルの壁かべに寄りかかっている祥の視線の先には、こちらを無表情に見つめたまま煙草たばこをふかしている一人の男性がいる。

　薄うす手でのスーツに身を包んだ長身の男である。逆立った髪かみと眠ねむそうに半分だけ開いた二ふた重え目ま蓋ぶたが特とく徴ちよう的だ。

「お前をこの場で逮たい捕ほしておくべきかどうか迷っている」

「仲間に対してそれはないだろ、蔵人」

　祥が言うと目の前の男性、安住蔵人は懐ふところから携けい帯たい用の灰皿を取りだし、吸い終わった煙草を放り込む。

「お前の仲間になった覚えはない。過去に何度か手を組んだことがあるだけだ。それも仕事とは関係ないプライベートでな」

「今回だってプライベートだろ。いいから仏ぶつ頂ちよう面づらしてないで座れよ」

「おれはニュートラルだ。仏頂面に見えたのなら、それはお前に何か後ろめたいことがあるからじゃないか？」

　表情を緩ゆるませ、安住蔵人が無造作に腰こしを下ろす。機械のように冷れい徹てつな印象からうって変わり、笑うと優やさしげに見えるから不思議だ。

「事情が変わった。ちょっとした仕事をまわされた。だからお前にはもう協力できない」

　平へい坦たんな口調で言う蔵人に対し、祥は笑う。

「プログラムを手に入れられただけで助かったからいいよ。でも警視庁の幹部候補が、一体どんな仕事をまかされたんだ？　普ふ通つうキャリアってのは、安全な場所で大事に育てられるものじゃなかったのかよ？」

「他に適任者がいないだけだ。しかし」

　蔵人が新しい煙草に火をつける。白い煙けむりを吐はく青年の唇は、笑えみの形に歪んでいた。

「面おも白しろいパートナーを見つけたものだな。〝イチゴ〟と言ったか。恋こい人びとなのか？」

「な！」

　思わぬ言葉に、祥は言葉を失った。急に顔が熱くなるのが分かった。

「なんでお前が俺のパートナーのこと……！」

「〝ＨＯＭＥ〟にアクセスすれば、コードネームさえ分かれば特定の人物の状じよう況きようを知ることができるんだ。知らなかったのか？　お前のコードネームは〝アイビー〟、そしてパートナーは〝イチゴ〟、ついさっき第二のルールを決定した人物だ。どうやってたぶらかした？　法に触ふれる手段じゃないだろうな」

「ば、馬ば鹿かいうなよ！　鈴藤さんはただのクラスメートで、偶ぐう然ぜん……！」

「詮せん索さくするつもりはない。それにお前のプライベートには微み塵じんも興味がない。落ち着け、果須田裕杜が現れるぞ」

　言いたいことを言い、蔵人は祥から視線をそらした。

　祥は言葉を吞のみ込み、耳元のイヤホンに集中する。蔵人の言う通り、かすかなノイズのあとに果須田裕杜の声が鼓こ膜まくを揺ゆらす。

『作業が完かん了りようしました。セカンド・ゲームのルールは、制限時間内に潮天シーサイドパークに到とう着ちやくすること。潮天ドライバーズブリッジを通過すること。πパイ、Ｃ、Ｄ、Ｆ、Ｇに関かかわる地形を探しだすこと。これは順にキーワード１から５としてクリア条件に加えられます』

　忙いそがしくなりそうだな、と祥は考える。ブリッジから遊園地までは近い距きよ離りにあるが、他のキーワードを効率的に探さないと時間切れになる可能性も高い。

『さらにプレイヤーは、変へん更こうされた新しいパートナーとともにゴールすることを義務づけられます。回復した追つい尾び機能によって、新旧両方のパートナーの所在が確かく認にんできます。それではただ今より、新しいパートナーを公開します。端たん末まつによって確認してください』

「端末？」

　祥はある事実に気づいた。

　今ごろ小槙が持っている端末には、祥と小槙のそれぞれのパートナーが表示されているのだろう。しかし祥はそれを知る手段がない。

「これじゃファースト・ゲームと同じじゃないかよ……まいったな」

　イヤホンに手をあてて誰だれかと連れん絡らくをとりあっていた蔵人が、唐とう突とつに言う。

「祥、お前のパートナーは商店街にいる」

「は？　どうしてそんなことが分かるんだよ」

「どうやらおれの新しいパートナーのコードネームは、〝イチゴ〟というらしい」

　祥は目を見開いた。

「じゃあ、俺は……」

「おれの本来のパートナーだ」

　それを聞いた途と端たん、祥は頭を抱かかえた。

「よりによって、こんな状況でアイツかよ！」

「頭脳プレー専門と戦せん闘とう派で別れてしまったな」

「そんなことより、連絡とって合流するように言ってくれ！」

「いちおう伝えるが、あとのことは保証しないぞ。あいつの放ほう浪ろう癖へきは手に負えん」

　果須田裕杜の声が告げる。

『ファースト・ゲームが終了した時点で、プレイヤーの数は半分以下へと減っています。しかし、これは僕の予想よりも多い数字だ。参加者の皆みなさんはもうお気づきでしょうが、貴方がたの持つ端末に防御人デイフエンダーの接近を知らせるシステムがあるように、防御人もまた同様のシステムを所持している。一人でも多くの挑ちよう戦せん者が防御人という障害を乗り越こえ、また一歩僕の存在へ近づけることを願っています』

「簡単に言いやがって。お前もやってみろってんだ」

「実際に、簡単なんだろうな。果須田裕杜にとっては世界中のあらゆること全てが」

『皆さん、準備はよろしいですか？　制限時間は二時間です。それまでにセカンド・ステージのゴールであるシーサイドパークに到着してください。それではカウントダウンを開始します。十……九……八……』

　果須田裕杜の声が鼓膜に反はん響きようする。

『セカンド・ゲーム、スタート』







　12　鈴藤小槙　その七




『セカンドマスターがエリア３８〝森林公園〟を通過。キーワード２を入手しました。セカンド・ゲームのクリア条件に加えます』

　森林公園の出口に向かって歩いていると、耳元のＯＳが明るい声で言った。

　新汰のＯＳも同じことを告げたようだ。不思議そうに首をかしげ、こちらを見る。

「キーワード２ってたしか、πだっけ？　どうしてだろう、何もしてないのに」

「〝森〟を意味するロシア語がπと同じ文字で始まんねん。そういえば裕くんは言語学の博士号も持ってるんやったなあ」

「へえ、すごいな小槙ちゃん。博識だね」

「たまたまや」

　新汰が、急に何かに気づいたようにピクリと表情を動かした。

「どないしたん？」

　新汰を見上げると、彼は口に人差し指をあてて微笑ほほえんだ。耳からイヤホンを外し、端末を取り出す。

「〝オプション〟、スピーカー、オン」

　呟つぶやき、端末上部にある窪くぼんだ部分にイヤホンをはめ込む。すると、端末から聞き覚えのある地鳴りのような声が響ひびいた。

『聞いているのか、新汰？　現在位置はどこだ？』

　間ま違ちがいない。天才的な数学者にして新汰の祖父でもある、祇園寺蓮の声である。

「そんな機能があったんや。たぶん、春野くんも知らないねんな」

　新汰は小槙と目を交わし、微笑みつつ言う。

「聞こえてるよ。今は森林公園だよ。そっちに着くまでもうちょっとかかりそうかな」

『アキレスが亀かめを追い越すまでに、どれだけの時間を要すると思う？』

　何の前まえ触ぶれもなく、老人の声が言った。

「え？」

『アキレスがたとえ音速で亀に近づいたとしても、亀はわずかなりの距きよ離りを移動している。さらにアキレスが近づいたとしても、亀はその間にさらにほんの少しの距離を動いている。ならば、アキレスはいつになったら亀を追い越すことができるのだ？』

　新汰が苦く笑しようし、小声で言う。

「爺じいちゃんの癖くせなんだ。いつも唐突に謎なぞかけをしてくるんだよ」

「竜たつ巻まきや崖がけ崩くずれみたいな人やね」

　新汰は楽しそうに笑い、エントリーリングに向かって言った。

「アキレスと亀との距離がアキレスの脚あしの速さで一分かかる距離だとしたら、一分間で追い越すことが不可能なんだろ？　そもそも問題の定義が間違ってるんだって言ったのは爺ちゃんじゃないか。前に答え合わせしたよ」

『否、アキレスは永遠に亀に辿たどり着くことができない』

「どうしてさ？」

『アキレスに亀に追いつく気がないからだ』

　歩きながら、新汰は大口を開けた。

　小槙は意識せず声を上げていた。

「それは真実とちゃう」

『誰だれだ？』

　短く、しかし鋭するどい声で祇園寺蓮が問う。

　新汰が慌あわてて説明する。

「鈴藤小槙さんだよ。ファースト・ゲームからずっといっしょにいたんだ。ほら、心理学者の鈴藤敬三博士の娘むすめさんだよ」

『記き憶おくしている。儂わしの最後の論文発表の場で、君は上から二段目の一番端はしの席に座っていた。五年以上前のことだ。儂が故意に偽いつわりの方程式を口にしたとき、表情を動かしたのはまだ十歳ほどの少女ただ一人だけだった』

　小槙は、はっきりとした口調で言い放つ。

「ゼノンの逆説と同じパラドックスや。どんな距離を行くにもまず中間地点を通過せなあかん。残り半分の距離にもまた中間地点がある。残りの距離の二分の一の地点というのが無限に続くから、目的地には永久に到とう着ちやくできひん。これは単なる論理上のでまかせや。あなたは冗じよう談だんでも噓うそを言うべき人やない。数学者は常に真理の探究者たるべきや」

　新汰が驚おどろいたように小槙を凝ぎよう視しする。

『新汰にはいつも言っていることを、今ここで君にも語ろう』

　やはり唐とう突とつに、しかし毅き然ぜんとした声で祇園寺蓮が言った。

『人間が数を支配しようとするのは、知性の頂点を追い求める尊い行こう為いだ。だが、人間が数に支配されるようなことが決してあってはならん。人間が数を屈くつ服ぷくさせることのできるたった一つの手段は、思うことだ。人のちっぽけな意志こそが、数に打ち勝つことのできる証明なのだから』

　年ねん齢れいを感じさせない、強きよう烈れつな意志を込こめた言葉だった。

　小槙は思い出す。

　──絶対をうち破るものは、ただ一つ、人々の思いだけだ。幼く純じゆん粋すいな思いだけが、千ち々ぢに乱れた深夜と真昼の安息を驚かせることができる──。

　果須田裕杜が言っていた言葉だ。

　はたして、本当にそうなのだろうか？　小槙の脳のう裏りに疑問が浮うかぶ。揺ゆれ動き不安定きわまりない人間の心に比べれば、数字のほうがよほど確固たる存在ではないだろうか？

「ね？　よく分からないだろ？」

　新汰が苦笑混じりに言う。

『お前はいつまでたっても愚おろかだな、新汰』

「そりゃ爺ちゃんに比べればね」

『それが数字に支配されるということだ』

　小槙の頭に果須田裕杜と祇園寺蓮の言葉、そして数字の羅ら列れつが乱立する。

「真理は確固たる数式と証明の上に成り立つものや。せやないと無個性な物理法則の本質には永遠にたどり着けへん」

　声のトーンが、自然と上がる。

「小槙ちゃん……？」

　新汰の怪け訝げんそうな声に続き、祇園寺蓮のくぐもった笑い声がスピーカーから聞こえる。

「どうして笑うのん？」

『かつて君の父君と同様の討議を交かわしたことがある。じつに有意義な議論だったが、鈴藤敬三氏はとうとう最後まで君と同じことを言っていた。真理は証明となりうるあらゆるデータの上に成立するべきだと』

「それが真実や」

『否いな。人の思い、一個人の強い思いだけが真理を揺るがすことができる』

「揺らいでしまえば真理やあらへん」

『鈴藤敬三氏はそう思いこんだまま逝いってしまった。君はそうなるな、若き者よ』

「あたし、あなたのこと嫌きらいになったわ」

『他人を拒きよ絶ぜつすることは、最も原始的な防衛手段の一つだ。君はいったい何を守る？』

「……」

　小槙ははじめて押し黙だまった。頭の中であらゆる数字や言葉が飛び交う。だがそれらは決して完成した姿をとることはなかった。

　祇園寺蓮の口調は微み塵じんも変わらない。

『本質を見なさい。自分を見つめなさい。世界を見なさい。君はまだ未熟だ。君でさえまだ未完成だ。成長しなさい。君たちは偉い大だいなる可能性なのだから』

　厳おごそかともいえる声を残し、音信は一方的に途と絶だえた。

　──未完成。

　さきほどの果須田裕杜からのメールを思い出す。

　小槙はまだ未完成だ。

　ならば、完成した小槙とはいったい何者なのだろう？　果須田裕杜のように揺るぎなく、祇園寺蓮のように誇ほこり高い存在だろうか？

　新汰がぽつりと呟つぶやく。

「爺じいちゃんが守ってるのは、やっぱり名めい誉よなのかな……」

　小槙は、少年の声を聞いていなかった。祇園寺蓮から聞いた言葉が、理解不能の単語として小槙の思考を混こん沌とんへと陥おとしいれる。

「あんなの、数学者やあらへん」

「はは」

「悔くやしいから、仕返ししたろ。祇園寺くん、なんか書くもの持ってへん？」

　新汰は不思議そうな顔をしつつも、小さなメモ帳とボールペンを渡わたしてくれた。ページを開くと、第一ステージのルールが走り書きされていた。律りち儀ぎな性格をしているようだ。

　小槙は白紙のページに短い文章を書き、断りもなく破りとる。

「これ、祇園寺博士に渡してくれはる？　あたしがおらん時にやで」

「なんだい、これ？」

「ほな、行こ」

　新汰の質問を無視し、小槙は再び歩き出す。

　だが前方を見て、小槙は脳天を貫つらぬかれたような寒気に襲おそわれた。

　通行人の群れの向こう側に、異質の存在が佇たたずんでいた。

　真夏というのに全身を迷めい彩さい柄がらのコートで覆おおい、黒いニット帽ぼうを目ま深ぶかにかぶった人物がいた。襟えりに隠かくれた口元が一文字に閉とざされているのが、かすかに見える。

　ＯＳの大きな音声が耳を打つ。

『セカンドマスターに防御人デイフエンダーが接近！　セカンドマスターに防御人が接近！　防御人のコードネームは〝ゼロ〟！　ただちに逃とう亡ぼう、もしくは戦せん闘とうの準備に入ってください！』

　新汰が素す早ばやい動きで小槙を背中に隠す。

「下がって、小槙ちゃん！」

　防御人に気づいた通行人が悲鳴を上げる。

　偶ぐう然ぜんそばにいたらしい警官が、迷彩服に駆かけ寄る。だがそれは新たな悲鳴を増やしただけだった。一いつ瞬しゆんで警察官の胸から赤い血ち飛沫しぶきが上がったのだ。

　小槙の全身が鳥とり肌はだ立った。〝ゼロ〟という防御人が何をしたのか、まるで見えなかった。得え体たいの知れない恐きよう怖ふ、それは本能だ。

「こいつが……モンスターか！」

　呻うめくように声を絞しぼり出す新汰の顔には、大おお粒つぶの汗あせが浮うかんでいた。

「モンスター？」

「爺ちゃんが言ってたんだ。果須田裕杜が絶対の自信を持って挑ちよう戦せん者を迎むかえ撃うつ以上、必ず切り札となるモンスターがいるはずだって。出会ったら迷わず逃にげるよう言われてる」

「ほんなら、はよ逃げよう」

　小槙の言葉に、新汰は首を横に振ふった。

　防御人〝ゼロ〟が、ゆっくりとこちらとの間合いを詰つめてくる。

「逃げるのは、小槙ちゃんだけだ。ここで別れよう」

「どうして？」

　言ってから、気づく。ここで二人が逃げ出したら、背後から襲われて一巻の終わりだ。彼は小槙を先に逃がそうとしているのだ。

「君を守りながらだと思うように動けない。君が逃げてから、オレも逃げるよ」

「祇園寺くん」

「大だい丈じよう夫ぶ。あんな一目でモンスターと分かるようなヤツとまともに戦ったりはしないさ。オレだって命は惜おしいし、君とまだまだ話したいことがある。だから、先に行ってくれ」

　新汰がちらりと小槙を見て、微笑ほほえんでみせる。だが少年の顔は、出会った時のように蒼そう白はくになっていた。必死に虚きよ勢せいを張っているのが見え見えだ。

「ほな、先に逃げるわ。おおきに」

　小槙はあっさりと新汰から遠ざかる。

　新汰の言うことが正しい。テコンドーの達人である新汰とは違ちがい、小槙は体育の跳とび箱もまともに跳べた経験がないほどだ。新汰も小槙をかばいながら戦うよりは、一人で戦ったほうが存分に実力を発揮できるだろう。

「あのな、あたし、祇園寺くんと話をするの楽しかったで？」

「オレもだよ。次のステージでまた会おう」

　にっこりと微笑む新汰に背を向け、小槙は走り出す。

　無関係の人々を巻き込んでしまわないよう、狭せまい路地裏へと入る。

　振り返らずに走り続けていた小槙だったが、体力のない彼女はすぐに力尽つきてしまう。

「はあ、はあ……これでまた寿じゆ命みようが縮んだわ。春野くんと同じや」

　息を整えながら、周囲をきょろきょろと見回す。

「どうやら誰だれもおらへんようやな。一安心や」

　端たん末まつを抱かかえたまま壁かべによりかかった小槙だが、ＯＳが突とつ然ぜん告げた。

『他のプレイヤーがセカンドマスターに対してプログラムを実行しました！』

「なんやなんや？」

『影えい響きようを受けたプログラムは〝Ｓ・ＧＨＯＳＴ〟！　〝ストーカー・ザ・ゴースト〟はコードネームを指定することで特定のキャラクターとのダイレクト通信を繫つなぐことができるプログラムです。プログラム実行者とダイレクト通信を開放します！』

　ＯＳの声が途と切ぎれるなり、聞き覚えのある高い声が端末から響ひびいた。

『あー、あー、聞こえてる？　オーケイ？　はじめまして、〝イチゴ〟』

　声の主は、ややイントネーションがずれた日本語で唐とう突とつに言う。

『キミの提案した第二のルールのせいで新たなイベント・プログラムが生じて、ボクは橋を通れなくなってしまった。だから突然だけど、キミを攻こう撃げきすることにしたよ。悪く思わないでくれよ。やられたらやり返すってのが、ボクのポリシーなんだ』

　姿の見えぬ相手が一方的な物言いでまくしたてる。

　小槙は、声の主が誰であるかすぐに理解した。

　セカンドゲーム開始時に聞いた声と同じである。

　小槙は無表情のまま、嘆たん息そくした。

「ほんま、親の顔が見てみたいわ……」
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　飛ひ躍やくした視覚神経が、目前に迫せまる迷彩コートの人物を分ぶん析せきする。

　他の景色が視界から消え去り、防御人〝ゼロ〟だけが敵として捕ほ捉そくされる。捉とらえた敵の表情や動きが視覚野から脳神経へとダイレクトに伝わり、新汰の脳内で高速処理される。

「思考レベル、戦せん闘とうレベルともに最高値……状態は良好、体力に損失なし。感情的な敵意もない。ただし殺意は明らかだ。心身ともに弱点らしいものは見あたらない……」

　敵を凝ぎよう視しし、ぶつぶつと呟つぶやく。

　一目で相手の情報が分かるという自分の能力が、今だけは恨うらめしく思えた。

「こんな人間がいるなんて……ほとんど無敵じゃないか！」

　新汰の飛躍した視界が元に戻もどった途と端たん、防御人デイフエンダーは襲おそいかかってきた。

　銀光を放つナイフが、新汰の首筋を狙ねらう。

「うっ！」

　避よけたつもりだが、わずかに避けきれなかった。ぴりっ、とした痛みが喉のどを走る。

　相手と距きよ離りを置きながら、心中で唸うなる。

　スピードも桁けた違ちがいじゃないか！　こんなのを何度も避けられるヤツがいてたまるか！

　風を斬きる音が聞こえた瞬しゆん間かん、新汰の肩かたに二つ目の切り傷が刻まれていた。

「このっ！」

　自分にできる最大限の速度で、防御人の胸を狙って横よこ蹴げり、トリョチャギを放つ。

　躰からだを斜ななめにして蹴りをかわした防御人の横顔を、しかし新汰の後ろ回し蹴りが襲う。新汰の得意技、ティフリギである。

　……よし！

　最高のタイミングに手て応ごたえを確信した直後、新汰は空を見上げていた。

「え？」

　防御人〝ゼロ〟がいとも容易たやすく新汰の脚あしを摑つかみ、蹴りの勢いのまま背負い投げをするように彼を投げ飛ばしたのだ。

「う、わっ！」

　三歳の頃ころから十四年間、格闘技を習い続けていたからこその芸当だった。空中で猫ねこのように身体をしならせ、かろうじて地面への激突をふせぐ。

　着地した脚が、衝しよう撃げきで痺しびれていた。微み塵じんも容よう赦しやのない〝投げ〟である。頭から落下していたら、即そく死しは免まぬかれなかっただろう。

　レベルが違いすぎる……！

　再び〝ゼロ〟と対たい峙じしながらも、戦意は完全に萎なえてしまっていた。

　相手がどのような格闘技の達人であろうと、接近させず蹴りによる遠距離戦に持ち込んでしまえば勝つ自信があった。だが、その自信があっけなく崩くずれ去っていた。

「……」

　小槙が去った方向を一いち瞥べつする。

　少女が逃にげ去ってから、少なくとも一分は経過したはずだ。今ごろはもう入り組んだ路地裏のどこかへ隠かくれているだろう。

　じりじりと少女が消えた方向と逆へ動く。

　全神経を脚へ集中し、逃とう走そうする。

　幸か不幸か、防御人は小槙ではなく新汰に標的を絞しぼったようだ。背後から追走してくる。

　それからはまさに死に物狂ぐるいだった。

　なりふり構わず人々の間を走り抜ぬけ、脇わき目めもふらずに駆かける。

　幼い頃から住んでいるため、潮天市の地理は知り尽つくしていた。さらに新汰は脚きやく力りよくには自信がある。通っている学校でも、陸上部をおしのけて短距離走の校内記録を保持しているほどだ。

　五分以上は全力疾しつ走そうしただろうか、新汰は人通りの多い繁はん華か街がいで立ち止まった。

「はあっ、はあっ！」

　荒あらい息をつき、周囲を見回す。

　見ただけで危険信号の飛び交かう迷めい彩さい柄がらのコートは、どこにも見あたらない。

　ようやく大きな息を吐はいた途端、全身から大量の汗あせが噴ふき出した。夏の暑さと長距離を走ったせいもあるが、〝ゼロ〟と対峙した時にはおさえていた恐きよう怖ふが蘇よみがえっていた。

　しかし、なんとか撒まくことができたようだ。

「爺じいちゃん……」

　ふらふらとした足取りで、通りを歩く。

　午後の日が射さす大型ビルの入り口広場に、祇園寺蓮はいた。

　新汰よりも一回り大きな巨きよ軀くは、古風な袴はかま姿をしていた。同じ白はく髪はつでも果須田裕杜とはまったく違う、膨ぼう大だいな年月が生み出した知性の白が、老人の頭と顎あごを覆おおっている。

　杖つえを使うこともなく、腰こしもまっすぐに伸のびた姿で威い風ふう堂々と佇たたずむ天才がそこにいた。

　祖父の姿を見るたびに、心から思う。

　祇園寺蓮は、やはり日の光の中にいるべきだ。誰だれも踏ふみ入ることができない領域に、彼は存在する。彼の頭脳は何者の追つい随ずいも許さない。

「爺ちゃん！」

　走り寄る新汰に、蓮が気づいた。

　老人がこちらを向き、大きく目を見開く。

「ぬんっ！」

　駆け寄った新汰に向かって、祇園寺蓮が老人とは思えない見事なティフリギを見み舞まった。

「なっ……？」

　とっさに防ぼう御ぎよするが、新汰は勢いよく道路へ突つき飛ばされる。

　世間的にはほとんど知られていないが、祇園寺蓮は数学者であると同時にテコンドーを極きわめた達人でもある。新汰は幼い頃から蓮にテコンドーを教わっていた。新汰が小槙に、自分がいなくとも祖父は無敵だと言ったのはそのためだ。祇園寺蓮の鬼き神じんの如ごとき蹴しゆう技ぎは敗北を知らない。

　だが受け身を取って立ち上がった新汰の目に、信じられない光景が飛び込んだ。

　祇園寺蓮の胸の中に、新汰以外の何者かが飛び込んでいた。

　新汰の自我が、全力をもって目前の現実を否定しようとする。

　凍こおりついたように立ち尽くす老人から、人物がゆっくりと身を離はなす。その人物は、真夏だというのに迷彩柄のコートを着ていた。

「爺……ちゃん……？」

　新汰の見ている前で、防御人〝ゼロ〟がナイフを振ふった。刃はを濡ぬらしていた赤い液体がコンクリートの地面に飛び散る。

　祇園寺蓮が力なく地面に倒たおれる。

　防御人デイフエンダーが腕うでを口に寄せ、なにかを呟つぶやいた。

『防御人の攻こう撃げきによって、マスターが戦せん闘とう不能となりました。〝ＨＯＭＥ〟はマスターのゲーム続行が不可能と判断します。ゲームオーバー。マスターとセカンドマスターはゲームオーバーとなりました。お疲つかれさまでした』

　事務的なＯＳの声が単調に鼓こ膜まくを震ふるわせる。

「爺ちゃん……？」

　まるで何事もなかったかのように、〝ゼロ〟が身を翻ひるがえした。そのまま振り返ることなくパニック状態の通行人の向こうへと姿を消す。

「爺ちゃんっ！」

　ようやく我を取り戻もどし、新汰は祖父のもとへ走り寄った。

　人々の悲鳴が飛び交う中、地面に倒れた老人の上体を起こす。

「爺ちゃん！　爺ちゃん！　爺ちゃんっ！」

　老人の体を揺ゆらしながら、連呼する。自分が何を叫さけんでいるのかも分からない。堰せきを切ったように、視界がめちゃくちゃに歪ゆがむ。

「やだよ、爺ちゃん！　噓うそだろ？　ねえ、爺ちゃん！」

　絶ぜつ叫きようする新汰の頰ほおを、温かい感かん触しよくが触ふれた。

　蓮が、薄うすく目ま蓋ぶたを開いた。深い皺しわの刻まれた、しかし力強い手で新汰の顔に触れる。

「取り乱すな、新汰……冷静を失った者は真理へと辿たどり着けん……」

　消え入りそうな、しかし聞き慣れた重低音の声で蓮が言う。

　崩ほう壊かいしかけていた新汰の理性が、かろうじて繫つなぎとめられる。

「ごめん、爺ちゃん、オレのせいだ。オレのせいで……オレなんかを助けるために……」

「違ちがうぞ、新汰。それは大きな誤りだ……儂わしは偉い大だいな可能性を守っただけだ……枯かれ葉はが次の葉のために落ちるだけのこと……」

「オレなんか……オレなんか助けないでくれよ！　爺ちゃんのほうが……爺ちゃんのほうがオレなんかよりずっと……！」

　叫ぶ新汰を見て、蓮は静かに首を振った。

　新汰は天に向かって絶叫したくなった。

　なんで……なんで……オレは〝こんなもの〟が見えるんだよ！　爺ちゃんのこんな顔が見えるなんて、噓っぱちだ！

　新汰の目は、祖父の青ざめた顔に確かな死相を見み出いだしていた。それは、祖父よりも先に自分のことを殺してしまいそうなほど強きよう烈れつな鉄てつ槌ついを、新汰の心臓に振り下ろしていた。

　そして、もう一つ分かってしまった。

　蓮は自分の死を理解している。理解した上で、なおも毅き然ぜんとしている。

「数字に支配されるな、新汰……こんなことは何でもないのだ。じつにささいな事なのだ……だが、しかし……」

「分かんないよ！　爺じいちゃんがなにを言ってるのか、オレには全然分かんないよ！」

　蓮が、静かに目を閉じた。大きく胸を膨ふくらませ、長い吐と息いきを漏もらす。

「ただ一つ無念なのは、儂が今の儂のまま消えていくということだ……儂は変化することができなかった……かつての儂を取り戻すことができなかった……それだけが、じつに無念だ……」

「そんなこと……！」

　関係ない。

　それこそ、ささいなことだ。

　新汰にとって、祇園寺蓮の名など関係ない。誇ほこり高く、決して追いつくことができない祖父が存在し続けることだけが大切なのだ。

　その時、新汰の胸から落ちた紙切れが、横たわる老人の胸の上に落ちた。

「これは……？」

　気づいた蓮が、ほんのわずかに目蓋を開く。

　新汰は思い出した。別れ際ぎわ、鈴藤小槙に渡わたされたものだ。

「小槙ちゃんだよ……鈴藤小槙ちゃんが爺ちゃんに渡してくれって……仕返しだって！」

　なんでもいいから、このまま意識を保っていてくれることを願って言う。

「読みなさい……儂はもう何も見えん……」

　新汰は奥歯を嚙かみ締しめる。だが、それでも気力を絞しぼって紙切れを開く。

「〝あなたはフェルマーの最終定理をすでに解いている〟……」

「……もう一度だ」

「あなたはフェルマーの最終定理をすでに解いている」

　新汰は繰くり返す。だが新汰には小槙が何を言おうとしているのか、まるで理解できなかった。

　しかし突とつ然ぜん、祇園寺蓮が何かに打たれたように身を震わせた。

「おお……おおっ……！」

　老人が、泣いていた。輝かがやきを失いつつある瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれだしていた。

「爺ちゃん？　どうしたんだよ、爺ちゃん！」

「……新汰、フェルマーの最終定理を知っているな？」

「もちろんだよ。大天才フェルマーが〝証明に成功した〟と記録を残したにもかかわらず、今まで誰だれも証明できなかった定理だ。でも最近になってアンドリュー・ワイルスという人がついに証明を導き出した……有名な話じゃないか」

「……ただ一心に研究を重ね、虚きよ言げんとまで言われていた最終定理を解き、アンドリューが手に入れたものはいったい何だ……？」

「有名になったじゃないか。歴史に名前を刻んだし……」

「否いな。彼が手に入れたのはフェルマーの最終定理そのものだ。不可能と多くの人々が諦あきらめ、追い求める者は夢想家と蔑さげすまれた。しかしそれでも彼は望んでいたものを見つけた。彼の強い思いが、伝説を現実へと変えた……おお……！」

　震ふるえる老人の手が、新汰の顔に押し当てられる。まるで見えない光を手て探さぐりで求めるかのような老人の動きだった。

「新汰……儂はもうすでに手に入れていたのか？　名めい誉よなど、要らん。誰に後ろ指をさされようと構うものか。ただ儂は、あの日の儂を取り戻したかった……幼いお前が堂々と胸を張り、誇れる祖父の姿を……たった一人の孫が嬉うれしげに自じ慢まんすることができる、祇園寺蓮という数学者の姿を……しかし、儂はもうその姿を手に入れていたのか……？」

「！」

　新汰は顔を歪めた。

　今まで信じていた現実が、自分が勝手につくり出した偽にせ物ものだったという事実が新汰の最後の理性を奪うばった。

　祇園寺蓮。

　新汰は今まで、一いつ瞬しゆんたりともその名に憧あこがれなかった時はなかった。

「そんなの……当たり……」

　震える祖父の手を握にぎり、叫さけぶ。

「当たり前だろ！　爺ちゃんは爺ちゃんのままだ！　オレは昔から爺ちゃんのことを誇りに思ってたよ、ずっとオレの憧れだった！」

「そうか……そうか……」

　蓮は何度も頷うなずき、顔を綻ほころばせる。前世紀の偉い産さんと呼ばれる数学者でもなくテコンドーの達人でもない、一人の老人の姿がそこにあった。

「ならば、儂わしはもう何も思うことはない……真理を揺ゆるがす思いを抱いだきつづける理由もない……」

「爺ちゃん……？」

「ふふ……儂は果須田裕杜に勝利した。奴やつは無限を否定したが、今まさに儂の手の中に無限の可能性がある。可能性が数字にとらわれることは決してない……信じて疑うな、新汰。お前は大いなる可能性だ……」

　新汰の手を握る老人の腕うでから、急激に力が失われていく。
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「やだ……いやだよ、爺ちゃん……」

「お前は、無限だ……」

「爺……！」

　新汰の声が消えるよりも先に、祇園寺蓮の腕が地に墜おちた。

　新汰は絶ぜつ叫きようした。

　意味のない、感情にまかせた咆ほう哮こうだった。

　声が枯かれると、残ったのは喪そう失しつ感だけだった。新汰の中でたった一つ揺るがないものがあったとすれば、それは祖父だけだった。祇園寺蓮の存在だけが、新汰を支えていた。

「……爺ちゃん……」

　俯うつむき、青い髪かみをたらして呟つぶやく。

　周囲は騒そう然ぜんとしていた。ただでさえ人通りの激しい大通りで殺人が起こったのだ。何人かの制服警官が新汰に早口でまくし立ててくるが、新汰は何も聞いてはいなかった。

　完全に空っぽになった自分を自覚した直後、まったく新しい力が新汰を奮わせた。

「……っ！」

　立ち上がり、人々を突つき飛ばして走り出す。

　祖父も端たん末まつも振ふり返らず、制止する警察官をはねのけ、野や次じ馬うまの群れを突進し、弾はじき出された弾だん丸がんのごとき勢いで駆かけ抜ぬける。

　極限にまで高められた集中力が脳を刺し激げきし、興奮物質が大量分ぶん泌ぴつされる。刺激を受けた視覚野が、常人では決して捉とらえきれない人々の表情の変化を読みとる。

　新汰の瞳ひとみは、ただちに何人かの人々の〝怖おそれ〟る目つきを見つけ出した。ナイフを持った迷めい彩さい服ふくの殺さつ人じん鬼きの姿を見た恐きよう怖ふ、それはまさに〝ゼロ〟の足そく跡せきに他ほかならない。

　交差点にさしかかったところでまた人々の表情を読み、〝怖れ〟の痕こん跡せきを拾う。

　駆ける新汰の視線が、混乱状態に陥おちいった人々の集団を発見する。

「……〝ゼロ〟！」

　迷彩コートの人物が、二人組の白人男性と格かく闘とうしていた。視界の中で、エントリーリングを装着した男性が倒たおれる。残る一人は逃にげだそうとしているようだ。

　しかし突とつ然ぜん、新汰の前に別の迷彩服が立ち塞ふさがった。

　屈くつ強きような体つきをした異国人だ。幹のような腕の先には金属製の特とく殊しゆ警棒を握っている。

　迷彩服が警棒を振り下ろす。

「どけえっ！」

　警棒をかわし、走ってきた勢いのまま近きん距きよ離りから跳とび後ろ蹴げり、ティオティッチャギを繰くり出す。

　男の巨きよ体たいが一瞬にして宙を舞まった。宝石店のショーウィンドウを突き破り、なおも勢いが止まらず店内へと転がっていく。

　新汰の存在に気づいた〝ゼロ〟が、静かに身を落とす。ナイフを持ったまま、ファイティング・ポーズをとる。

　冷静を失うな、新汰──。

　祖父の教えが脳のう裏りに蘇よみがえる。

「はあっ！」

　新汰はトリョチャギで〝ゼロ〟の頭を狙ねらう。

　迷彩コートの男は、危なげもなく新汰の攻こう撃げきをかわす。身を沈しずませた状態のまま、必要最小限の動きでナイフを突き出す。

　新汰は視覚に集中する。

　超飛躍ウルトラ・ジヤンプした新汰の目が、〝ゼロ〟の筋肉の動きを捉える。防御人デイフエンダーの軸じく足あしに、じゅうぶんに体重が乗っていない。そのかわりナイフを持たない左ひだり腕うでの力が充じゆう実じつしている。

　紙かみ一ひと重えでナイフをかわしつつ、新汰は〝ゼロ〟の真横へと滑すべり込む。

　しかし、死角から防御人の左腕が新汰を狙っているのが分かった。

　左腕による第二撃を〝予知〟していた新汰は、〝ゼロ〟の振り回したナイフをかいくぐり、二段跳び後ろ蹴りを放つ。

「せあっ！」

　跳ちよう躍やくしながら体を回転させ、連続して左右の蹴りを打ち込む高等な技わざである。新汰にとって決め技ともいえる得意技だ。

　だが防御人は冷静に新汰の蹴りを見極め、肩かたと腕で二段攻撃を防いでしまう。そればかりか〝ゼロ〟もまた躰からだを一回転させ、後ろ回し蹴り──いや、新汰そっくりのティフリギをしてみせる。

　だが蹴り技の応おう酬しゆうならば、新汰の専門分野である。

　防御人のティフリギを身を沈めてかわし、ティオティッチャギの体勢に入ろうとする。

　しかし、〝ゼロ〟の回転はそこで終わらなかった。回転したまま跳躍し、跳び回転蹴りで新汰の腹を狙ってくる。

　反射的に腹部を両手でガードし、かろうじて新汰は相手の攻撃を防ぐ。だが、

「なっ？」

　新汰の視界いっぱいに、〝ゼロ〟の分厚いブーツが迫せまっていた。

　二段跳び後ろ回し蹴り──さっき新汰が使ったばかりの奥の手、ダブルティチャギだ。

「ぐっ！」

　為なすすべもなく、新汰の体が真横に吹ふき飛ばされる。

　数メートルほど地面を転がり、新汰は受け身をとってなんとか立ち上がる。顔を歪ゆがめて歯を食いしばる新汰の頰ほおに、細い裂れつ傷しようができていた。自分から身を投げ出すことでダメージを軽減できたが、直撃を受けていれば間ま違ちがいなくＫＯされていただろう。

　くそっ……いったい何者なんだ、このモンスターは！

　やはりというべきか、相手の強さは圧あつ倒とう的だった。自らの能力によって告げられる新汰の勝率は無きに等しい。

　弱気になりかける新汰の脳裏に、鈴藤小槙が言った言葉が蘇る。

　──祇園寺くんはラークスパーやね。

　ラークスパーという植物は知っている。

〝私の心を読んでください〟──それがラークスパーの花言葉だ。

　新汰は自らの闘とう志しを奮い立たせる。

　だったらオレは、お前の全てを読んでやる！

　祖父は言った。

　お前は、無限だ──。

「モンスターだろうが知ったことか！　オレは祇園寺新汰だ。最高の数学者、祇園寺蓮の孫がお前なんかに負けてたまるか！」

　防御人が回し蹴りで新汰の顔面を狙う。

　筋肉の微び妙みような動きを察知して攻撃を読んでいた新汰は、のけぞって蹴りをやりすごす。

　新汰もまたティフリギで反撃するが、〝ゼロ〟の腕が叩たたき落とすようにして新汰の脚あしを防御する。

　直後、またもや防御人が信じがたい動きを見せた。

　まるで階段を駆かけ上がるかのごとく新汰の膝ひざ、肩を蹴り、宙に跳んだのだ。

「……！」

　完全に敵の姿を見失った新汰の後頭部が、固いブーツに蹴り飛ばされる。よろめいた新汰の視界の端はしに、銀色の光が閃ひらめく。

　ナイフによる斬ざん撃げきをかろうじてかわし、地面に着地したばかりの防御人めがけて蹴りを打ち込もうする。

　だが寸前で反撃を〝読み〟、腕を引く。

「！」

　真下から恐おそろしい速度でブーツが迫っていた。テコンドーの技ではない。体ごとバック転をする勢いで相手を蹴り上げるプロレスにおける大技、サマーソルトキックだ。気づかずに摑つかみかかっていたら、顎あごの骨を粉々にされていただろう。

　新汰の全身が総毛立つ。

　ナイフだけじゃない、投げ技に立ち技、おまけにプロレス技まで使えるなんて……本物の化け物じゃないか！

　相手の心理と動きを先読みする新汰の能力が、ことごとく後手に回ってしまっていた。〝ゼロ〟の動きに、前動作というものがまるでないのだ。針で刺さした風船のように、気がつくと突とつ然ぜんに動作が完かん了りようしている。

「このっ！」

　新汰は徹てつ底ていして蹴けり技を繰くり出す。

　だが今度は相手の動きを読んでも、体がついていくことができなかった。カウンターで襲おそった〝ゼロ〟の長い脚が、新汰の胸を叩く。

　肺から一気に空気が失われ、肋ろつ骨こつが軋きしむ。弾はじき飛ばされ、まともに電柱とぶつかる。

　……一発でも打ち込むことさえできれば！

　激痛に顔を歪めながら、防御人デイフエンダーを睨にらむ。

「……くっ」

　不意に視界が、グニャリと歪んだ。

　超飛躍ウルトラ・ジヤンプを長時間、使いすぎたようだ。〝ゼロ〟に受けた傷とは別の、疼うずくような頭痛が新汰を襲う。

　だが新汰は超飛躍を解かなかった。

　どんなに実力差があるとはいえ、たとえ一撃でも命中させることができれば勝ってみせる。もう油断も迷いもない。蹴りを打ち込んだ瞬しゆん間かん、全神経を集中させ、全力で最後のとっておきを決めてみせる。十数年間、祖父に習い続けてきた全てを込めて〝ゼロ〟を倒たおしてみせるのに──。

　電柱にもたれかかる新汰を狙ねらって、防御人がナイフを突つき出す。新汰は電柱の後ろをまわって左によける。

「！」

　その光景を、新汰は見み逃のがさなかった。

　常人ならば見逃していただろう。だが超飛躍した新汰の双そう眸ぼうは捉とらえていた。

　これまでどんなことがあっても新汰の姿を捕ほ捉そくしていた〝ゼロ〟の反応が、コンマ一秒ほど遅おくれたのだ。

「まさか……」

　小石を拾い、防御人に立ち向かう。襲いかかるナイフを寸前でかわし、蹴りを放つ。

　腹が立つくらいあっさりと新汰の脚をかわした〝ゼロ〟の横顔めがけ、左手に隠かくし持っていた小石を指先で弾く。

　今までどんな攻こう撃げきも通用しなかった防御人の頰ほおに、小石が命中する。

　新汰は双眸を見開いた。

　見つけたぞ！

　かつてないほど集中力を視覚に傾かたむける。

　ナイフによる突きを、身をよじってかわす。避よけきれず、脇わき腹ばらに熱い痛みが走った。

　防御人の躰が泳ぐ、と思いきや鋭するどい踏ふみ込みで体当たりをかけてくる。新汰は両りよう脚あしに体重をかけ、衝しよう撃げきを受けつつも倒れない。

　一メートルほど弾き飛ばされた新汰めがけ、防御人が蹴りを放つ。新汰はまともに直撃を受け、顔面を仰のけ反らせる。だが攻撃を〝読んで〟いた新汰は、倒れない。

　とどめとばかりにナイフが襲いかかる。

「あぐっ！」

　新汰は苦鳴を上げた。

　──だがナイフは、新汰の心臓ではなく右みぎ肩かたに突き刺さっていた。

　そして同時に、ナイフを持つ防御人の腕と交差する形で繰り出したティフリギが、〝ゼロ〟の顔面をとらえていた。

「やっと退いたな」

　新汰がとらえたのは、さきほど小石がぶつかった時と同じ、向かって左側の防御人のこめかみである。理由は分からないが、どうやら〝ゼロ〟は相手の左からくる攻撃にわずかに反応が遅れるのだ。

「っはあ！」

　新汰の気合いの声と同時に、〝ゼロ〟を散さん弾だん銃じゆうのような連続攻撃が襲った。

　先ほどにも増して高速のダブルティチャギだ。

　強きよう烈れつな打だ撃げきを、〝ゼロ〟は体勢を崩くずしながらも完全に腕うでで防ぐ。

　だが、ここからだった。

　正面からの攻撃をガードした防御人の頭上から、新汰の踵かかとが襲いかかっていた。

　テコンドーの極ごく意いともいえる三段蹴りである。それも世界でただ一人祇園寺蓮のみが使うことができた、最後に踵落とし、ネリョチャギを行使する技である。新汰も成功させたのはこれが初めてだった。

　防御人の意識は完全に正面に向いている。頭上からの攻撃をかわすことは不可能だ。

　本来なら、三段蹴りを試ためそうとすら思わなかっただろう。新汰の技術はとてもそこまで及およんでいないと思っていたからだ。

　しかし、見事に成功させた。祇園寺蓮の言った通り、有り得なかったはずの力を強い思いが生み出していた。

　新汰が勝利を確信すると同時に、〝ゼロ〟の姿が視界から消え去った。

「え？」

　攻撃をよけるどころか、〝ゼロ〟がタックルをかけるように新汰の懐ふところに飛び込んできたのである。人間離ばなれした速さで、滑すべるように新汰の背後にまわりこむ。

　次の瞬間、新汰の体が勢いよく持ち上げられていた。

　ジャーマンスープレックスだ。

　それもまるでどこかで手本となる技をコピーしたかのような、見事な動きだった。

　相手と密着したのを完全に逆手にとられてしまった。回かい避ひすることもできず、新汰は脊せき髄ずいからコンクリートに叩たたきつけられる。

「っっ！」

　想像を絶する激痛は、一いつ瞬しゆんだった。

　すぐに意識が急速に遠のいていく。

　どさり、と重いものが倒れる音が耳を打つ。感覚が消えつつあったが、おそらく自分が投げ出された音だろう。

　塞ふさがっていく視界の中、まるで何事もなかったかのように遠ざかっていく〝ゼロ〟の背中が目に映る。

　くそ……くそっ！　爺じいちゃん、オレは……！

　生まれて初めての悔くやし涙なみだがこぼれる。体の感覚は失っていたが、はっきりと自覚していた。自分は今、号泣している。

　薄うすれゆく意識の中、絶ぜつ叫きようする。

　このままじゃ終われないよ、爺ちゃん……！
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『セカンドマスターがマップ１０２〝潮天東消防署〟を通過しました。キーワード４を手に入れました。クリア条件に加えます』

　息を切らせて走る小槙の腕の中で、ＯＳが嬉うれしそうな声で言う。

　キーワード４は、Ｆだ。消防署は英語で表すとファイアデパートメント。頭文字はＦである。

　だが小槙は、それどころではなかった。

『セカンドマスターが通過したマップに、他のプレイヤーによるトラップ・プログラムが潜ひそんでいました！　〝ＴＲＡＰ・Ｒ〟！　〝トラップ・ザ・ロシナンテ〟に影えい響きようされたキャラクターは十分間、時速30キロ以上での移動を禁じられます！　セカンドマスターは〝ＴＲＡＰ・Ｒ〟の影響を受けました！　トラップシリーズのプログラムに違い反はんした場合、いかなる条件下においても即そく座ざにゲームオーバーとなります！』

「はあ、はあ、これでもう乗り物には乗れへん。また寿じゆ命みようが縮まるわ」

　小槙は走るのを諦あきらめ、人通りの多い通りを歩くことにした。

　姿の見えない敵よりも、今は防御人デイフエンダーに見つかるほうがはるかに危険だからだ。頼たよりになる騎き士し、祇園寺新汰がそばにいない今、暴力に対する抵てい抗こう力りよくは皆かい無むに等しい。

『セカンドマスターがマップ１０７〝北きた乃の森もり交差点〟を通過しました。セカンドマスターが通過したマップに、他のプレイヤーによるトラップ・プログラムが潜んでいました！　〝ＴＲＡＰ・Ｓ〟！　〝トラップ・ザ・サーバント〟に影響されたキャラクターは所有するプログラムを実行者の監かん視し下におかれます！　セカンドマスターの所有するプログラムのリストが実行者に強制送信されます！』

「ああ、こっちの動きがバレバレや」

　小槙はまた小走りに通りを駆かける。

　ブツブツと呟つぶやきながら走る小槙を見て、通行人の何人かが振ふり返る。彼女が抱かかえる端たん末まつを見て「あっ」と驚おどろきの声を出す者もいた。

　警察官の姿は、どこにも見あたらない。小槙が考えていたよりも警察機関の動きが少ないのは、やはり果須田裕杜が何らかの圧力をかけているのだろう。彼の持つ影響力は、政府組織に関しても少なくないはずである。

『アハハハ！　なんだよ、祇園寺蓮がボクはバカでキミは利口みたいな言い方するからさ、どんなヤツかと思ったら……ただの普ふ通つうの女の子じゃないか！　君の奏かなでる〝旋せん律りつ〟が手にとるように分かるよ！　アハハ！』

　端末から、不自然なほど陽気な少年の笑い声が響ひびく。

　その言動から、相手が何者かはおおよそ見当はついていた。

　アシュタロト。

　セカンド・ゲームにおいて第一のルールを定めた人物である。超飛躍ウルトラ・ジヤンプした新汰の観察によれば、ハンディキャップを背負う代だい償しよう天才という子供でもある。

「旋律？」

『そうなんだ、ボクは楽器だけじゃない、人間の奏でる内面の旋律を聴きくことができるのさ。旋律には規則がある。いちど覚えた旋律を、ボクは決して見失わないんだ。スゴイだろ？』

　そう言う少年の声音が、わずかに低く変化する。

『キミの旋律に力強さはない。人気の多い通りを選んだのは、防御人との一対一での接せつ触しよくを避さけようという、腕わん力りよくがないキミにとって当然の選せん択たくだ。またキミの奏でる旋律には、感情がない。恐きよう怖ふを感じてはいないが、今の状じよう況きようを乗り越こえようとする強い意志もない。それはキミが敵として何も怖おそれる必要がない相手だということなんだ』

　小槙は気づき、声を上げる。

「アンタ、イェレミやな。ドイツの天才少年ピアニストや」

『ご名答！　気づくのが遅おそいよ！　遅い！』

「こんなトコであたしなんかの相手で油売っててええの？　制限時間もあることやし、先を急いだほうがええんちゃう？」

『油？　ボクはそんなもの売ってなんかいないよ！　それに橋は今ごろ、最高潮を迎むかえてるはずなんだ。キミと遊んでいるのは、それが終局を迎えるまでの暇ひまつぶしってわけ！　新しいパートナーなんて、すぐに見つかるしね』

「ドライバーズブリッジで何か起こっとるん？」

『さあ？　そこまで教えてやる必要はない！　ない！　アハハ！』

　小走りにも疲つかれ、小槙は大通りの角を曲がったところでまた歩き出す。

　そこへまたＯＳが慌あわてた声で言う。

『セカンドマスターがマップ１２２〝浜はま際ぎわ通り入り口〟を通過しました。セカンドマスターが通過したマップに、他のプレイヤーによるトラップ・プログラムが潜んでいました！　〝ＴＲＡＰ・Ｌ〟！　〝トラップ・ザ・ルックバック〟に影響されたキャラクターは十分間、ゴールに対してマイナス方向への移動を禁じられます！　セカンドマスターはこれより十分間、常にゴールに接近する方向へしか移動することができません！』

「あわわ」

『アハハハ！』

　少年の笑い声を聞きながら、小槙は思考を一いつ瞬しゆんだけ巡めぐらせる。

　こっちの動きは、筒つつ抜ぬけや。誰だれかに監視されとるわけやあらへん。イェレミの洞どう察さつ力りよくと想像力の精度がずば抜ぬけて高いんやな。この人も超飛躍ができるのかもしれへん。どないしよう。ええわ、こうなったら好きなようにさせたろ。

　ふう、と一息吐はき、ゆっくりと通りを歩き出す。

『ん？　キミの旋律が急にスローになっちゃったな。歩いてるの？』

「つくづくあんたは、嫌いやな性格しとるなあ。あたしを走らせるだけ走らせて、疲れさせたところで戦せん闘とう役のプレイヤーでトドメ刺さす気やろ。あたしが体力ないて知っててそこまでする必要あるん？」

『そう言うキミは、つくづく的はずれだ！　それも正解だけど、まだ満点じゃないよ。慌てて逃にげるキミを見るのが楽しいだけさ』

「理解できひん。そないなもん見て何が楽しいねん」

『キミには永遠に分からないさ。分からない』

　それまで愉たのしげだった少年の声のトーンが、急に低くなる。

　少年の様子は、明らかに異様だ。

　感情の起き伏ふくが激しく、落ち着きがない。新汰が言っていた、精神的にも支障を負っているかもしれないという推測が確信へと近づく。

　橋のある方向へ向かって歩く小槙の耳に、ＯＳの声が伝わる。またもやトラップ・プログラムに遭そう遇ぐうしたのだ。『これより五分間、セカンドマスターはパートナーとの一いつ切さいのコンタクトを禁じられます！』と端末が告げる。

「イェレミくんは、どうしてこのゲームに参加したん？」

『キミに喋しやべる理由はない！　ない！』

　少年が即そく答とうする。

　しかし小槙は微み塵じんも気にしない。

「別にええやん、どうせ一度きりの出会いや。あたしに教えてくれたかて、あんたの本質が変わるわけやあらへん」

『……』

「他のプレイヤーみたいに、果須田裕杜に勝利したいう名めい誉よが欲しいのん？　それともテレビで注目されたいん？　あり得へんな。天才少年ピアニストのあんたはそんなもん、とっくに手に入れとる。お金も持っとる。他の人間が欲しい言うもんは、あんたはすでに持っとるはずや。せやのに、どうして──」

『知ったふうな口をきくな！』

　突とつ然ぜん、少年が叫さけんだ。

　小槙は無表情のまま、動じない。

『名誉？　注目？　金？　ボクの周りにあるそれらは、単なる同情の産物だ！　ボクは生まれながらハンディキャップを負っている。だからこその賞賛だ！　ボクを見る目は、どれも同情に満ちている！　ボクに向けられる拍はく手しゆは、憐あわれみしか感じられない！　ハンディを負っているのに、子供なのに、ピアノが弾ひける。だから褒ほめられる！　ボクの弾くピアノは芸術だ！　客寄せのショーじゃない！』

「昔、ゆうても一、二年ほど前やな。ＣＤであんたのピアノを聴きいたことがあるわ。とても綺き麗れいで優やさしい歌や思てん。イェレミくんが子供ゆうのを知ったのは、そのあとや。それやとあかんの？」

　少年が一瞬、言葉に詰つまったのが分かった。

『……ち、違ちがう！　ボクが欲しいのは、そんな言葉じゃない！　キミなんかの言葉なんて、どうだっていい！』

「なら、誰？　イェレミくんは、誰に褒めてほしくて果須田裕杜に挑ちよう戦せんするのん？　こないに危ないゲームを続けるん？　他の方法では手に入らへんの？」

『違う！　違う！　褒められたいんじゃない、認めさせるんだ！　ボクのこの力で！　今まで同情の目しか向けなかった連中を見返すんだよ！』

　半はん狂きよう乱らんに怒ど鳴なる少年の声を、小槙は無感情に受け止める。

「今のあんたは、ただの復讐者リベンジヤーや。昔、裕くんが言うてたわ。復讐者は世界で最も悲しい人種やて。誰にも勝てず、誰にも愛されず、ただ一人もがき苦しむだけの存在やて」

『はっ！　これ以上強い人間がいるか？　ボクはもう何も怖おそれない！　目的のためなら、防御人デイフエンダーや他のプレイヤーを殺したって構わない！　だからボクは誰にも負けない！　その〝ユウクン〟とやらが誰かは知らないけど、よっぽどのバカだな！』

「裕くんはバカやあらへん。たぶん、世界で最もその対極にいる人や」

　通りを歩きながら、小槙ははっきりと言う。

　警察官の集団が近づいてくる。

　小槙は端たん末まつを背後に隠かくし、何食わぬ顔で警察官たちとすれ違う。

『キミは、どうなんだ？　どうなんだよ？』

「え？　なに？」

『キミの旋せん律りつには、これっぽちも覚かく悟ごがないよ？　キミには目的があるの？　その目的のためにはライバルを蹴け落おとして、敵を倒たおす覚悟があるの？』

「うーん、あらへんなあ、そないなもん」

　あっさりと認める小槙を、少年が嘲あざ笑わらう。

『それじゃあ、ボクがキミに負ける要素が何もないよ』

「でもな」

『ん？』

「……やっぱりええわ。大したことやあらへん。気にせんといて」

『なんだよ、気になるな』

『セカンドマスターがマップ１３２〝浜際通り中央〟を通過しました。セカンドマスターが通過したマップに、他のプレイヤーによるトラップ・プログラムが潜ひそんでいました！　〝ＴＲＡＰ・Ｆ〟！　〝トラップ・ザ・ファイナル〟は他のトラップ・プログラムに三つ以上影えい響きようを受けているキャラクターに対してのみ有効で、実行者がゲームオーバーにならない限り永遠に現在のマップ以外への移動を禁じられます！　セカンドマスターは〝トラップ・ザ・ファイナル〟の影響を受けました！』

「ああ、あかん。大変や」

　まるで他人ひと事ごとのように嘆なげきながらも、小槙はまったく別のことを考えていた。

　さすがに不ふ審しんに思ったのか、イェレミがはじめて警けい戒かいの様子を見せる。

「分からないよ、キミの考えてることが分からない。キミの旋律は単調で呆あきれるほど幼よう稚ちなのに。本当ならもう最高潮を迎むかえてるはずなんだ。戸と惑まどい、恐きよう怖ふし、高鳴るはずなんだ。でもキミには、それがない。常に平へい坦たんだ。キミは今、いったい何を考えてるの？』

　少年の問いかけに、小槙はまるで別のことを口にする。

「春野くんは、いったい何しとんねん」

『……え？』

　橋のある方角を見つめ、言う。

「そろそろプログラムの一つや二つゲットしててもええ頃ころや。せやのに春野くんは何しとんねん。サボってんちゃうか。もしそうなら、また祇園寺くんに言うて怒おこってもらわなあかん。あたしが言うても、ほっぺたツネられて返り討うちやからな」

『何を言ってるんだ？　言ってるんだよ？』

　困こん惑わくする少年の声と同時に、端末から警戒音が鳴り響ひびく。

『セカンドマスターに他のプレイヤーが接近！　セカンドマスターに他のプレイヤーが接近！』

　通りの向こうから、腕うでにリングをはめた男が二人、小槙に向かって近づきつつあった。

　やってくる二人とも、一目で屈くつ強きような体つきが分かる大男である。どちらかがイェレミのパートナーであると考えて間違いないだろう。

「ああ、戦せん闘とう役の登場や。新しいパートナーもやっぱりもう見つけてたんやな」

『そういうこと。ここでキミは葬送曲を奏かなでる』

「ここまでは、予想通りや。せやのに春野くんは何しとんねん、ほんま」

『……なんだって？』

　その時。

『マスターに防御人が接近！　……マスターが〝エイト・ツー〟を撃げき破はしました！　新プログラムを手に入れました。〝Ｗ・Ｐ〟。〝ホワイト・プログラム〟は効力を全く持たないダミープログラムです。ただし他の破は壊かいプログラムに狙ねらわれた場合、〝ホワイト・プログラム〟が他のプログラムのかわりに破壊されます』

　ＯＳが嬉うれしげな声で報告する。

　小槙は、ふう、と肩かたを下ろす。

「間かん一いつ髪ぱつや。春野くんもやることはやってたんやな。しかも手に入れたんも、ちょうどいいダメプログラムや」

『なんだ？　キミの旋律が少しだけ高鳴り出したよ？』

「イェレミくん、あんたほどのプレイヤーや。とっておきのごっついプログラムを隠し持っとるはずやんな。それ、もらうで」

『……！　キミのプログラムの数が増えている？』

　動どう揺ようするイェレミに対し、小槙ははっきりとした口調で宣言する。

「〝Ｈ＆Ｇ〟プログラム実行。ターゲット、〝アシュタロト〟」

『！』

　小槙の持つ端末に、イェレミの持つプログラムのリストが列記される。効果の説明も残らず表示されていた。

「わあ、やっぱり持ってた。これがええわ」

『相手から奪うばうプログラムを音声もしくはキーボードによって指定してください』

「〝Ｓ＆Ｇ〟プログラム」

『音声、確かく認にんしました。次に交こう換かんするためのプログラムを指定してください』

「もちろん〝Ｗ・Ｐ〟や」

『音声、確認しました。〝Ｈ＆Ｇ〟プログラムによって両者のプログラムが交換されます』

『しまっ……早く〝イチゴ〟のエントリーリングを壊こわせ！　壊せよ！　……いや、早くその場から離はなれろ！　離れろぉっ！』

　狼ろう狽ばいするイェレミの指示を理解できず、二人の男は動くことができない。

「もう遅おそいで。〝Ｓ＆Ｇ〟プログラム実行」

『〝Ｓ＆Ｇ〟実行。〝ソドム＆ゴモラ〟プログラムは、実行者の半径10メートルの範はん囲い内にいるキャラクター全すべてを影えい響きよう下に置きます。影響を受けたキャラクターが所有するプログラム数が実行者より多い場合、ランダムに三つのプログラムを破壊します』

『そんな……やめろおおぉぉっ！』

　断だん末まつ魔まのような少年の叫さけびと、ＯＳの無む慈じ悲ひな声が重なる。

『〝Ｓ＆Ｇ〟プログラムが隣りん接せつするキャラクターのプログラムを破壊しました！　キャラクターの所有プログラムがゼロになりました！　ゲームオーバー！　セカンドマスターが他のキャラクターを撃破しました！』

　小槙の持つ端たん末まつディスプレイ上で、小槙のＯＳである魔ま法ほう使つかいが放った火の玉が、逆さに吊つるされた人形に命中する。〝アシュタロト〟のＯＳである人形が燃え尽つき、灰と化す。

『そんな……どうしてボクが──』

　イェレミの音声が、ブツッ、という無機質な音とともに途と切ぎれる。

「あんたがあたしをどこかへ追い込もうとしてるんは明らかやった。そんなら、その先に戦闘役のパートナーがいるのは必然や。あたしがおとなしくしとるうちは、その時まで強ごう引いんな手を使ってきいひんと思ってん。あとは、春野くんが強力なプログラムを手に入れるまで時間を稼かせいで一発逆転を狙うだけや。春野くんがダメでも、〝Ｈ＆Ｇ〟があったからわりと高い確率でいける思てん」

　誰だれにともなく呟つぶやき、小槙はイェレミのパートナーだった男を見る。

「イェレミくんに言うといて。イェレミくんは、ほんまは自分自身を認めたかってんな。色んな目で見られるばかり、他の誰よりも自分で自分が信じられへんくなってんな。もうちょっと素す直なおになれば、きっと大だい丈じよう夫ぶや。答えはきっと、もうイェレミくんの中にあるんや。それに気づかへんかっただけや」

　小槙の言葉に最初は戸と惑まどっていた様子の二人組だが、やがてこちらに向かってゆっくりと歩み寄ってくる。二人とも目つきが険悪である。

　思わず小槙は後あと退ずさる。

「逆さか恨うらみはあかん。あかんよ」

　その時、距きよ離りが縮まっていく両者の間に突とつ然ぜん、一台のオフロードバイクが滑すべり込んだ。

　ウォンッ！　という獣けものの咆ほう哮こうにも似たエンジン音をかき鳴らし、小槙の目の前に急停止する。

『セカンドマスターに他のプレイヤーが接近！』

「うわっ、なんやなんや」

「乗れ、〝イチゴ〟」

　バイクに乗ったスーツ姿の男は、ヘルメットもつけずに煙草たばこをくわえていた。

「どちら様なん……？」

　小槙の小さな疑問の声は、バイクの大きなエンジン音に完かん膚ぷなきまでにかき消された。







　15　春野祥　その六




『セカンドマスターが他のキャラクターを撃破しました！』

「よし！」

　祥は思わず声を上げ、ガッツポーズを作る。すぐあとに『セカンドマスターに他のプレイヤーが接近！』というＯＳの声が伝わる。

「俺が手に入れたプログラムのおかげだぞ！　感謝しろよ、鈴藤さん！」

　だが、そんな祥めがけて鋭するどい蹴けりが襲おそいかかった。

「っと」

　祥は落ち着いて上体を反らし、蹴りをかわす。立て続けに顔面を狙ねらってくる拳こぶしも、動きを見切って紙かみ一ひと重えで避よける。

　後ろに跳とんで間合いを置き、祥は身構える。

「防御人デイフエンダーも、ピンからキリまでいるみたいだな。〝ゼロ〟に比べりゃ、お前らは今のオレでも何とか戦えるぜ」

　祥の茶色がかった瞳ひとみの先には、体にぴったりとフィットした迷めい彩さい服ふくを着た細身の男が立っていた。

　防御人、〝セヴン・エイト〟である。

　祥の足元には、目の前の男とまったく同じ外見をした人物が失神して倒たおれている。

　動物を象かたどった仮面で顔を隠かくしてるとはいえ、その動きや全く同じ動きをする二人組には覚えがあった。

「お前ら、知ってるぜ。香ホン港コンの祁チ兄弟だな。この前の異種格かく闘とう技ぎの予選大会で弟は二回戦、兄貴は三回戦どまりだったっけ？」

　祁兄弟。香港の有名な双ふた子ごのスタントマンである。クンフーの名手でもあり、世界的な異種格闘大会にも参加している。

　おそらく今、祥と戦っている防御人〝セヴン・エイト〟は兄の祁恩エン威ウエイだろう。

〝セヴン・エイト〟が祥との距離を詰つめ、突つきから蹴りへと見事な連れん携けいを見せる。

「っと」

　間かん一いつ髪ぱつ、祥はかろうじて攻こう撃げきをかわす。〝ゼロ〟や〝ノヴァ〟との戦闘でうけたダメージが完全に癒いえておらず、動くたびに体中に激痛が走る。

　祥は今、人通りの少ない閑かん静せいな住宅街にいた。

　ドライバーズブリッジへの近道を通り抜ぬけようとして、二人組の防御人と遭そう遇ぐうしたのだ。

「鈴藤さんが二つも景気よくプログラムを使ってくれたおかげで、またプログラムがたった一つだけに減ったわけか。まあプログラムを使わなきゃ、鈴藤さんなんかが防御人に勝てるわけないだろうからいいんだけどな」

　それにどうせまた、祇園寺新汰とかいう人物に助けてもらったのだろう。あの鈴藤小槙がたった一人で他のプレイヤーに勝てるとも思えない。

「お前のプログラムも貰もらうぜ。悪く思うなよ」

　祥は不敵な笑みを浮うかべ、防御人〝セヴン・エイト〟に向かって駆かける。

　防御人が切れの良い回し蹴りで祥の頭部を狙う。

　だが祥は身を低くして蹴りをかわし、タックルの体勢に入る。

「ハァッ！」

〝セヴン・エイト〟の手刀が頭上から襲う。

　だが祥は相手の動きを読んでいた。タックルに行くと見せかけ、急に方向転てん換かんをして防御人の背後にまわりこむ。

　祥の両手が、防御人を背後から抱かかえ込んだ。

「せあっ！」

　背中から防御人を持ち上げ、後方の地面に頭から叩たたきつける。

　なすすべもなくジャーマンスープレックスの餌え食じきとなった〝セヴン・エイト〟が、地面に倒れたきり動かなくなる。完全に失神したようだ。

『〝セヴン・エイト〟の脳波レベル低下を確かく認にん。マスターが防御人〝セヴン・エイト〟を撃げき破はしました。マスターは〝Ｃ・ＥＲＩＥ〟を入手しました。正式名めい称しよう〝チャーミング・エリー〟は、一名のプレイヤーに影えい響きようした他のプログラムを一度だけ破は壊かいすることができます。使用条件は実行対象となるプレイヤーのコードネームを音声またはキーボードによって指定することです。保存しますか？』

「はあ、はあ……イエス」

　息を切らせつつ、エントリーリングに向かって言う。

　休む時間すら惜おしい祥は、すぐに細い路地を駆け抜けて国道へ出る。

　ドライバーズブリッジに向かうのはもちろんだが、一刻も早く新しいパートナーを見つけ出さなければならない。

　ここから目的の橋までは、走って五分程度のごく近い距離にある。

　祥が、丸屋根に十じゆう字じ架かが掲かかげられた建物の横を通り過ぎる。

『マスターがマップ５５〝潮天エリサス女子修道院〟を通過しました。キーワード２を手に入れました。クリア条件に加えます』

　ＯＳが告げる。

　女子修道院を意味する〝カンヴェント〟。その頭文字はＣである。祥はこの場所を通ることも予定済みだった。

　さらに数分ほど走ったところで、またＯＳの声がイヤホンから届いた。

『セカンドマスターがマップ１９１〝ドイツ大使館前〟を通過しました。キーワード５を手に入れました。クリア条件に加えます』

　ドイツは〝ジャーマン〟、Ｇで始まる単語である。小槙もまたやることはやっているようだ。

　ただ先ほど小槙がいた浜際通りからドイツ大使館までは、歩いて十数分で行ける距きよ離りではない。なにか乗り物を利用しているのかもしれない。

　しかし驚おどろくべきは、なんといっても果須田裕杜だ。

　潮天市に数多く存在している数多あまたのキーワードが的確に考こう慮りよされていた。おそらく膨ぼう大だいなデータであるはずのそれらを、たった十数分で設定してしまったのだろう。その技術は神かみ懸がかりとしか言いようがない。

「思ったより頑がん張ばってくれてるな、鈴藤さん。それにくらべて……」

　自然と独り言が口から漏もれる。

「アイツはいったい、どこをほっつき歩いてんだ！　俺のほうから捜さがせないことは知ってるんじゃなかったのか？」

　新しいパートナーのことである。本来は安住蔵人のパートナーだった人物だ。

「だいたいあいつは普ふ段だんから何を考えてるのか分からないんだ。ゲームに参加した時だって、俺のことをシカトして自分はさっさと蔵人と組みやがって。おかげで俺は鈴藤さんみたいな人じん畜ちく無害の一いつ般ぱん人じんと組むハメに……」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちりながら走っていると、国道の先に異質な光景が拡ひろがっていた。

　潮天ドライバーズブリッジ。

　海へと繫つながる大きな河をまたぐ鉄橋である。対向車線も含ふくめて六車線ある道路を維い持じしているのは、数十メートルという高さから吊つるされたワイヤーだ。

　ドライバーズブリッジという名の由来は、中央の支柱を中心にして橋が回転することからきている。年に一、二回ほど運航する大型タンカーを通過させるためである。

　普段は順調に車両を吞のみ込んでいるはずの橋の入り口が、大混雑に見み舞まわれていた。

　機動隊らしき武装警官の姿が見える。厳げん戒かい態勢がしかれているのだろう、ヘルメットをかぶった警察官が車両の通行を塞ふさいでいる。

「まるで戦場だな」

　その考えは、早合点だった。警察官たちの制止を無視して橋の入り口にさしかかったところで、思い知る。

　目の前に、まさに戦場そのものの光景がひろがっていた。

　盾たてを構えた機動隊と睨にらみあっているのは、屈くつ強きような体つきをした迷めい彩さい服ふくたちだ。迷彩服たちはスタンガンやボウガン、ナイフなどを構えて警官たちの突とつ入にゆうを牽けん制せいしている。

　迷彩服の壁かべの向こうは、さらに熾し烈れつだった。

　見える範はん囲い内だけでも、数十人の迷彩服とそれとほぼ同数の人々が死し闘とうを繰くり広げていた。乗り捨てられた乗用車の間に、何人もの人間が倒たおれている。

　戦っている者、地面に倒れ伏ふしている者、そのどちらにも見覚えのある顔を数多く見ることができた。果須田裕杜が選び抜ぬいた精せい鋭えいたちが、今まさに互たがいの目的に向かって闘たたかい傷つけ合っている。

「……」

　胸の中で、感情の波が渦うず巻まく。

　果須田裕杜をはじめ、防御人デイフエンダーやプレイヤーは皆みなこのような展開になることを覚かく悟ごしてゲームに臨のぞんでいるのだろう。

　祥自身も、もちろん同じである。

　鈴藤小槙の言っていた言葉を思い出す。

　──春野くんはどうしてこんなゲームに参加したんやろ？

　自身に問いかける。

　自分はいったい、何のために戦っているのだろう？

　答えは、いつも決まっていた。

　妹が世界一の天才だったことを証明するためだ。彼女の能力を受け継ついだ彼が、それをしなければならない。

　そう思っていた。しかし。

　──他の方法では手に入らないものなんやろか。

「ちっ」

　舌打ちし、頭から小槙の存在を振ふり払はらう。どうして今になって同級生の少女のことを思い出すのか、自分でも分からない。

「鈴藤さんには俺の気持ちなんて分からないさ」

　表情を引き締しめ、走り出す。

　全速力で機動隊の間を駆かけ抜け、バリケードとなっている防御人に向かって駆ける。警官隊が制止に入るが、トライを狙ねらうラガーマンのごとく次々とかわしていく。

　壁となっている防御人たちは、ニヤニヤと笑いながら祥をやりすごす。てっきり攻こう撃げきしてくるものと思っていたが、そのつもりはないらしい。プレイヤーだけは橋の入り口を通すよう、果須田裕杜に命令されているのだろう。

『マスターが混戦地域に突入しました！　以後、複数の防御人と同時に接せつ触しよくする危険があります』

　イヤホンから伝わるＯＳの音声を聞きながら、祥は橋の出口めがけて疾しつ走そうする。

　潮天ドライバーズブリッジは、距きよ離りにして一キロメートル近くもある巨きよ大だいな橋だ。破は壊かいされた自動車から立ち上る煙けむりのせいで、百メートル先も視界が利きかなくなっている。

　一人の迷彩服が眼前に立ち塞がる。

　しかし祥は迷彩服の振り回した特とく殊しゆ警棒をかわし、横を通り過ぎる。

「こんな奴やつら、いちいち相手してられるか！」

　すると祥の台詞せりふに反応したかのように、ＯＳの音声が耳に入った。

『マスターがマップ９０〝ドライバーズブリッジ〟に接触しました。自動的にマップに仕し掛かけられたウィルスプログラムが実行されます！　同端たん末まつを所有するマスターかセカンドマスターのいずれかが十分間かん隔かくで一人以上の防御人を撃破しないかぎり、一つずつ所有プログラムが破壊されます！　この効果はマスターかセカンドマスターのいずれかが影えい響きようマップを突とつ破ぱするまで持続します！』

「ウィルス・プログラム？」

　さらにＯＳが続ける。

『マスターがセカンド・ゲームのクリア条件を含ふくむ地域に接触しました！　五分後に発生するイベント・プログラムまでに、パートナーに指定されているプレイヤーと同じマップ内に移動してください。不可能と判断した場合は、ただちにマップを脱だつ出しゆつしてください。条件が無視された場合、パートナーを含むプレイヤーはゲームオーバーとなります』

「そ、そんな条件、聞いてないぞ！」

　思わず足を止める。

「あいつ、まだ橋に着いてないのか？」

　焦あせって周囲を見回す祥の髪かみを、潮の香かおりを含んだ風が揺ゆらした。

　煙が晴れ、橋の奥にある光景を露あらわにする。

　道路の先を、数台の大型トレーラーがふさいでいた。両車線の外側二つを完全に封ふう鎖さした状態で、中央だけ通路ができている。

　道路中央に空いた空間で、あまりに対照的な体格をした二人組が動き回っていた。

「あいつは、まさか……」

　混線状態の道路を、奥に向かって走る。

「チカ！」

　中央車線で戦っていた少女が振り返る。

『マスターが新しいパートナーと接触しました。イベント・プログラムが実行される前にマップを脱出してください。脱出できなかった場合、マスターとパートナーはイベントプログラムの影響を受けるおそれがあります』

「さ、祥クン」

　格かく闘とうしていた相手から間合いを置き、金きん髪ぱつの少女がこちらに駆け寄る。

「よかった、会えて……あと五分以内に会えないとゲームオーバーになるってＯＳが」

　消え入りそうな声で、少女が言う。




　同級生の鈴藤小槙よりは、背の高い少女だ。耳のうしろで外側にハネた金色の髪が印象的だった。細い身体からだを薄うす手でのシャツで包み、腿ももの部分に穴が空いたジーンズをはいている。片方の耳につけているのは、ハートを一本の矢で貫つらぬいたピアスだ。

[image: ]

　詩し音ね間まチカ。祥より一つ歳上の高校二年生にして、数々のヒット曲を世に送り出している作曲家という特殊な肩かた書がきの持ち主だ。作曲家としての彼女、〝ｃｈｉｃａ〟は若者の世代を中心に絶対的な人気を誇ほこっている。

　だが彼女にはもう一つ、別の顔があった。

　春野祥と安住蔵人とともに、世の天才たちに挑いどむ挑ちよう戦せん者としての詩音間チカである。

　祥をはじめとする三人は、それぞれの理由によって過去何度か〝天才〟と呼ばれる人々に挑戦したことがある。その多くはチェスや将しよう棋ぎ、時にはカードなどの知性に基もとづいたゲームだが、祥たちは全てに勝利してきた。

「この、バカ！」

　近寄るなり、祥はチカの頭を叩たたく。

「痛っ」

　頭をおさえてこちらを見上げる少女の顔面を摑つかみ、力を込こめる。

「だったらどうして戻もどって俺を捜さがさなかったんだよ！　俺が端末を持ってない上にパートナーと連れん絡らくがとれないってこと、蔵人から聞いてるだろうが！」

「い、痛いよ、祥クン」

「だいたい、ゲームが始まる前からお前の行動は気にくわなかったんだ！　最初から正式な招待客のお前が俺のことをパートナーに選んでれば、俺はこんな苦労しなくてすんだのに、さっさと蔵人と組みやがって！　おかげで俺は！　あんなチンチクリンと！」

「そ、そんな……祥クンとパートナーなんて、恥はずかしい……」

「俺と組むのがそんなに恥ずかしいか？　それは俺が恥ずかしい人間だってことか？」

「ち、違ちが……あ、頭が壊こわれる……欲しがってた歌手の限定コンサートチケットあげるから、許して……」

　涙なみだ目めになって訴うつたえるチカを見て、少しだけ気が晴れた。祥は少女の顔から手を離し、道路の先へと視線を向ける。

　トレーラーで両りよう脇わきを塞ふさがれた道路の中央で、男は見下した笑えみを浮うかべていた。

　腕うでの太さだけでも、チカのウエストを上回るだろう。腰こし回まわりともなると、祥とチカが手をつないでやっと一周できるくらいに見える。首などは太すぎて肩かたと区別ができない。

　マワシのかわりに特大の迷めい彩さい服ふくを着て、バイザーのようなものを顔面に装着しているとはいえ、髷まげを結ゆった髪かみ型がたでどんな人物であるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「お前のことはもうどうでもいいとして、あいつは……」

　道路の先にいる男を睨にらむ。

　チカが慌あわてて説明する。

「え、えーと……お相撲すもうさん、かな？」

「……前から思ってたんだけどお前、俺のことバカだと思ってるだろ。あの格好見りゃ誰だれだって分かるよ」

「あの、その、気をつけてね？　あの人、グワッて感じで襲おそってくるから……でも脚あしはスススッて感じで、腕はガッて……」

　落ち着きなく身み振ぶりをまじえて説明する少女の話を、祥は迷うことなく聞き流す。この少女の感性につきあっていたら、二度と〝普ふ通つう〟には戻れない。

　ここまでの距きよ離りから考えると、現在地点が橋のちょうど真ん中あたりだろう。トレーラーで道を狭せばめているのは、混乱に乗じてプレイヤーが通過するのを防ぐために違いない。

「戦うしかないってわけか。どうせ十分以内に一人は防御人デイフエンダーを倒たおさなきゃならないんだし、ちょうどいいけどな」

　祥とチカが近づいていくと、迷彩服の大男は股またを大きく開き前まえ屈かがみに構える。

「痴ち話わゲンカは終わったカイ、ちびっ子たち」

　英語で男が話しかけてくる。訛なまりの強い、聞き取りにくい発音だった。

　黒く焼けた肌はだに、青い瞳ひとみ。姿こそ相撲取りのそれだが、目の前にいる男は明らかに日本人ではなかった。

「黒こく竜りゆう山ざん……無敗の横よこ綱づなから一転、恐きよう喝かつ、傷害、とどめに酔よった上での殺人事件で服ふく役えき中のはずのアンタが、なんでこんなところにいるんだよ？」

　祥もまた英語で言う。海外出張が多い親の影えい響きようもあり、英語だけなら同年代の友人たちよりも勉強していた。

「カスダユウトがディフェンダーになることを条件に警察に手回ししてくれたのサ。それどころか、このゲームでプレイヤーを多く倒せば大金を手に入れることができル」

「ちょうどいい、もとからアンタの相撲は気に入らなかったんだ。弱い相手はいたぶって、強い相手には徹てつ底てい的に守って相手のミスを待つ」

　祥の言葉に、黒竜山は大口を開けて笑う。大きな口から垣かい間ま見みえた舌に、青白い光を放つ小さなリング状のピアスが刺ささっていた。あれが目前の防御人のエントリーリングなのだろう。

「それの何が悪イ！　勝ちさえすれば金がもらえル！　それが世界のどこへ行っても変わらないルールダ！」

　祥は眉まゆ根ねを寄せ、身構える。

「相撲好きの親父おやじも、アンタのことは大だい嫌きらいだった。ここで負けたら親父に殺されるな」

「暴君親子……」

　チカの足を踏ふみつける祥の前で、異国人の関取であった黒竜山がさらに前ぜん傾けい姿勢をとる。

　片手を地面につけたと思った瞬しゆん間かん、弾だん丸がんのような勢いで巨きよ体たいが迫せまっていた。

　祥とチカは寸前で両側に動き、体当たりをかわす。秒速何十メートルという轟ごう風ふうが二人の横顔を殴なぐりつける。

　相撲取りの最大の武器は、百数十キロという体重から繰くり出される素す早ばやい攻こう撃げきだ。分厚い脂し肪ぼうの下にあるのは、筋肉の塊かたまりである。外側からの攻撃をはじき返すそれは、見上げるような巨体を常人以上のスピードで動かす。

　特に全身を使っての体当たり、〝ぶちかまし〟となると一トンもの威い力りよくがあるそうだ。自動車なみの衝しよう撃げきである。細身の祥やチカがまともに喰くらえば、全身の骨が粉々になることは容易に想像できる

「せやあっ！」

「はっ！」

　祥の蹴けりが黒竜山の横顔を、チカの手刀が首筋を叩く。しかし、岩を殴ったような感かん触しよくに腕を痛めただけだった。

　黒竜山が吠ほえる。

「ウィルスプログラム、〝Ｓ・ＤＥＦ〟実行！　ターゲット、〝アイビー〟、〝ミモザ〟！」

　黒竜山が顔に装着したバイザーに、小さな文字の羅ら列れつが見えた。おそらくバイザー自体に液えき晶しよう画面を備えているのだろう。

『マスターが防御人〝ワン〟によるウィルスプログラム〝Ｓ・ＤＥＦ〟の影響を受けました！　〝スーパー・ディフェンド〟によって指定されたプレイヤーとそのパートナーはこれより五分間、一いつ切さいのプログラムを使用してはいけません！　使用した場合、ランダムに一つのプログラムを残して全てのプログラムが破は壊かいされます！』

　ＯＳが警告するが、祥にとってはさしたる支障はない。もともと二つしかプログラムを持っていない上に、〝ワン〟との戦せん闘とうは完全な肉にく弾だん戦になりそうである。祥と同様に、チカもまた頭脳戦よりも格闘のほうを得意としている。

「フンッ！」

　プレス機のような大きな〝ワン〟の手が、チカを襲う。風にあおられた葉のように緩ゆるやかな動きで、チカが張り手をかわす。

「倒れろっ！」

　祥が黒竜山の背後から膝ひざの裏を蹴り、さらに分厚い肩かたに肘ひじ打うちを喰らわせる。

　しかし、髷を結った巨体は微び動どうだにしない。

　横なぎに振ふり回した黒竜山の腕うでをかわし、祥は再び距離を置く。

「ぜ、ぜんぜん効いてないみたい」

　となりでチカが呟つぶやく。

　余すところなく筋肉の鎧よろいで覆おおわれた軀からだに、体重で圧あつ倒とう的に劣おとる祥たちの打撃はまるで通用しない。かといって関節技を狙ねらったところで、やはり筋力によって防がれてしまうだろう。唯ゆい一いつの勝ち目と言えるのが、重量を逆手にとった投げ技わざだ。しかし、相撲取り独特のすり足は、完かん璧ぺきなまでに体重を支えている。

　頭脳プレーは不得意そうだが、目の前の敵にはそれを補って余りあるパワーがある。圧倒的とすら言えるパワーだ。

　いったい、どうする？

　思案を巡めぐらせる祥の耳に、重低音の唸うなり声が飛び込んだ。

　後方を見ると、煙けむりの向こうから眩まぶしいライトの光明がこちらへと向かってきていた。

　一台のオフロードバイクだ。

　防御人デイフエンダーとプレイヤーの群れをかいくぐるように蛇だ行こうしながらも、なんとか前進している。

　チカが声を上げる。

「く、蔵人さん！」

　大型のバイクを操あやつっているのは、スーツを着た男性だった。

　さらに後部座席にいる人物を見て、祥は目を見開く。

　大きなヘルメットがずり下がり、完全に顔を隠かくしてしまっている。だがその少女は紛まぎれもない祥の同級生、鈴藤小槙だった。

「チカ！　蔵人にこのまま突つっ切るように伝えろ！」

「え？　でも、蔵人さんがいてくれたほうが」

「プログラムがろくに使えないんだから、あいつがいても大して変わらないだろ！　それより後ろに乗ってるチンチクリンをこんな場所から脱だつ出しゆつさせるほうが先だ！　パートナーのどっちかがこのマップを突とつ破ぱすれば、最初に受けたウィルスプログラムを破壊できる！」

　祥は真しん剣けんな顔で言い放つ。

　少女の姿を見た途と端たん、そうしなければならないという衝しよう動どうにかられていた。あのあどけない、平和な性格をした小槙がこんな場所に居ることになぜか堪たえられなかった。祥の勢いにおされ、チカが戸と惑まどいながらもエントリーリングを口に近づける。

「三秒だ」

　となりにいる少女に向かって、言う。

「あのデブの動きを封ふうじる。なにがなんでもバイクには手を出させるな。できるか？」

　しかし、チカは唇くちびるを嚙かんで答えない。

「チカ？」

「……恋こい人びと、なの？」

「違ちがう。死んでも違う」

「ほんとう？　ほんとうに？」

「ああもう、いいから返事は！　できるのか、できないのか！」

　煙の中を近づいてくるバイクを見ながら、祥はとうとう叫さけんだ。

　少女がうって変わり、艶つややかに微笑ほほえむ。

「貴方が望むなら」

　祥を見つめるチカの瞳ひとみが徐じよ々じよに赤く染まっていき、瞳どう孔こうが一いつ瞬しゆんにして収縮する。

　チカの脳内で興奮物質が大量分ぶん泌ぴつされているのだ。急激に働きを飛ひ躍やくさせた脳のう細さい胞ぼうが奮起し、少女の顔つきすらも変えていく。

「風に踊おどる花は人を惑まどわす……けれど風に耐える蕾つぼみの姿こそ、人を恋こい焦こがれさせる……」

　静かに、しかし淀よどみなくチカが呟く。

「祥クンも、自分の意志で超飛躍ウルトラ・ジヤンプができればよかったのにね」

「余計なお世話だ」

　詩音間チカは、創造力の天才である。

　どんな状じよう況きよう下でも、まるで脈みやく絡らくのない、常人では予想もつかないような発想を呼び起こす。論理性が皆かい無むなため、しばしば意味のない言動を見せるのが欠点だが……本人曰いわく「私は降りそそぐ黄金の雨から、素す敵てきだと思える雫しずくを選ぶだけ」らしい。チカのコードネームである〝ミモザ〟、その花言葉は〝黄金のにわか雨〟である。

　祥の耳に、ＯＳの声が響ひびいた。

『指定時間が経過しました。イベント・プログラムが実行されます。マップ９０〝ドライバーズブリッジ〟にいるプレイヤー全てが影えい響きよう下におかれます』

　地じ響ひびきのような振しん動どうが、地面を揺ゆらす。

　祥はすぐに事態を理解した。

「橋が動いてるのか？」

　ＯＳの事務的な声が続ける。

『マップ９０〝ドライバーズブリッジ〟が、他のマップから完全に隔かく離りされます。番人ゲート・キーパーに指定された防御人を撃げき破はしないかぎり、マップは通常の状態へと復帰しません』

「橋が完全に陸地と離はなれるまで、数分かかるはずだ。バイクならまだ間に合う！」

　祥の声とＯＳの声が重なる。

『イベント・プログラムによってマスターに近接する防御人、〝ワン〟が番人に指定されました。マップから脱出するためには〝ワン〟を撃破しなければなりません』

「蔵人に伝えろ！　俺たちはあとから行く。間に合わなかったら……えーと、思い切り笑ってやるからな！」

「もしもし、蔵人さん？　祥クンが脱出に間に合わなかったらぶっ殺すって……」

　迫せまり来るバイクを背に、祥とチカが再び黒竜山に挑いどみかかる。

　口火を切ったのは、チカだった。

「プログラム〝Ｂ・ＣＡＧＥ〟実行。ターゲット、防御人〝ワン〟」

　何の躊躇ためらいもなくブラグラムを使用する。

　祥のＯＳが変化を告げる。

『他のプレイヤーによって〝バード・ケイジ〟プログラムが実行されました。マスターに近接する防御人〝ワン〟の行動範はん囲いが五秒間、半径一メートル以内に制限されます！　しかし〝Ｓ・ＤＥＦ〟プログラムの影響によって、〝Ｂ・ＣＡＧＥ〟を実行したプレイヤーの所有するプログラムが残り一つを除き全て破は壊かいされました！』

　地面を蹴けり、祥は黒竜山のこめかみを蹴る。

　だがやはりダメージはなかったようだ。黒竜山が祥めがけて張り手をふりかざす。

　トン、と軽い振動が黒竜山の腕うでを叩たたいた。

　チカが爪つま先さきで軽く叩いたように見えたそれは、見事なタイミングで祥から張り手の狙ねらいを狂くるわせた。ぐらり、と黒竜山の軀からだが傾かたむく。

　次の瞬しゆん間かん、チカが黒竜山の軀を駆かけ上がり、軽かる業わざ師しのような身のこなしで髷まげ頭の上に倒とう立りつする。

「はっ！」

「せいっ！」

　チカの体重を乗せた両りよう膝ひざが後頭部、そして祥のソバットが黒竜山の顔面を打つ。

　真っ赤な鼻血が飛び散った。

　エンジン音が鳴り響き、前輪を持ち上げたバイクが祥たちの横にできたわずかな隙すき間まを通り抜ぬけようとする。

　すれ違う瞬間、祥のすぐ間近をヘルメットで顔を覆おおった同級生が通り抜ける。「前が見えへんてー」という声が聞こえ、思わず緊きん張ちよう感が殺そがれる。

「ヌアァッ！」

　鬼おにの形相をした黒竜山が、小槙の服を摑つかもうと腕を伸のばす。

「させるかっ！」

　祥が全力をかけて、黒竜山の腕に肘ひじを打ち込む。鉄の棒のような元関取の腕が方向を変え、紙一重で小槙が攻こう撃げきを逃のがれる。

「ヌウッ！　ウィルスプログラム〝Ｓ・ＧＡＲＤ〟実行！　ターゲット、〝イチゴ〟！　オレが影響を受けているプログラムを移してヤル！」

「させないっつってんだろ！　〝Ｃ・ＥＲＩＥ〟実行！　ターゲット、〝イチゴ〟！」

　連続して襲おそいかかる張り手をかいくぐりながら、叫さけぶ。

『マスターの音声を解かい析せき中。登録されたコードネームを確かく認にん。対象となったプレイヤーがウィルスプログラムの影響を逃れました。使用した〝Ｃ・ＥＲＩＥ〟が消去されます。また〝Ｓ・ＤＥＦ〟プログラムによって所有プログラムが破壊されます。──マスターの所有するプログラムが残り一つだったため、影響はありません』

　無事にトレーラーの間を通過したオートバイの後ろ姿が、小さくなっていく。

「クソォォッ！」

　黒竜山の軀が、弾はじかれたように加速する。

　小槙をかばうために正面に立っていた祥は、巨きよ体たいの体当たりを喰くらってしまう。

「っっ！」

　とっさに両腕で防ぼう御ぎよしたが、無意味に近かった。抵てい抗こうという言葉が虚むなしく感じられるほど圧あつ倒とう的な衝しよう撃げきが、祥を吹ふき飛ばす。

　地面の上をバウンドしながら転がり、トレーラーの車輪にぶつかったところで意識が遠のいていく。

「祥クンっ！」

　悲鳴のようなチカの声も、かすかに耳に届いたくらいだった。

　祥の意識が、あっけなく闇やみに落ちていった。







　果須田裕杜は言った。

　優ゆう秀しゆうな頭脳と肉体を兼かね備えた者だけが、僕に辿たどり着くことができる──。

　双ふた子ごの妹は言った。

　お兄ちゃんにも、わたしと同じことができるはずだよ──。

　自分に問いかける。

　なぜ自分は、果須田裕杜に挑ちよう戦せんしているのだろう？

　俺は本当に優秀な頭脳とやらを持っているのだろうか？

　妹が死んでから、祥は超飛躍ウルトラ・ジヤンプができるようになった。〝超飛躍〟という能力に関しては、必死に資料を探した末、果須田厚志という学者の論文で見つけた。

　やがて祥は、世界中の天才に挑いどむようになった。同じ能力を持つ仲間も見つけだした。

　妹がくれた能力は、誰だれにも負けない。

　それを証明するために挑戦し続ける。

　そう、思い続けてきた。

　しかし同級生の鈴藤小槙は言った。

　──春野くんはどうしてこんなゲームに参加したんやろ。

　果たして、本当にそうなのだろうか？

　妹は世界で一番、頭が良かった。

　そんなことは、他の誰よりも祥自身がとっくに知っていたことではなかったか？

　なのに祥は挑戦し続ける。強者と対たい峙じした時にしか発動しない、超飛躍を求めて。自らの半身の存在を求めて。

　ひょっとして、俺は──。

　いなくなってしまった妹が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　次に頭に浮うかんだのは、教室の片かた隅すみで一人虚こ空くうを見つめる少女の姿だった。その姿はまるで自分自身を見ているようで、どうしても放っておくことができなかった。

　祥も同じだ。妹を失い、自らの半身を失って以来、祥はいつも孤こ独どくを感じていた。超飛躍をした時だけ、妹の存在を近くに感じることができた。

　俺は、寂さびしかっただけなのか──。







『セカンドマスターがマップ９０〝ドライバーズブリッジ〟を脱だつ出しゆつしました。イベント・プログラムの効果範はん囲いから離り脱だつしたため、端たん末まつがウィルスプログラムの影えい響きようを逃れました。通常の状態へと復帰します』

　ＯＳの音声で、祥は意識を取り戻もどした。

　腕うでを動かそうとして、全身が強きよう烈れつな痛みに襲われる。あまりの激痛に声も出ない。なんとか回復しつつある意識をたぐりよせ、自分の置かれた状じよう況きようを思い出す。

「俺は……うっ！」

　トレーラーによりかかりつつ、立ち上がる。

　とっさに防御態勢に入っていたおかげか、骨折はしていないようだ。しかし全身にひどい打だ撲ぼく傷しようを負ってしまった。

　顔を歪ゆがめながらも、前方を見る。

　巨きよ漢かんの元関取を相手に、チカが立ち回っていた。古流合気道の達人とはいえ、相手の攻こう撃げきをかわすだけで精せい一いつ杯ぱいのようだ。数倍もの体重差がある。一撃でも攻撃を受ければそれでお終しまいである。

　どうやら気を失っていたのはほんの一、二分程度だったらしい。なにか夢のようなものを見たような気がしたが、覚かく醒せいすると同時に忘れてしまっていた。

　地じ響ひびきが続く地面を両りよう脚あしで踏ふみしめ、笑えみを浮かべる。

「鈴藤さんは無事に脱出できたみたいだな」

　ふらつきながらも近づいていくと、チカが振ふり向いた。

「祥クン！　い、生きてたんだ……」

「勝手に殺すな」

　祥を見て、黒竜山が眉まゆをつり上げる。

「ここを一人通すごとに報ほう酬しゆうから十万ドル減らさレル！　お前のせいダ、殺してヤル！」

「勘かん違ちがいすんなよ」

　祥は血の混じった唾つばを吐はき、低い声で言い放つ。

「鈴藤さんに指一本でも触ふれてたら、俺がお前を殺してた。どっちにしろ現げん役えき復帰できないくらいには痛めつけるけどな」

　黒竜山が馬ば鹿かにしたように「ハッ！」と笑い飛ばす。

「チカ、俺が合図したらあいつの足をすくえ。できないなんて言ったらグーで殴なぐる」

　祥の思考が急激に沸ふつ騰とうしていく。

　脳神経にあるシナプスどうしの電子交こう換かんが加速していく。視界にうつる全ての現象が情報化され、デジタル処理された信号として脳のう中ちゆう枢すうに直結される。

「凱がい旋せん門もんだってひっくり返してみせるわ。祥クンのお願いなら、ね」

　瞳ひとみの色を変えたチカが頷うなずくのを確認し、祥は地面を蹴けった。

「フンフンッ！」

　黒竜山が両手を突つき出す。

　視界の中で、眼前の光景が凍こおりつく。

　超飛躍を果たした祥の思考が、身に襲おそいかかる危機を〝突とつ破ぱ〟する。

「はあっ！」

　半身になって両手の間をすり抜ぬけ、黒竜山の眉み間けんに肘ひじを打ち下ろす。

「ヌアアッ！」

　鼻血を噴ふき出しながらも、黒竜山は祥を〝投げ〟るべく摑つかみかかってくる。

「はいっ！」

　祥の背中に隠かくれていたチカが、絶ぜつ妙みようのタイミングで黒竜山の両りよう腕うでを持ち上げる。

　がら空きになった懐ふところに飛び込み、祥とチカがそれぞれ左右の脚あしにタックルをかける。しかし黒竜山は、予想以上の身体バランスによって倒たおれない。

「オレが子供に投げられるとでも思ったのカアッ！」

　チカの体が浮いた。

　黒竜山が片腕で持ち上げたのだ。

「ちっ！」

　チカが地面に叩たたきつけられる寸前、祥が黒竜山の腕をサマーソルトキックで叩く。

　バック転の勢いを利用する分、威い力りよくは絶対無比の蹴りだ。だが一撃必殺の代だい償しようとして、着地する瞬しゆん間かんは無防備状態となってしまう。

　チカの救出には成功したが、祥は黒竜山の真正面に棒立ちになってしまう。

「祥クン！」

「今度こそ、死ネィ！」

　衝しよう撃げきにして一トンを超こす〝ぶちかまし〟が祥を襲う。

　目の前に死が迫せまった状況で、祥は冷静だった。赤茶色に変へん貌ぼうした瞳が、突破口をはっきりと捉とらえていた。

「力だけじゃ、俺には勝てないぜ」

　超ちよう低空で突進してくる巨きよ体たいを、祥は見事に飛び越こえる。相撲すもう技わざでいうハッソウ跳とび、相手のぶちかましを飛び越え背後へ回る技だ。

「チカ！」

　背中から黒竜山の腰こしを摑んだ状態で、声を張り上げる。

「いやあっ！」

　チカが気合いとともに両腕をまわした瞬間、これまで何をしても倒せなかった黒竜山の両脚が跳はね上がった。相手のバランスを崩ほう壊かいさせる合気の技が、まさに真価を発揮していた。

「おおおっ！」

　祥は持てる全力をふりしぼり、傾かたむいた黒竜山の軀からだを勢いにのせて半回転させる。

　祥の腕わん力りよくで一秒でも元関取の巨体を持ち上げたのは、奇き蹟せきに近かった。しかし、そのほんの一秒で勝敗は決した。

　逆さになった黒竜山を、祥はコンクリートの地面に叩き落とす。

「ガアッ！」

　真っ逆さまに地面と激突し、黒竜山が白目をむく。巨体がゆっくりと地面に倒れる。

　大の字に横たわって動かない元外国人関取の横に、祥は膝ひざをつく。

「馬鹿なあんたに比べれば、〝ゼロ〟や〝ノヴァ〟のほうがよっぽど強かったぜ……」

　荒あらい息をつきながら、言い放つ。

　体力はすでに限界に近かった。これまでの強敵との戦せん闘とうに続いて今の戦闘でも痛手を負ってしまった。震ふるえる膝に力を込め、立ち上がる。

『防御人デイフエンダー〝ワン〟の脳波が低下。ＨＯＭＥは〝ワン〟が戦闘不能状態へ陥おちいったものと判断します。番人を失ったため、イベント・プログラム停止。マップ９０〝ドライバーズブリッジ〟は通常の状態へと復帰します』

　足の下から、確かな振しん動どうが伝わる。回転した橋が元に戻もどりつつあるのだろう。

『マスターが防御人〝ワン〟を撃げき破はしました。〝ワン〟との戦闘状態にあったマスターが新しいプログラム〝ＦＩＮＡＬ・Ｃ〟を手に入れました。〝ワン〟と戦闘状態にあった他のプレイヤーが新しいプログラムを手に入れました。引き続き、混戦状態に移ります。同時に複数の防御人と遭そう遇ぐうするおそれがあるため、注意してください』

　振り向くと、防御人とプレイヤーたちはあいかわらず戦い続けていた。

　祥とチカは倒れた黒竜山の横を通り過ぎ、おぼつかない足取りで道路の先へと進む。

「どこを見ても、バカばっかりだ」

「さ、祥クンは筆頭だと思うけど……」

　チカの頭を叩こうとした祥の腕うでは、しかしあっさりとよけられてしまった。
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　セカンド・ゲームの終しゆう了りよう時刻が迫った頃ころ、小槙は夕暮れの空を見上げていた。

　小槙の背後には、大きな入場ゲートがそびえている。

　潮天シーサイドパークの入り口である。

　潮天シーサイドパークは資本から園内のアトラクションの設計まで、全て果須田裕杜の手によって創られている。まさに果須田裕杜が支配する場所といって良いだろう。

　数十分ほど前に小槙がここへやって来た時、ＯＳは告げた。

　──キーワード３を入手しました。

　三つ目のキーワードは、〝Ｄ〟だ。入場口は英語でドアウェイともいう、頭文字はＤである。つまりここへやって来れば、誰だれもがＤのキーワードを手に入れられるわけである。

　全てのキーワードは揃そろった。

　あとは本来のパートナーを待つだけだ。

「おれたちがいる西側ゲートは、乗用車専用だからな。歩きか、バスを使ったとしても奴やつらはロータリーのある北側ゲートに来る可能性が高い。北側に移動するか？」

　ペンチに座った小槙に、長身の男が言った。

　安住蔵人という名の青年だ。セカンド・ゲームにおける小槙の新しいパートナーである。小槙の同級生である祥とは知り合いらしい。

「どこに来るか分からへんなら、どこに居たっていっしょや」

「正論だ」

　それきり、男は何も喋しやべらない。小槙の横に立ち、無言で煙草たばこをふかしている。

　小槙は安住蔵人を見上げた。

　青年はちらりと小槙を一いち瞥べつし、すぐにまた前方へと視線を戻す。一目で敵か味方かを判別し、どちらでもないと分かって注意を払はらわなかった、という感じだった。

「無口な人やなあ」

　小槙がぽつりと呟つぶやくと、あくまで反射的な動作で蔵人が煙草を口からはなした。

「おれはニュートラルだからな。不必要なことはしない」

「ほんなら安住さんのギアは、どんな時にトップになるん？」

「敵を見つけた時だ」

「敵って、誰？　いままで春野くんといっしょに挑ちよう戦せんしてきた人たち？」

　安住蔵人という青年は無口だが、たずねたことには淡たん々たんと答える。

　小槙が「どうして春野くんが警察の人と知り合いなん？　やっぱり春野くんは前科を持ってたんや。春野くんは犯罪者や」と言うと、安住は「似たようなものだが違ちがう」と前置きし、祥と知り合った経けい緯いを簡潔に教えてくれた。

　春野祥という同級生は、今までに何人かの天才たちと勝負をしてきたらしい。蔵人とはその経緯で知り合ったという。

　今まで春野祥に対してはクラスのお調子者という印象しかなかったため、イメージが結びつかなかった。いつもふざけて軽口を叩たたいてばかりいる祥が、真しん剣けんな表情を浮うかべている光景さえ思いつかない。

「敵に定義はない」

「そんなら、どうやって敵を認にん識しきするのん？」

「その時のおれが決める」

「ただのわがままや」

「そう見えるのは、君の認識だな」

　小槙は首をかしげ、思案する。納得がいかない。祇園寺蓮と対談した時と同じ感覚だ。

「安住さんは、春野くんがどうしてこないなゲームに参加してるか知ってはる？」

「予想はつく。だが断定はできないな」

「春野くん、あたしのほっぺたをよくツネるねん。逮たい捕ほしてくれへん？」

「被ひ害がい届とどけを出せ。管かん轄かつの人間がしかるべき対処をする」

「今日はホンマに天気ええなあ」

「春野祥に興味があるのか？」

　静かに見つめられ、小槙は口を閉とざした。

　安住蔵人は、予想以上に頭の回転が速いようだ。わざと関連性のない質問を浴びせても、迅じん速そくに答えるどころか反はん撃げきされてしまった。

「春野くんはバカや」

「……」

「裕くんには、果須田裕杜には誰も勝てへんねん。それが分からへんのはバカや」

「その定義からすると、おれもバカの部類に入るな。しかし、バカが天才に勝っていることもある」

「ほんまに？」

「バカは一いつ般ぱん的にしぶとい。しかるべき統計から得られた結果だ、間違いない」

「え？　そない統計があるのん？」

　小槙が見上げると、蔵人は口元に微び笑しようを浮かべた。小槙は視線をそらす。

「安住さんも意地悪や。嫌きらいや」

「祥は知っているさ。果須田裕杜に勝つ可能性がほとんどないことをな」

「……」

「しかし、命を懸かける。まったくどうでもいいことに自分の命を懸けるんだ。しかも迷いが全くないときている。おれにも理解できない。どうして特に親しくもないパートナーのために命を懸けられるのか」

「なんのこと？　あたし、春野くんに命を懸けて助けてもらったことなんて、あらへん」

「失言だ。忘れてくれ」

　無愛想に言い捨て、蔵人は新しい煙草に火をつける。

　小槙は夕暮れの街並みを見つめる。外見とは裏腹に、小槙の思考は混乱しかけていた。

「このゲームは、分からへんことばかりや。蔵人さんの言ってることも分からへん。祇園寺博士の言うてたことも分からへん。春野くんのことも分からへん。みんな、ちゃんとした意味があるんやろか？　あたしが気づけへんだけなのかな。それとも、最初から意味なんてあらへんのやろか？」

「君は疑問ばかりだな」

[image: ]

　蔵人が長い息を吐はく。

「自分で決められないのか？」

　どくん、と心臓が鼓こ動どうした。

　──言ったろう？

　──あなたが、決めるの。

　かつて果須田裕杜、果須田明葉が言っていた言葉が閃せん光こうのように脳のう裏りに蘇よみがえった。

　安住蔵人が煙けむりとともに神しん妙みような声を放つ。

「自分がこの言葉を言うことが極きわめて奇き跡せき的に思えるし、さらなる破は滅めつへと君を追いやるかもしれない。しかし、言っていいか？　できれば保護者の許可も欲しいところだが」

「ええよ。親はおれへんし」

「そうか。ならば、言おう。……君は春野祥を見習ったほうがいい。あいつは何でも自分で決める」

「恐おそろしいこと言わんといてや。勘かん弁べんや」

　錯さつ覚かくではなく寒気に襲おそわれた小槙の膝ひざの上で、端たん末まつが電子音を鳴らした。

『マスターがセカンド・ゲームのゴール地点に指定されているマップに到とう着ちやくしました。クリア条件を確認中。コンプリート。マスターとセカンドマスターはセカンド・ゲームをクリアしました。その場で待機してください』

　ＯＳの声と同時に、端末から不思議な音階のメロディが流れる。

　まるでデタラメのようで、しかし一定のリズムを保つピアノの旋せん律りつ。それはあたかも人外の存在が人間に語りかけてきているような、奇き妙みようなほど胸に響ひびく不可解な音楽を奏かなでている。

〝πパイの音楽〟である。

　果須田裕杜がセカンドゲームをクリアすると音楽が流れるよう、システムに手を加えていたのだろう。

「粋いきなことするなあ、裕くん」

　小槙が画面を見ると、祥の所在を示す明かりが〝シーサイドパーク〟という文字の浮き上がったマップ上で点てん滅めつしていた。場所は蔵人が予想していた北側ゲート付近である。

　小槙は思い出し、蔵人を見上げる。

「あたしが春野くんのことバカって言ったこと、黙だまっといてな？　またいじめられるし」

「約束はできない」

「後生や。春野くん、ホンマに思いきりほっぺたツネるねん。痛いねんー」

　蔵人のスーツの裾すそを引っ張る小槙の持つ端末からは、まだ奇妙な音楽が流れ続けていた。
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『ようこそ、僕の領域テリトリーへ。今、この映像を見ているのは、セカンド・ゲームを生き残った数少ないプレイヤーだけだということをまず説明しておきます』

　指定時間を迎むかえるなり、小槙の膝元に置いた端末に果須田裕杜が現れた。

　小槙は無表情に映像に見入る。

『これからは僕と挑ちよう戦せん者である君らとの最後の戦い、ファイナル・ゲームとなります。ファイナル・ゲームを開始するにあたって、僕がルール・オブ・ザ・ルールを創造した目的について触ふれておく必要があるでしょう』

　画面に映る果須田裕杜の姿は、ゲーム開始の時とまったく変わらなかった。白い肌はだは薄うすい輝かがやきを放っているようにさえ見え、瞳ひとみはやや目線を下げた位置で停止している。

『僕は人類の進化における手がかりとなる人間を見つけるために、ルール・オブ・ザ・ルールを制作しました。時の流れに取り残され停留してしまった人類進化を促うながす者、それは今まで誰だれしも持ち得なかった能力を有する人間でなければならない。前にも宣言した通り、僕はキングだ。現在の人類の最さい高こう峰ほうだ。よって僕に勝利することができるなら、その人物が次世代への手がかりとなる』

「それは真実とちゃう」

　小槙は思わず呟つぶやいていた。

「生態系の変化は、何千何万の年月を経て得られる優ゆう劣れつ遺伝子のせめぎあいや。同じ時代に同種で区別できる二つの生物がおるわけあらへん。いるとしたら突とつ然ぜん変異だけや。突然変異は進化やあらへん。異い端たん児じや」

　煙草たばこをふかしながら、安住蔵人がこちらを一いち瞥べつする。

「最初に陸に上がった生き物は、どうして海を離はなれたのだろうな。栄養が豊富な海を、なぜわざわざ危険を冒おかしてまで手放した？」

「敵がおらへんかったからや」

「おれはそうは思わない。海底から見る水面が、あまりに眩まぶしかったからじゃないか？　暗い水中から見上げた空は、よほど美しく見えたに違ちがいない」

「それは感情や。感情で進化はせえへん」

「果須田裕杜に言わせると、〝幼く純じゆん粋すいな思いだけが、千ち々ぢに乱れた深夜と真昼の安息を驚おどろかせることができる〟らしいがな」

　祇園寺博士に言わせるなら、〝ちっぽけな意志こそが数に勝ることのできる証明〟や。

　心中でつけ加える。

　小槙には理解できない、まるで論理を無視した理論だ。

『ファイナル・ゲームの勝利条件はただ一つ、キングである僕をさがしだすことです。僕はシーサイドパークのどこかで貴方あなたがたの到とう来らいを待っている。僕は貴方がたにいくつかのヒントと条件を与あたえよう。条件をクリアし、僕に勝利した者がルール・オブ・ザ・ルールの勝者だ』

　果須田裕杜が目を細める。微笑ほほえんだのだ。

『貴方がたは、すでに僕の領域に足を踏ふみ入れた。よってファイナル・ゲームはこの僕、キングが支配する。貴方がたプレイヤーが決定することができるルールはたった一つ、僕に勝利する条件だけだ。僕はいかなる挑戦も受けて立つ。ファイナル・ゲームに辿たどり着いたプレイヤーはわずか十数組。その中で僕に勝利する条件を定めるのは、貴方だ。〝不ふ滅めつ〟の花言葉を冠かんする者、〝アイビー〟』

　ぴくん、と小槙は肩かたを揺ゆらした。

「春野くんや」

「よりによって、アイツか。合理的な勝負方法になる確率は絶望的になったな」

　小さなノイズに続き、小槙の端末の画面上に見慣れた女魔ま法ほう使つかいのＣＧが現れる。

　しばしの沈ちん黙もくが落ちた。

『ききたいことがある。果須田裕杜、あんたはさっき人類の進化がどうとかいう目的でこのゲームを創ったって言ったよな』

　小槙の端末からようやく聞こえた声は、無感情な低い声音だった。いままで小槙が聞いたことのない口調だ。

　果須田裕杜が淡たん々たんと答える。

『指し摘てきが不ふ明めい瞭りようだが、僕の目的は先ほど貴方がたに述べた通りであることは事実です』

『ようするに、あんたはワガママで人を殺してるってことだよな』

『解かい釈しやくは不定です。しかし死にゆく者は、すべからく弱者だ。弱者が時を刻むことは非常に非生産的かつ無益だと僕は考えています』

『死んだ人間は、はじめから生きる価値がなかったってことか？』

　祥の声音が、押し殺した口調になる。小槙は思わず、端末に触れていた指を離した。

「春野くんが怒おこってはる。なんでやろう？」

　青年を見上げ、小槙は口を閉とざす。

　蔵人もまた、顔つきを変えていた。くわえていた煙草がブツリ、と嚙かみ切られる。

「俺は果須田裕杜を敵と見なす」

　小さな声で呟き、蔵人は懐ふところから取りだした手て袋ぶくろのようなものを手にはめる。見た目は黒い革手袋だが、コードのようなものがスーツの袖そでの中へと伸のびている。

「……」

　険悪な空気を漂ただよわせだした蔵人を見て、小槙はなんとなく手元の端末を操作した。〝ＨＯＭＥ〟を選び、目的の情報へと近づいていく。

　表示された文字列を見て、小槙はなぜか胸の奥が締しめつけられるような痛みを感じた。

「……祇園寺博士が死んでもうた」

　数学者、祇園寺蓮が死んだ。彼をあれほど尊敬していた孫の新汰はどうしただろう？

　果須田裕杜は死者を無意味と言った。ならば、祇園寺蓮の言葉で揺れ動いている今の自分も無意味なのだろうか？

『貴方の発言は、これからファイナル・ゲームを開始するにあたり完全に無関係です。ルールの提てい示じを拒きよ否ひするならば、他のプレイヤーに──』

『お前を見つけてぶん殴なぐる。それがルールだ』

　春野祥の声が、迷うことなく言い放った。

『認めます』

　果須田裕杜の声は、あくまで王の威い厳げんを誇こ示じしていた。

『最終ステージの勝利条件は、キングである僕を捜そう索さくし発見した後、物理的干かん渉しようを及およぼすこと。ではこれより、僕の居場所を示すヒントといくつかの条件を提示します。条件は、今から僕の出す問いの解答を導くこと。また解答に基もとづいた順路に沿って各地域を通過すること。全すべての条件を揃そろえ、僕の存在する場所へと訪おとずれること。以上の三つです』

　果須田裕杜の視線が、画面の向こうから小槙を見つめる。

『今から、貴方がたに問いを与える。五つの城じよう壁へきと一つの城を指し示す問いだ』

　果須田裕杜の流れるような声が響ひびく。

『一つ目の城壁には彼らがいる。時間よりも速き者、遅おそい者、一日に二度しか真実を語らない者。彼らの中に正しい者は一人もいない』

　画面上に同じ内容の文章が表示され、〝ＲＵＬＥ〟のメニュー欄らんへと消えていく。

『二つ目の城壁には水もなければ砂もなく、心もなければ思い出もない。それでも貴方はそこにいる。そこに舌はないが、貴方にいつでも真実を告げる』

　二つ目の問いが消えていく。

『三つ目の城壁には、この世で最も噓うそつきの水がある。この世にいる人々の半分は、この水を持っている。四つ目の城壁を守る者は、語る。私の頭は尻尾しつぽと同じ。腰こしはとても細い。私が逆立ちしようとまっすぐ立とうと誰だれも気にしない。でも私を二つに分けてバラバラにしたら、どっちの半分もなくなってしまう。私の友達には友達のいない者もいる。最後の城壁の番人は、愚おろか者だ。なくなって初めて役に立つ財宝を集めるために人を殺す』

　謎なぞかけの文章が次々と〝ＲＵＬＥ〟のなかへと収納されていく。

『さあ、壁かべを崩くずしたなら僕のもとへ来い。僕は世界で最も死に近い場所に居る。僕は今の君だった。君は今の僕になるだろう。問いの前に立て。君は必ず僕に出会うだろう』

　果須田裕杜が笑えみを浮うかべた。薄うすく目を細めただけの、王者の笑みだ。

『ファイナル・ゲーム、スタート。挑ちよう戦せん者たちよ、僕は一人残らず君らの相手になろう』

　宣言し、果須田裕杜の映像が消える。

　遊園地の入場門は、すでに大勢の警察官で取り囲まれていた。

「行くぞ」

　返事も待たずに歩き出した蔵人に、小槙はついていく。

　入場ゲートでは、防御人デイフエンダーと機動隊がにらみ合いを続けていた。

　止めに入った私服警官に、蔵人が警察手帳を見せる。私服警官は驚おどろきながらも、道を開ける。二人は機動隊の間を進んでいく。

「ええのん？　勝手に入ってもうて」

「俺は最優先の任務を受けているからな」

「裕くんを逮たい捕ほすること？」

「さあな」

　小槙と蔵人は、防御人の壁へと近づく。

　屈くつ強きような体つきをした兵隊たちが、小槙たちのエントリーリングを見て道を開ける。

　ゲートをくぐりながら、小槙は訊きいた。

「安住さんは、どうして怒ってはるの？　春野くんもそうや」

「さあな」

「祇園寺博士が死んでもうてん。あたし、ほんまは好きやってん。あの人は無意味やったんやろうか？」

「さあな」

「そればっかりやん」

「君はあいかわらず疑問ばかりだな」

　ゲートを抜ぬけると、無人の敷しき地ちが拡ひろがっていた。

　本来なら大勢の利用客で賑にぎわっているはずの遊園地に、人々の姿だけが見あたらない。それでも各施し設せつが派は手でな装そう飾しよく品で着き飾かざり、稼か働どうしているのがひどく奇き妙みような光景に見えた。

「……だって自分でなんて決められへんもん」

　小槙が小さな声で言うと、蔵人はため息をもらした。

「そんなに気になるなら、果須田裕杜に訊きいてみたらどうだ？　知り合いなんだろう。奴やつならどんな質問にでも答えてくれるんじゃないか」

「名案や。そうするわ」

　小槙は平然と答えた。

　果須田裕杜なら小槙の疑問を晴らしてくれるだろう。幼い頃ころから彼は常に正しかった。

　歩き出した小槙を、蔵人の声が呼び止める。

「どこへ行く？」

「言うたやん。裕くんに会いに行くねん」

　蔵人は無言だった。止めるつもりはないらしい。

「もし春野くんに会うたら、伝えてくれへん？　あたしは一足先にトロイの木馬に隠かくれてるわ。あとからあたしについてきてって」

「お前一人で、どうやって身を守る？」

　小槙は振ふり返った。蔵人の問いには答えず、まったく別のことを口にする。

「あたしももうちょっとがんばったら、安住さんみたいに大人になれるんやろか？　祇園寺博士みたいに堂々とした人間になれるんやろか？　それに……春野くんみたいに、怒おこれるようになるんやろか？」

　蔵人は、黙だまって新しい煙草たばこに火をつけた。また「さあな」と聞き流されるとばかり思ったが、青年は口の端はしを持ち上げて言った。

「君が決めろ」

「もうええわ。蔵人さんのアホ」

　捨て台詞ぜりふを残し、小槙は再び歩き出した。
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「なんで止めなかったんだよっ！」

　祥の怒ど鳴なり声に、となりにいた詩音間チカが肩かたを竦すくませる。

　潮天シーサイドパークの北側入場ゲートから入るなり、チカの端たん末まつを通じて安住蔵人から連れん絡らくがあったのだ。

『おれにとって彼女はセカンド・ゲームをクリアする上で必要だっただけだ。ファイナル・ゲームを攻こう略りやくする上では、そばにいようがいまいが関係ない』

　涙なみだぐむチカが持つ端末から、蔵人の冷静な声が響ひびく。チカがイヤホンを端末に取りつけ、スピーカー機能を使用したのだ。

「俺には関係ありまくりだよ！　鈴藤さんは学校でも、成績・体力・社交性ランキングでワーストワンの三さん冠かん王おうなんだぞ！　相手が小学生だって勝てないに決まってる！」

「そ、そんな人をパートナーにした祥クンが悪いんじゃ……」

　祥は少女の頭を叩たたこうとするが、かんたんにかわされてしまう。

『それに、彼女が言っていた言葉が気になったんでな』

　蔵人の言葉を聞き、チカが口を開く。

「ト、トロイの木馬って、確か……どうしても崩くずすことができない城じよう壁へきを抜けるために、大きな木馬の中に兵隊さんが隠れて侵しん入にゆうしたっていう伝説だよね？」

「じゃあ、なにか？　鈴藤さんは誰だれにも攻こう撃げきされずに果須田裕杜の城とやらにたどり着けるってことか？」

『そう読みとれるというだけだ』

「そ、そんなことできるのかな？」

「ムリだ！　鈴藤さんだぞ！　あんなチンチクリンがそんなことできるわけないだろ！」

　叫さけびながら、頭の中ではまったく別のことを考えていた。

　──鈴藤さんは、どうして俺のことを責めないんだろう？

　いくら小槙自身のミスのせいとはいえ、恐おそろしいゲームに巻き込まれてしまったのだ。すぐに降参するのはもちろんのこと、ただのワガママでゲームを続けている祥のことを責めるのが当然なはずだ。

　しかし、小槙はゲームを続行するどころか、祥の危機を救いさえしてくれた。たとえなにかの偶ぐう然ぜんとはいえ、小槙は祥のパートナーとしての働きをしてくれているのである。

「……ちっ！」

　焦あせりにも似た感情が、祥を突つき動かす。

「一つ目の城門を探しに行くぞ！　そこで蔵人も合流しろ！」

「い、いいの？　パートナーを放っておいて」

「さっさとクリア条件を揃そろえて、それから鈴藤さんを捜さがす！　パートナーがそうしろって言ってるんだから、そうするしかないだろ！」

『信じるのか？　アレを？』

「もとはと言えば、お前が鈴藤さんから別れたからこんなことになってるんだろうが！」

　声のかぎりに絶ぜつ叫きようする祥に対し、蔵人は笑えみの混じった声で呟つぶやいた。

『ふっ、お前はなんでも自分で決めるんだな。なるほど、良いコンビだ』

「なんか言ったか、エセ警官！」

　半ば自棄やけになりながらも、思考を巡めぐらせる。

　──一つ目の城壁には、彼らがいる。時間よりも速き者、遅おそい者、一日に二度しか真実を語らない者……彼らの中に正しき者は一人もいない──。

　果須田裕杜に与あたえられた言葉を反はん芻すうする。

　入場ゲートの正面には、園内のアトラクションの位置を示す大きなマップがある。

　祥の思考が急激に加速していく。全ての雑音から解放され、時間軸じくすら無視した領域で脳神経が興奮する。

「あそこか！」

　思考が正常に戻もどるなり、祥は駆かけだした。

　端末を抱かかえたチカが、戸と惑まどいつつもあとについてやって来る。

「さ、祥クン、今、超飛躍ウルトラ・ジヤンプ……一つ目の城壁が分かったの？」

「〝クロック・メイズ・マンション〟だ！　蔵人にも急ぐように言え！」

　五分ほど走ったところで、祥とチカは目的のアトラクションに辿たどり着いた。

　大きな洋風の館やかただ。柵さくに囲まれたゲートの向こうには、開いた正面玄げん関かんが待ち構えている。壁へき面めんを覆おおい尽つくしている時計たちが、ひどく不気味だった。

　クロック・メイズ・マンション。いたる所に設置された時計の針を見て、出口へと向かう迷路である。停止した時計ならば前進、進んでいるならば左折、遅おくれているなら右折というように暗号が定められているのだ。

「さ、祥クン！」

　チカの制止を振ふり切り、祥は迷わず館の中へと駆け込む。

　正面玄関をくぐると、大広間に大きな柱時計が佇たたずんでいた。秒針は停止している。

「〝一日に二度しか真実を語らない者〟だ。停まった時計は、一日にたったの二回だけ正しい時刻を指し示す」

　時間よりも速き者とは、進んだ時計。遅い者とは遅れた時計のことを暗示していることにも気がついていた。

「す、すごい、祥クン……あんな一いつ瞬しゆんで分かるなんて」

　祥の予想を肯こう定ていするように、ＯＳが告げる。

『マスターが〝第一の城壁〟を崩しました！　防御人デイフエンダーとの戦せん闘とうに移ります！』

「え？」

　正面玄関が大きな音をたてて閉まる。

　直後、階段の上や部屋の向こう、柱の陰かげなどから迷めい彩さい服ふくに身を包んだ男たちが姿を現す。どの人物もあらゆる格闘技で名を馳はせている有名人ばかりである。

「なんだよ、この人数！　こんなところで時間くってる間にも、鈴藤さんは……」

　祥が顔を歪ゆがめた時、薄うす暗ぐらい広間にバシンッ！　と何かが弾はじける音が響ひびき渡わたった。

　振り向くと、正面玄関を閉ざしていた扉とびらが煙けむりを上げていた。

　破は壊かいされた扉を蹴けり破って現れたのは、スーツをなびかせた細身の男だった。

「蔵人！　よし、チカ、今のうちにここから出るぞ！」

「は、はい」

　すれ違ちがいに館を飛び出す祥とチカの背後で、またも何かが弾ける音が響く。

　振り向くと、蔵人が大勢の防御人に向けて手て袋ぶくろをはめた右手を掲かかげていた。手袋からは蛇へびのように紫むらさき色いろの電でん撃げきが放たれている。

　スタン・グローブ。犯人逮たい捕ほのために開発されたスタンガンの応用品だが、使用しているのは蔵人ただ一人だけである。いくら絶ぜつ縁えん体たいで手の表面を保護しているとはいえ、使い方を誤れば使用した本人が昏こん倒とうしてしまう失敗作だからだ。しかし祥やチカとは違って格闘能力に遜そん色しよくある蔵人にとっては、強力な武器である。

　防御人を牽けん制せいしたのは一瞬で、蔵人はすぐに踵きびすを返して祥のあとに続く。

「二つ目の城じよう壁へきがどこか分かるのか？」

　追いついた蔵人が、何事もなかったように問いかけてくる。

「これから考える！　つか、考えるのはお前の役目だろ、蔵人！」

「そこには水もなく、砂もない……」

　正面を向いて走るチカの横顔から、脅おびえと困こん惑わくの表情が消えていく。穏おだやかな水面のように冷静な瞳ひとみが、赤く滲にじんでいく。

「心もなければ思い出もない……それでも貴方はそこにいる。そこに舌はないが、貴方にいつでも真実を告げる……」

　少女の形の良い唇くちびるが、詠うたうように言葉を紡つむぎ出していく。作曲家として名を馳せているとはいえ、本人の声も美しいチカが静かに歌うと幻げん想そう的に聞こえる。

「それは裏切りの自分を見せつける……真実の言葉が現実をうち崩くずす。とても純じゆん粋すいで残ざん酷こくなもの……私は、それが嫌きらい……」

「なんだよ、それ？」

「〝鏡〟よ、祥クン」

「〝アンダーミラー・オーシャン〟か」

　蔵人が言う。

　アンダーミラー・オーシャン。壁面がすべて鏡でできている水族館だ。作り物の深海魚が泳ぐ深海を二人乗りの船で進んでいくアトラクションもある。

　三人は方向転てん換かんし、目的地へと向かう。

　誰だれにも聞かれないような声で、祥は呟いた。

「心配させやがって……あとでおぼえてろよ、鈴藤さん」
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　人ひと気けのない遊園地を、小槙はたった一人で歩いていた。

　園内は騒さわがしい音楽で満たされているが、小槙には周囲が完全な静せい寂じやくに包まれているように感じられた。まるで外界と小槙の間に、透とう明めいな壁かべが立ち塞ふさがっているかのようだ。

　通りの向こうを、着ぐるみを来た集団が通り過ぎていく。

　着ぐるみ達は小槙に気づいたようだが、何もせず去っていく。防御人ではないのか、襲おそいかかってくることもなかった。

『セカンドマスターがエリア１３を通過。イベント・プログラム発生。キングによる阻そ止しプログラム実行。再生します』

　腕うでに抱かかえた端たん末まつから聞こえてくるＯＳの音声も、他人ひと事ごとのように聞き流す。

『まずは簡単な問題だ。メフィストフェレスという悪あく魔まは人の死後に魂たましいを奪うばってしまう。しかし天てん秤びんを用いた問題に答えることができれば魂を奪われずに済むという。さあ、メフィストフェレスから問題だ。１グラムと３グラムと９グラムという三つの重りを使って、11グラムを量るんだ』

　すぐにＯＳが告げる。

『キングの問題に三十秒以内に解答してください。解答できなかった場合──』

　通りを歩く小槙の脳内で、１、３、９、の数字があらゆるパターンに組み替かえられ、瞬しゆん時じにあるべき姿へと構築されていく。

「１グラムを片方の皿に載のせて、もう片方に３グラムと９グラムを載せればええ。そうすれば片方に11グラムぶん傾かたむくわ」

『正解だ。じゃあ次の問題だ。１、３、９、27の四つの重りを使って22グラムを量るんだ』

　小槙は即そく答とうする。

「１、３、27グラムを片方の皿へ。もう片方の皿には９グラムを載せる」

『正解だ』

　小槙は思考にふけっていた。

　春野祥は、どうして怒おこっていたのだろう？

　裕杜が「死者は弱者だ」と言ったことが気に入らなかったのだろうか。

　春野祥という同級生は、クラスの中ではいわゆるムード・メーカーという部類に入る。

　周囲に笑え顔がおを振ふりまいているだけならば好感が持てたものを、彼はなぜかよく小槙にちょっかいを出してくる。彼女が拒きよ絶ぜつしようが逃にげようがおかまいなしだ。彼ほど得え体たいの知れない人間は初めてだった。

　小槙が抱えた端末から、ＯＳの音声が響く。

『ファイナル・ゲームのステージで、他のプレイヤーが防御人デイフエンダーに敗北しゲーム・オーバーになりました。残りペア数は十四組です』

　春野祥は今、いったいどんな顔をしているのだろう？　おそらく小槙が見たことのない顔をしているに違ちがいない。小槙は彼のことを何も知らない。ただ、無む抵てい抗こうの自分をいじめる凶きよう悪あくな人物としか認にん識しきしていなかった。

　祇園寺蓮は言った。

　──君はまだ未熟だ。君でさえまだ未完成だ。

　数に支配されるな、とも言っていた。

　小槙は数字に支配されているのだろうか？　数とはなんだろう？　支配とは？　それを理解できないから、自分は未熟なのだろうか。いつか自分が〝完成〟すれば、春野祥のことも理解できるようになるのだろうか？　それとも裕杜の言うように、死者の言葉に惑まどわされること自体が無意味なのだろうか……。

　──君はいったい何を守る？

　振り切ろうとしても、祇園寺蓮の言葉は小槙を思考の渦うずへと追い込む。

　小槙が守るもの。イギリスで買った人形。お気に入りの赤い靴くつ。父に初めてもらった小さな手帳。

『セカンドマスターがエリア３０を通過しました。イベント・プログラムが発動します』

『次は少し難しい。１、３、９、27、81グラムの五つを使って、33、44、55、66、77、88、99、１００グラムを量るんだ』

　小槙の思考が急激に加速していく。瞳どう孔こうが一いつ瞬しゆんにして収縮し、視界の中に数字の波が浮うかび上がる。──いや、違った。数字の群れの中に小槙がいるのだ。無表情に佇たたずむ小槙の周りを、無感情な数字たちが飛び回る。

「１、３、27グラムを片方の皿、９グラムをもう片方の皿へ載せて22グラム。３グラムを片方の皿、９、27グラムをもう片方の皿へ載せて33グラム。１、９、27グラムを片方の皿、81グラムをもう片方の皿へ載せて44グラム。１、81グラムを片方の皿、27グラムを片方の皿へ載せて55グラム。３、９、81グラムを片方の皿、27グラムをもう片方の皿へ載せて66グラム。１、３グラムを片方の皿、81グラムをもう片方の皿へ載せて77グラム。１、９、81グラムを片方の皿、３グラムをもう片方の皿へ載せて88グラム。９グラムを片方の皿、27、81グラムをもう片方の皿へ載せて99。１、27、81グラムを片方の皿、９グラムをもう片方の皿へ載せて１００」

『正解だ』

　自分の大切なものを一通り考えたところで、小槙の飛ひ躍やくした思考が正常へと戻もどる。

「あたしは、なにも持ってないねんなあ」

　小槙の独り言を聞く者は、一人もいない。

　自分は、未完成だ。

　ならば、果須田裕杜はどうなのだろう？　祇園寺蓮は？　春野祥は？

　──君は疑問ばかりだな。

　安住蔵人の台詞せりふが蘇よみがえる。

　──自分で決められないのか？

　決められるわけがない。小槙には何も決められない。何が正しいのか分からない。こんなことは生まれて初めてだ。

　ＯＳが告げる。

『他のプレイヤーがイベント・プログラムに解答できずゲーム・オーバーになりました。残りペア数は十三組です』

　賑にぎやかに動き回る空間を、小槙はたった一人で歩いていく。

　思えば、いつもそうだった。友人など一人もいない。クラスでも皆みなが小槙を避さけて通り、小槙もまた彼らを避けた。周囲の人々は小槙の存在に気づかないフリをして、小槙は外の世界に触ふれようとはしなかった。

　いや、一人だけいた。孤こ立りつした小槙に無ぶ遠えん慮りよに接せつ触しよくしてくる人物。

　春野祥。

　胸が締しめつけられたように痛む。心臓の鼓こ動どうが秒速を上げたかのようだ。何かに背中を押されているかのように、じっとしていることができない。

　そういえば午前中に会ったきり、彼とは顔を合わせていない。しかし小槙にはもう何日も彼と会っていないように感じられた。

「春野くんは嫌きらいや。なんでかってにあたしの寿じゆ命みようを縮めるねん。人は一生のうち心臓を動かせる回数が決まってるねんで」

　今まで何に対しても動じなかった小槙の内面に、様々な人間が土足で割り込んでくる。

　果須田裕杜。祇園寺蓮。そしてすべての元げん凶きようたる同級生、春野祥。

『セカンドマスターがエリア５１を通過。イベント・プログラムが発動します』

『ここからは問いに答えてもらおう。世界の果てに、世界を滅めつ亡ぼうさせる寺院がある。祭さい壇だんにはダイヤモンドの針が３本立っていて、神はその１本に64枚のピラミッド型に大きさの異なる純金の円えん盤ばんをはめた。僧そう侶りよたちは毎日、それを別の針に移し替かえる作業に専念している。移し替えが完かん了りようしたとき、寺院も僧侶たちも崩ほう壊かいしこの世が終わる。１枚の円盤の移動に１秒かかるとしたら、世界が終わるのは何年後だ？　ただし移動の途と中ちゆうで円盤の大小を逆に積んではいけないし、常に大きい方の円盤が下になるようにする。棒以外のところに円盤を置いてはいけない』

「一つ移動させるには一回、二つ移動させるには三回、三つなら七回……シンプルな法則や。２を移動させる回数だけ乗算した値から１を引くんやから、64枚なら２の64乗から１を引けばええ。答えは約５８４９億年後や。あたしは生きてへんやろな、たぶん」

『正解だ』

『セカンドマスターがエリア７０を通過。イベント・プログラムが発動します』

『今ここに７人のアマノジャクを描いた絵がある。彼らはお互いのことを嫌いあっているが、本当は寂しがり屋だ。ばらばらな場所にいるようで、７人の中のどの３人を選んでも、必ず３人の中で誰かと誰かは１ｍの距離にいる。果たしてそんな絵は実在するのだろうか？　ただし絵は平面で立体的な上下はない』

　小槙の思考が急速回転し、暗転した思考空間を形のない情報が飛び交かう。無表情にそれらを見つめる小槙の前で、集積したデータが瞬時に再構築されていく。

「どの３人のアマノジャクを選んでも、必ず一辺は１ｍになる三角形を描くようにすればええねん。この条件を満たすのは、正三角形を二つ合わせた菱ひし形がたを描いた四点と、それを鋭角の頂点を中心に少しずらした後の三点やな。ホンマはみんな仲良うしたいねんな」

『正解だ』

　現実へと引き戻された意識が、ふっと薄うすれそうになる。小槙の足取りが一いつ瞬しゆんふらつく。

　──キミには、敵を倒たおす覚かく悟ごがあるの？

　天才少年ピアニストは、小槙にそう訊きいた。

　ない。

　そんな覚悟は、これっぽちも小槙は持っていない。

　しかし、疑問は浮うかぶ。

　疑問を解くためなら、少しくらい自分自身が傷ついても良いと思う。

　果須田裕杜はどうなのだろう？

　完成した存在はどうなのだろう？

　小槙のように悩なやんだりはしないのだろうか？　得体の知れない感情に恐きよう怖ふを感じたりはしないのだろうか？　小さな疑問に自我を奪うばわれることは？　それとも果須田裕杜には疑問など何もないのだろうか？

　小槙は静かで煩うるさい空間を、歩いていく。

『他のプレイヤーが防御人デイフエンダーに敗北し、ゲーム・オーバーになりました。残りペア数は十二組です』

　見上げた向こう側に、闇やみに染まりつつある空へと向かって純白の城が立っていた。
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『正解だ』

　防御人の最後の一人を倒した祥は、言葉を失っていた。

『マスターが防御人〝シックスティーン〟を撃げき破はしました。新しいプログラム〝Ｄ・ＲＵＮＮＥＲ〟を手に入れました』

　祥は実際に起きている現実を理解するので精せい一いつ杯ぱいで、ＯＳの声など耳に入らない。頭は混乱したままだ。

　祥とチカ、蔵人の三人は今、〝ビューティズ・ヒストリー〟という名の建物内にいた。

　周囲には、古今東西から選えりすぐった世界中の美女の肖しよう像ぞうが飾かざられている。ここではあらゆる美容製品を販はん売ばいしていて、女性客に人気のスポットだ。

　果須田裕杜が〝この世で最も噓うそつきの水がある。この世にいる人々の半分は、この水を持っている〟と示した三つ目の城じよう壁へきが、ここにあった。思案の末、蔵人が「女の涙なみだだ」と解答に辿たどり着いたのである。

　建物から外へ出ると、夕日は完全に落ちてしまっていた。装そう飾しよく品が放つ派は手でなネオンが、人ひと気けのない構内を照らしている。やや離れた場所に、プレイヤーらしき人物と数人の防御人が倒れていた。戦せん闘とうの結果、相あい討うちになったのだろう。

「その様子を見ると、やはりただ者ではなかったようだな。お前のパートナーは」

　蔵人が煙草たばこに火を点つける。

　祥は何も答えられない。

　先ほどからＯＳの音声が、次々と質問を続けていた。声こそ聞こえないものの、鈴藤小槙はノータイムですべて正解している。

　尋じん常じような知能ではない。祥が超飛躍ウルトラ・ジヤンプし続けても相手にならないほどの知性だ。

「あのチンチクリン……」

　やっとのことで、低い呻うめき声を漏もらす。

「今まで俺のことを騙だましてやがったのか」

「た、単に祥くんが気づかなかっただけじゃ……」

　今度の張り手は、狙ねらい違たがわず少女の頭にヒットした。

『正解だ』

　また一つ、小槙が障害を突とつ破ぱする。誰だれもよせつけない知性に、亡き妹の影かげが重なる。

「……どんなに頭が良くても、腕わん力りよくじゃ小学生以下のヘナチョコには変わんないだろうが」

　小槙がどこかへ向かって進んでいくごとに、祥の中で焦あせりが大きくなっていく。

「残りの城壁をさっさと崩くずして、鈴藤さんのところへ行かないと……くっ！」

　走りだそうとするが全身を激痛に襲おそわれ、壁かべによりかかる。今までの戦闘で傷ついた身体からだは、思っていたより深刻なダメージを負っていた。時間が経過しても体力は回復するどころか、痛みが増していく一方だった。

「祥クン！　だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　チカに支えられる祥を、蔵人が冷れい淡たんな視線で見つめる。

「落ち着け、祥。そんな状態で、果須田裕杜の謎なぞかけを解くことができるのか？」

「今、考えてる！」

　思わず怒ど鳴なる。しかし、頭の中では何も考えられなくなっていた。

　果須田裕杜がなんだってんだ……！　謎かけなんてすぐに答えてやる！　俺が超飛躍すれば、超飛躍さえできれば……！

『正解だ』

　どくん、と心臓が鼓こ動どうする。

　祥の中に、確かな恐怖が生まれていた。

　もういい。やめてくれ。もうそれ以上、進まないでくれ。じゃないと、また……また、俺のせいで──。

「ゲームを降りるか？」

　蔵人の鋭するどい声に、祥の表情が凍こおりつく。

「簡単な話だ。そんなに大事なパートナーなら、今すぐに降参を宣言すればいい。それでパートナーの命は助かる」

　ゲームオーバー。

　それで、同級生の少女が危険にさらされることはなくなる。

『他のプレイヤーが防御人デイフエンダーに敗北し、ゲーム・オーバーになりました。残りペア数は八組です』

　ＯＳが単調な口調で報告する。

　ファイナル・ゲームになってから、生き残っているパートナーの数をカウントダウンする機能が加わったらしい。先ほどから続々と他のプレイヤーたちが脱だつ落らくしている。なかには命を失った者もいるだろう。

「それとも生きているパートナーを見殺しにしてでも、死んだ妹の影を追いかけたいのか？」

「……！」

　反射的に、祥の腕うでが蔵人のスーツを摑つかんでいた。

「や、やめて、祥クン……！　蔵人さんも」

「お前に言われる筋合いはないぞ、蔵人！」

　煙草をくわえた蔵人の目つきが険しくなる。

「今の発言がどういう意味か、詳くわしく説明してくれ。返答によっては許さんがな」

「や、やめてってば、二人とも……！」

「おれとお前がいっしょだと言いたいのか？　違うぞ、祥。おれはすべてを過去の人間への餞はなむけに贈おくると決めた。しかし、お前はそうなのか？　双ふた子ごの妹だか自分の半身だかは知らんが、それが今お前の一番大切なものなのか？」

　蔵人に睨にらまれ、祥は言葉につまる。

　鈴藤小槙と、亡なき妹。

　二人の存在が、祥の中で揺ゆれ動く。

　妹は祥にとってかけがえのない存在だった。いなくなる前まではいつもそばにいたし、それが当然だと思っていた。無む邪じや気きで、しかし控ひかえめな笑え顔がおを見せる妹といつまでもそばにいると思っていた。兄としてずっと守り続けるつもりだった存在は、逆に祥を守ってこの世からいなくなってしまった。

　ならば、鈴藤小槙は？

　思い浮うかぶのは、騒そう々ぞうしいクラスの中で一人無表情に窓の外を眺ながめる少女の姿だった。

　彼女の周りだけがまるで別の空間のように、時が停とまっていた。その姿を見るたびに、彼女を近くに感じた。なぜかは分からない。しかし、表情のない少女の横顔は、動き続ける時の中に身を置くことを怖おそれ、懸けん命めいに強がっているように見えた。

　──俺と、同じだ。

　はじめて気がつく。

　足りない自分がひどく頼たよりなく思え、いつでも強ごう引いんに道を決めていた。超飛躍している瞬しゆん間かんだけ一人の人間になれた気がして、世の天才たちに挑いどみ続けた。

　違ちがった。逃にげていただけだ。妹を失い、一人でいるのが怖こわくて、強いフリを続けていただけだった。

『正解だ』

　果須田裕杜の声が、祥の鼓動を速める。

「鈴藤さんは……」

　鈴藤小槙は、どうしてゲームを続けているのだろう？　偶ぐう然ぜんで参加してしまった危険な状じよう況きように、なぜ今も身を置いているのだろう？

　理由は分からない。もしかしたら本人も理解していないのかもしれない。

　しかし、彼女は歩き続けている。何かに向かって進んでいる。

　同じような二人だったはずなのに、今、迷っているのは果たしてどっちだろう？　懸命に前進しようとしているのは祥と小槙、本当はどちらなのだろう？

　祥は拳こぶしを握にぎり締しめる。

「ただの同級生だ。たいした会話もしたことないし、たまにからかってやっただけの赤の他人だよ。むしろどっちかっていうと嫌きらいな部類だ。優ゆう柔じゆう不断で気が弱くて、トロくて何を考えてるのか分からなくて……」

　祥の口から、勝手に言葉が飛び出す。

「なんで俺がそんなヤツのために、ゲームを降りなきゃいけないんだよ」

　小槙は、先に進もうとしている。

　それなのに、祥がいま逃げるわけにはいかない。今度こそやらなければならないことがある。

「鈴藤さんに追いつく。そして俺が鈴藤さんを守る。ついでに果須田裕杜をぶん殴なぐる。俺はそう決めた。文句あるか？」

「目的と手段が逆転している。だがまあ、最終的には問題ない」

　ため息をつく蔵人から手を離しつつも、祥の中に苛いら立だちが生じていた。

「つーか、なんで俺が〝追いつく〟んだよ。それじゃまるで俺が鈴藤さんに負けてるみたいじゃんか。訂てい正せい、鈴藤さんも殴りに行く。俺を欺あざむくなんて万ばん死しに値あたいすることを思い知らせてやる。イヤってほど泣かせてやる」

「犯罪にならん程度に好きにしろ。それよりも今は城じよう壁へきだ。第四の城壁は……」

「〝四つ目の城壁の代表者は、語る。私の頭は尻尾しつぽと同じ。腰こしはとても細い。私が逆立ちしようとまっすぐ立とうと誰だれも気にしない。でも私を二つに分けてバラバラにしたら、どっちの半分もなくなってしまう。私の友達には友達のいない者もいる〟……」

　チカが四つ目の城壁のヒントを語る。

「数字の８だな」

　瞳ひとみを赤く染めた蔵人が、言う。

　チカの視線の先にあるアトラクションを思い出し、祥は気がついた。

「〝ナンバーランド・コースター〟か！」

　様々な数字で彩いろどられた地帯をトロッコで疾しつ走そうするアドベンチャー式のジェット・コースターである。

「〝友達のいない者〟とやらは素数のことだ」

「〝最後の城壁の番人は、愚おろか者だ。なくなって初めて役に立つ財宝を集めるために人を殺す〟」

　チカが最後の城壁のヒントを呟つぶやく。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、三人の中で最初に変化を見せたのは、やはり三人の中で最も論理的な思考能力に秀ひいでているスーツ姿の警察官だった。

「なくなって初めて役に立つもの……金か」

　薄うすく開いた目ま蓋ぶたの奥で、カメラのシャッターのように瞳どう孔こうが収縮する。

「金のために人を殺す……強ごう盗とう、盗とう賊ぞく」

「〝バンディッツ・シップ〟！」

　海賊船に乗り、高技術で制作されたＣＧと人形で埋うめ尽つくされた島を探たん索さくするアトラクションである。

　解答に辿たどり着いた三人だが、しかしすぐにまた沈黙する。

「なにか、おかしくないか？」

　祥の言葉に、二人が頷うなずく。

「か、果須田裕杜にしては、問題が簡単すぎるよね？」

「祥。そういえばお前のパートナーが、全ての城門をクリアしたら自分のあとからついてこいと言っていたぞ」

　祥は眉まゆをひそめる。

「鈴藤さんが？　鈴藤さんがどっちに向かったか分かるか？」

「西側ゲートから、構内の中心に向かって歩いていったはずだ」

「も、もしかして」

　チカが小さな声で遠えん慮りよ気味に言う。

「彼女、最初から果須田裕杜がいる場所に気づいてたんじゃ……あとから来る私たちのために、イベント・プログラムを攻こう略りやくしてるのかも」

「あのチンチクリン！」

　祥は舌打ちし、シーサイドパークの中央方向に向き直る。

　ネオンに彩られた暗くら闇やみのはるか向こうに、巨きよ大だいな城の尖せん塔とうがわずかに見えた。

　シーサイド・キャッスル。潮天シーサイドパークで最大の建造物である。同時に、敷しき地ちの中心にあるアトラクションでもある。おそらくそちらの方向に果須田裕杜がいるのだろう。

「余計なことで危ないマネしやがって！」

「行くぞ、祥。パートナーの愛情を無む駄だにするな」

「愛情ってなんだよ！」

　走り出した蔵人について地面を蹴けりながら、祥の心中では焦しよう燥そう感が生まれていた。

　……これじゃ、どっちが守ってるか分からないじゃないかよ！
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　夜よる闇やみの中にそびえ立つ白城を前にして、小槙は立ち止まった。

　城は湖こ畔はんの中にそびえている。

　小槙がいる陸地と一本のかけ橋を挟はさみ、向こう側に城があるのだ。

　きらびやかなネオンに飾かざられた園内で、城の周囲だけが暗闇に包まれていた。小槙に見えるのは巨大な城の輪りん郭かくと、闇色に揺ゆらめく湖畔の水面だけである。

「死に最も近い場所は、水面や。橋は昔から生死の境が近いとされて怖おそれられた場所や。〝僕は今の君だった。君は今の僕になるだろう〟……それは、生者と死者や」

　闇に閉とざされた空間で、小槙は誰にともなく呟く。

『マスターが〝第五の城壁〟を崩くずしました！　防御人デイフエンダーとの戦せん闘とうに移ります！　マスターが防御人〝スリー・トゥー〟を撃げき破はしました！　新しいプログラム〝Ｄ・ＰＵＮＣＨ〟を手に入れました。〝ダイナマイト・パンチ〟プログラムは格闘戦において……』

　小こ脇わきに抱かかえた端たん末まつから、ＯＳの声が響ひびく。

『セカンドマスターがエリア０に到とう着ちやくしました。クリア条件の照合を開始します。クリア条件、コンプリート。最終イベント・プログラムを実行します』

　次の瞬しゆん間かん、夜空の静せい寂じやくを数え切れないほどの光線が撃うち抜ぬいた。

　レーザー光線だ。

　城の上空には、あらかじめスモッグ状の煙えん幕まくが焚たかれていたようだ。光線は無規則に夜空を旋せん回かいし、少しずつ照準が絞しぼられていく。

　レーザー光に照らされ、橋の上に一人の人物が佇たたずんでいることに気がつく。

　分厚いコートで全身を覆おおい、目元をニット帽ぼうで、口元を立てた襟えりで隠かくした細身の人物だ。レーザー光線を背にした迷めい彩さい柄がらのコートは、まるで全身に返り血を浴びたかのようだ。

　防御人、〝ゼロ〟。

　祇園寺新汰がモンスターと呼んでいた相手だ。素顔のうかがい知れない防御人は、静かにこちらを見つめている。

　頭上のレーザー光線が、瞬時に光量を変化させる。巨大な城の上空に、何百何千という数の光のアルファベットの羅ら列れつが完成する。

〝Ｔ〟、〝Ａ〟、〝Ｇ〟、〝Ｃ〟、そして〝Ｆ〟の五種類からなる文字列だ。

　光の文字が完成すると同時に、防御人〝ゼロ〟がこちらへ向かって足を踏ふみ出す。

「〝問いの前に立て、君は必ず僕に出会うだろう〟。つまり、あの文字の意味を説き明かせいうことやな」

　防御人が、コートの中からナイフを抜き放つ。小槙との距きよ離りは五十メートルもない。

〝ゼロ〟が手の届く距離までやって来るのに、一分とかからないだろう。

「なるほど、今までとは違ちがって難問や」

　夜空を見上げる小槙の思考が、超飛躍ウルトラ・ジヤンプする。

　現実と思考との境界線を失った空間で、五種類の文字が小槙をとり囲む。ランダムに飛び交かうそれらは、無表情に佇む小槙をかく乱するだけで安定しようとしない。

　インスピレーションによる解答を不可能と判断した思考は、即そく座ざにパターンを変へん更こうする。

　宙を舞まっていた文字列が元の並び順で停止し、規則性を持った並びを検けん索さくしていく。最も多い並び方の上位五つがヒットし、列から浮うき上がる。それらを母音と仮定し、あらゆる世界語、あらゆる数列と照合する。

　しかし、小槙の思考空間内で再構築されつつあった文字列が、砕くだけ散った。

　失敗だ。

　小槙の頭脳は、解答が不可能であると判断した。

　防御人〝ゼロ〟のブーツが、陸地を踏んだ。小槙との距離は十メートルもない。

　──数に支配されてはいけない。

　諦あきらめかけた小槙の脳裏に、祇園寺蓮の台詞せりふが蘇よみがえる。

　──もうちょっとがんばったら、春野くんみたいに怒おこれるようになるんやろか？

　自分の口にした言葉を思い出す。

　小槙の目つきが変わる。

　思考空間でこれまで築いてきた文字列のデータを、跡あと形かたもなく打ち砕く。初期化されたアルファベットが、再び小槙を嘲あざ笑わらうかのごとく周囲を飛び交う。

　誰だれや。あたしの計算の邪じや魔まをするのは、いったいどの文字や？

　現実世界を映す小槙の目が、真正面に立ちはだかる防御人を捉とらえる。

〝ゼロ〟がナイフを振ふりかぶる。

　小槙は目を見開いた。

　──見つけた。

　そこからの小槙の思考は、速かった。今まで小槙の支配から逃のがれ続けてきた文字列が、一瞬にして小槙の支配下におかれていく。あるはずのない風が思考空間にいる小槙の髪かみをなびかせ、無数の文字が光の軌き跡せきを描えがきながらあるべき姿へと並び替かえられていく。

　闇に閉とざされた思考空間に佇む小槙の周りに、二重螺ら旋せんの階段がそびえ立っていた。

「〝ネクスト〟」

　呟つぶやいてから、小槙は自分の喉のどに走る痛みに気がついた。

　防御人のナイフが、小槙の喉を切り裂さいていた。ただし刃は先さきは皮一枚で停止し、動脈までには達していない。

「アデニン、チミン、グアニン、シトシン。人間の遺伝子情報を司つかさどるＤＮＡを構成する四つのタンパク質や。四つの単語から、それぞれの塩基配列に従って三次元に枝を伸のばしていく。でもたった一つ、どうしても邪魔な記号があんねん。〝Ｆ〟や。フラボ。遺伝子情報を破は壊かいする自じ滅めつプログラムを持つタンパク質や。Ｆに隣りん接せつした枝を取り除いていく。すると立体的な二重螺旋の図の完成や」

　防御人デイフエンダーと見つめあったまま、小槙ははっきりとした口調で続ける。

「螺旋階段を、さらに三次元に展開したアルファベット表にあてはめていく。できあがった文章は、〝there is after now〟。今の後にあるもの。答えは〝next〟。〝次〟や」

　小槙と見つめ合う〝ゼロ〟の背後で、光の文字列が弾はじけ飛んだ。

　先ほどにも増した数のレーザー光線が、巨きよ大だいな城を鮮あざやかに照らし出す。

　防御人がナイフを引いた。

　迷めい彩さい服ふくのコートが動き、小槙に道を開ける。

『正解だ。小槙』

　端たん末まつから、果須田裕杜の声が響いた。今までとは違い、小槙の名を呼んでいる。リアルタイムの音声のようだ。
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『さあ、僕の城へ来るがいい。君にはその資格がある』

　しかし、小槙はすぐに歩き出さなかった。

　斜ななめ前方へと移動して人形のように佇たたずむ〝ゼロ〟を見つめる。〝ゼロ〟もまた小槙を見つめていた。

「ええと、ちょっと待ってな」

　小槙は無造作に財さい布ふを取り出す。端末を足元に置き、二枚の硬こう貨かを取り出して見せる。

「はい」

　やにわに防御人に向かって、両手で一枚ずつ放ほうり投げる。

　左右に投げられた硬貨を、防御人は苦もなく両手で受け止める。しかし、片方の硬貨に対する反応がほんのわずかだけ鈍にぶかったのを、小槙は見み逃のがさなかった。

「返してくれはる？　今月は無む駄だ使づかいしてしもて苦しいねん」

　防御人は無言で硬貨を手て渡わたす。

「おおきに」

　硬貨を財布に戻もどし、端末を拾う。

「あたし、生まれつき片目が見えへん知り合いがおったわ。昔のことやけど」

　橋に向かって歩きだす。

「その人が死んでもうたって聞いた時、悲しかってん。もっと色んな話がしたかってん。もっと生きていてほしかってん」

　すれ違う間際、襟えりに隠かくれた〝ゼロ〟の唇くちびるが笑みを浮かべたように見えた。

「さようなら」

　短く言い残し、小槙は橋を歩く。防御人〝ゼロ〟は最後まで一言も語らなかった。

　色とりどりの光線に照らされた城に向かって歩く。目に見えるものは派手だが、耳に聞こえる音は何もない。世界で最も静かなパーティが湖こ畔はんを賑にぎわせる。

　大きな城門がゆっくりと開かれる。

　小槙は迷うことなく中へと誘いざなわれていく。

　城の中は、異世界だった。

　松明たいまつが照らす広間を抜ぬけ、奥へと進んでいく。何も聞こえない。何も感じない。歩いている感覚すらも失われていくかのようだ。

　正面に現れた扉とびらに触ふれる。

　力を入れるまでもなく、扉は開いた。

　そこに、果須田裕杜がいた。

　謁えつ見けんの間まなのだろう。床ゆかには赤い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、階段状に高くなっている奥には豪ごう華かな玉座が置かれている。

　しかし、壁かべがない。

　あるのは視界を覆おおうばかりの機械と、それらを結ぶコード、そして巨大なスクリーンの集まりだった。照明となるものが一つもなく、機械に埋うめ込まれたランプの明かりだけで壮そう大だいな空間を埋め尽つくしていた。闇やみにいくつもの光源が浮うかんだ光景は、さながら宇宙空間に迷い込んでしまったかのようだ。

　果須田裕杜は玉座に座っていた。

　闇の中に居ながらも、なお光を放つかのような金色の髪かみ。闇すらも支配するかのような白い肌はだ。薄うすく開かれた瞳ひとみは、小槙を捉とらえているかどうかさえも分からない。

　これまで映像で見てきた彼と変わらない美しい姿だが、小槙には別人に思えた。

　少年は、無数のコードに埋もれていた。

　両りよう腕うでは玉座の手すりに設置されたキーボードに繫つながれ、衣服の中からもケーブルが伸びている。目ま蓋ぶたや喉のど、さらには薄く開いた唇にさえも細いコードが貼はりついていた。

　世界最高のスーパーコンピュータ〝ＨＯＭＥ〟を操作するため、音声だけでなく身体中の動きを使ってより高速に命令を与あたえているのだろう。だが、それだけではない。小槙の目には、無数のコードがまるで果須田裕杜の一部として機能しているように見えた。まるであまりにも現実離ばなれした少年の存在を、この世に繫ぎとめている鎖くさりのようだ。

「僕の城へようこそ、消しよう閑かんの挑ちよう戦せん者よ。君は、やはり僕のもとへやって来たね」

　眠ねむっているかのような目蓋の向こうで、少年の瞳が動いた。しかし、やはり小槙のことを捉えているかどうかは分からない。

　小槙は頭を傾かしげた。

「消閑の挑戦者？」

「君が言ったんだ。閑ひまだったからゲームに参加したと」

「そういえば、そうやったわ」

「しかし、真実は違ちがう。君が今ここに立っているのは、必然だ。僕が君を待ち望んでいたから、君が僕に会いたいと願ったから、君はここにいる」

「……」

「僕の創ったゲームは、楽しんでくれたかい？」

　果須田裕杜の口調が一変した。作り物のようだった表情に、微び笑しようが浮かんでいた。

「楽しむどころやあらへん。ギリギリや」

　言う小槙の鼻から、糸のように血がこぼれる。小槙は子供のように袖そでをこすりつけ、血を拭ぬぐう。気を抜くと意識を失ってしまいそうだった。

　果須田裕杜が小さな笑えみを漏もらす。

「そのようだね。父が超飛躍ウルトラ・ジヤンプと呼んだ一種の興奮状態は、脳に負担がかかりすぎる。君ほどの能力者ならば尚なお更さらだ。あれだけ超飛躍を続けてよく絶命しなかったものだ。正気を保っているだけでも奇き蹟せきに近いよ」

「怖こわいこと言わんといて。ドッジソンのメニューを制せい覇はしてへんうちは死ねへんわ」

「君がそこまでして〝戦う〟理由を、君自身は自覚しているかい？」

「言うたやん。ただの気まぐれや」

「それは真実じゃない」

　果須田裕杜の口調が、幼なじみから世紀の異い端たん児じのそれへと変わる。

「君はなんのために、僕のもとへやって来た？」

　小槙は答える。

「あのな、あたし、裕くんにききたいことがあんねん」

「それは真実じゃない」

　果須田裕杜が一いつ蹴しゆうする。

「君は疑問など持ってはいない。君はどんな解答だろうと納なつ得とくしない。君の中に答えとなる確固たるものがないからだ」

　小槙は少し考え、言い直す。

「裕くんとひさしぶりに話をしに来てん」

「それは真実じゃない。君に感傷という感情はない」

「お金も欲しいわ。ドッジソンのスペシャルメニューが高たこうて手が届かへんねん」

「それは真実じゃない。君は欲望を持たない。君は何も求めない」

「本当は裕くんを止めに来てん。こないなこと、もう止めてほしいわ」

「それは真実じゃない。君に道徳は存在しない。君には正義も悪もない」

「あたし……ええと、あれ？　あたし……ああ、血が止まらへんわ」

　袖そでで拭うたびに、鼻血はとめどなく溢あふれ出してくる。まるで小槙の理性までも垂れ流していくかのようだ。

　考えがまるでまとまらなかった。果須田裕杜の言葉を聞くたびに、自分が何を考えているのかさえも分からなくなっていく。

「君は何も感じない。あるのは擬ぎ似じ的なシミュレーションだけだ。〝こういう場合なら、こうだろう〟という他人の感情に対する反射行こう為いだけだ。君は何に対しても動じない。君は決して本気を出さない。何も思わないからだ。そう、苺イチゴの花言葉通りだ。〝計算された愛〟──数に完かん璧ぺきなまでに支配された存在、それこそが君だったはずだ」

「あのな、あたし、ええと……」

「冷静になるんだ、小槙。君をここで破は壊かいすることは、僕の本意じゃない」

　裕杜の優やさしい口調に、不思議なほど小槙の思考が落ち着いていく。

　昔、一つの部屋で遊んでいた頃ころと同じ、そばにいるだけで安心する感覚だ。邪じや魔まをする者は誰だれもいない。誰も彼らの領域に踏ふみ込んではこない。

「うん、おおきに」

「少しずつ、君のあるべき姿を取り戻もどしていこう。ちょうど君を揺ゆり動かしている張本人がやって来たようだ」

　頭上のスクリーンが点てん滅めつし、湖こ畔はんのほとりに立つ三人の人物の姿が映し出された。

『マスターがエリア０に到とう着ちやくしました。最終イベント・プログラムを実行します』

「春野くん」

　甘い安息から、一気に目が覚める。

　橋の前に現れたのは、春野祥を先頭とした三人組だった。小槙も知っている安住蔵人と、人気作曲家の詩音間チカである。

　レーザー光線が変化し、夜空に暗号を浮うかび上がらせる。

「音声を開放する」

　果須田裕杜の唇くちびるにつないだコードが動くと同時に、謁えつ見けんの間に春野祥の声が響ひびいた。

『またお前か、〝ゼロ〟。鈴藤さんをどうした？　ここに来ただろう』

　小槙が見たこともないような、真しん剣けんな表情と口調だった。完全に別人である。

　無言で歩み寄る防御人デイフエンダーに対し、うしろの二人はそれぞれの行動をとっていた。

『暗号……五つのアルファベット……やっぱり最後で難しい問題が……』

　詩音間チカは懸けん命めいに暗号を解こうとしているようだ。

　一方、安住蔵人は頭上のレーザー光線を完全に無視し、前に出る。

『どけ、祥』

『なんだよ、蔵人』

『いいから、どいていろ。おれはこいつに用がある』

　スーツの青年が懐ふところから警察手帳を取りだし、歩み寄る防御人に向かって掲かかげて見せる。

『果須田明葉。殺人および傷害の容疑で、お前を逮たい捕ほする』

　驚おどろいたのは、春野祥一人だけだった。チカはあいかわらず無心で思考に耽ふけり、防御人にいたっては微み塵じんも動じた様子を見せない。

『果須田明葉？　こいつが？　果須田裕杜の姉貴はずっと前に死んだんじゃ……』

『死亡届が偽ぎ造ぞうされたものだということが、最近になってようやく裏付けがとれた。果須田明葉は死んでなどいない。以前から果須田裕杜の周りには、障害となっていた人物の不可解な変死が続いていた。すべて果須田明葉の手による犯行だと警察は確信している。組織的に追っても買収や妨ぼう害がい工作で浮き足立つだけだからな。おれが単独で今回のゲームに参加し、果須田明葉本人に接近する任務を与あたえられたというわけだ』

　安住蔵人の説明を聞いても、小槙は無表情のままだった。

「小槙は驚かないんだね」

「明葉さんは生まれつき右目が見えへん。さっき、コインで確かめてん」

　裕杜が微び笑しようする。

　スクリーンの中で、祥たちと防御人との距きよ離りが縮まっていく。

『どうやらあっちさんは蔵人の言うことなんて聞いてないみたいだぜ』

『問題ない。公務執しつ行こう妨ぼう害がいが加わるだけだ。力ずくで逮捕する』

　チカが、とうとう超飛躍ウルトラ・ジヤンプを解除する。ここまでの道のりで超飛躍を使いすぎたのだろう、少女の顔色は蒼そう白はくになっていた。

『ご、ごめんなさい……私にはムリ……』

『いいさ。どっちにしろ俺はこいつから鈴藤さんをどうしたか聞かなきゃならない』

　防御人がナイフを閃ひらめかせる。

　祥たち三人は素す早ばやく遠ざかり、防御人を囲むように展開する。

『マスターが最終イベント・プログラムの解答に失敗しました。防御人〝ゼロ〟との戦せん闘とうに移ります』

　小槙の端たん末まつからＯＳの声が響くと同時に、画面上の祥が地面を蹴けった。

『プログラム実行！　〝Ｄ・ＰＵＮＣＨ〟！』

『マスターが〝ダイナマイト・パンチ〟プログラムを実行しました。三十秒以内に物理的攻こう撃げきを成功させたキャラクターのプログラムをランダムに二つ破壊します。逆に制限時間内に敵の攻撃によってマスターの脈みやく拍はく、脳波に変化を感知した場合、マスターのプログラムが二つ破壊されます』

　祥が前ぜん傾けい姿勢で〝ゼロ〟の懐に飛び込もうとする。しかし相手は祥の動きを見み極きわめ、横に動くと同時にナイフを振ふりかぶる。

『プログラム実行。〝Ｔ・ＰＡＴ〟。ターゲット、〝ゼロ〟』

　蔵人が背後から放電するスタン・グローブで防御人を襲おそう。

『隣りん接せつするプレイヤーが防御人〝ゼロ〟に対し〝トリックスター・パトリシア〟プログラムを実行しました。ターゲットに指定したキャラクターが行う攻撃型プログラムの成功率が三分の一に低下します』

　しかし攻撃を読んでいたのか、防御人が頭を下げて蔵人の腕うでをかわし、逆にナイフで蔵人のスーツを浅く切り裂さく。

『ちっ』

『〝ＤＥＭＯＮＳ・ＨＡＮＤ〟実行……ターゲット、〝ゼロ〟』

　チカが地面すれすれに手を伸のばし、防御人の足をすくいにかかる。

『隣接するプレイヤーが防御人〝ゼロ〟に対し〝デーモンズ・ハンド〟プログラムを実行しました。〝ゼロ〟が所有するプログラムの一つにウィルスを注入します。三分以内にウィルスの潜ひそんだプログラムを実行しなければ全すべてのプログラムが破壊されます』

　三人のプレイヤーによるプログラムの波状攻撃が〝ゼロ〟を襲う。ファイナル・ゲームをクリアしていく過程で、少なくとも祥と小槙の端末には現時点で六つのプログラムが保存されている。

〝ゼロ〟は跳ちよう躍やくし、後ろ脚あしで少女の横顔を蹴り飛ばそうとする。

　だが、今度は祥が相手の攻撃を読んでいた。とっさに少女の前に滑すべり込み、防御人のブーツを抱だきかかえる。

『そう何度もやられるかよ！』

　祥は先ほどから寝ね技わざに持ち込もうとしているのだろう。素早い動きで防御人の軸じく足あしを蹴り飛ばし、体勢を崩くずす。

〝ゼロ〟の口元がかすかに動いた。

『防御人〝ゼロ〟が〝ＸＸＸ・Ｃ〟プログラムを実行！』

　なすすべもなく転てん倒とうしたと思いきや、まるで独楽こまのように防御人が回転した。祥の脇わき腹ばらを蹴り、解放された脚でチカの小こ柄がらな体を弾はじき飛ばす。立ち上がりざま、接近してきた蔵人の攻撃をかわしつつカウンターで青年のこめかみを殴なぐり飛ばす。

　祥をはじめとする三人が、防御人〝ゼロ〟を中心に地面に投げ出される。

『〝ゼロ〟による攻撃の命中を確かく認にん！　〝Ｄ・ＰＵＮＣＨ〟の副作用によってマスターの所有するプログラムがランダムに二つ破は壊かいされます！　さらに〝ＸＸＸ・Ｃ〟プログラム発動！　スペシャルプログラム〝キャンセラーマン〟！　防御人の攻撃を受けたキャラクターが直前に実行したプログラムがオールキャンセルされます！　〝Ｔ・ＰＡＴ〟および〝ＤＥＭＯＮＳ・ＨＡＮＤ〟の効果がキャンセルされました！』

「……」

　強い。

　祇園寺新汰が言っていた〝モンスター〟という表現が、今になって現実味を帯びてきた。

　春野祥も、実際は強いのだろう。クラスのお調子者とばかり思っていた祥が、やけに戦い慣れていることは意外だった。しかし敵の強さは圧あつ倒とう的だった。

　なにより、あらゆる状じよう況きようを打破する発想力と判断力が飛び抜ぬけていた。一目で達人と分かる三人を相手にして、なお圧倒している理由がそこにある。

「春野くんたちは、勝てへんわ」

「それが真実だ」

　だがスクリーンの中の春野祥は、立ち上がるなり再び〝ゼロ〟に向かっていく。

『せああっ！』

　突つき出されたナイフをかわしタックルをかけるが、防御人デイフエンダーの膝ひざをまともに顔面に喰くらい弾き飛ばされる。他の二人がフォローに入る。

　鼻血も拭ふかず防御人に向かう祥を、小槙は無表情に見上げる。小槙の血はいつの間にか止まっていた。

「春野くんはアホやなあ。相手との力の差くらい分からへんのやろか」

「君は春野祥について、どこまで知っている？」

　果須田裕杜の声に、小槙は少年を振り向く。

「なんでそないなこときくのん？」

「彼が触媒キヤタリストなのか？　君が自分以外の個人に興味を持つなどということは、はじめての体験だ。だから君は戸と惑まどっている。パーフェクトな君の姿が揺ゆれ動うごいている」

「触媒？　なんのこと言うてんの？　興味なんて、完全無欠にあらへん。春野くんはただのいじめっ子や。嫌きらいや」

「そう、君は人間に興味を持つことを拒きよ絶ぜつしている。その裏にあるのは、父親である鈴藤敬三氏に対する復ふく讐しゆうだ」

　小槙の思考が、一いつ瞬しゆんだけ停止した。

「お父さんと春野くんが、どうして関係あるん？　おかしなこと言うわ」

「心理学が、君から父親を奪うばった。人間を見つめるという行こう為いが、君から父親の愛情を奪った。だから君は人間を見ない。不規則で理由のない感情を探さぐろうとしない。自分以外の人間に触ふれようとしない。それこそが君に一いつ切さいの思いを抱いだかせずにいた原因だ」

「関係あらへん。あたしが人見知りするのは、ただの個性や。祇園寺くんにも言われたわ。心理学よりも数学者に向いとるって」

「それは真実じゃない」

　悠ゆう然ぜんと言い放つ果須田裕杜の頭上では、祥ら三人が〝ゼロ〟と戦いつづけていた。蔵人の長身が吹ふっ飛び、地面に叩たたきつけられる。

　小槙の声が大きくなる。

「真実や」

　視線の分からない少年の瞳ひとみが、わずかに動いた。

「やはり、春野祥か。未完成だった君を刺し激げきし、少しずつ感情的にさせているのは彼の存在なんだね」

「感情的？　あたしは冷静や。何を言うてるの、裕くん？」

　果須田裕杜の指先が、滑なめらかに躍やく動どうする。

　スクリーンが春野祥にズームインし、痣あざだらけになった少年の顔が露あらわになる。傷つきながらも、少年の目はいっこうに輝かがやきを失っていない。

「春野祥。私立高校に通う十六歳。家族構成は海外に出張している両親と彼の三人」

　小槙は言葉を失う。

「彼はルール・オブ・ザ・ルールの正式なゲストではない。春野祥は学生として生活を送る一方で、一年ほど前から世界中の著名人と何度か対面している。本人の言葉を借りるならば、〝挑ちよう戦せん〟しているらしい。対戦はチェスなどのボードゲームが中心だが、本人は格かく闘とう技ぎにも精通している。戦績は全勝。データは彼が類たぐい稀まれな知能と肉体を有していることを示している」

　映像の中の防御人デイフエンダー〝ゼロ〟が、祥の攻こう撃げきをかわしてカウンターの回し蹴げりを繰くり出す。

『〝ゼロ〟がプログラム〝ＸＸＸ・Ｅ〟を実行しました！　スペシャルプログラム〝イートマン〟！　物理的攻撃を受けたマスターの端たん末まつにウィルスが侵しん入にゆうしました！　マスターの所有するプログラムが一分間かん隔かくで一つずつ破は壊かいされます！』

「どうして裕くんが、春野くんのことを知っとるん？」

　小槙がたずねる。

　モニターに映る祥は額を切ったのか、苦痛に歪ゆがんだ顔に血の筋が垂れていた。

『くっ……プログラム実行！　〝Ｄ・ＲＵＮＮＥＲ〟！』

『マスターが〝Ｄ・ＲＵＮＮＥＲ〟を実行！　〝ドーピング・ランナー〟プログラムによってマスターが常に移動し続けているかぎり、あらゆるプログラムの影えい響きようを回かい避ひすることができます！』

　祥がプログラムを使用するが、一瞬の隙すきをつかれてまたも防御人の蹴りをくらってしまう。

『〝ゼロ〟がプログラム〝ＸＸＸ・Ｃ〟を実行しました！　〝Ｄ・ＲＵＮＮＥＲ〟の効果がキャンセルされます！』

『くそっ、何度も使えるプログラムなんてアリなのかよ！』

「彼に限ったことじゃないよ、小槙。僕は常に世界を監かん視ししている。異色の〝挑戦者〟たる春野祥についても同様だ。少なくとも君よりも多くのデータを手に入れている」

　スクリーンを通した祥の姿は、クラスで見かける同級生とは全くの別人だった。小槙は知らず拳こぶしを握にぎる。

『一分経過。〝ＸＸＸ・Ｅ〟の影響によってマスターの所有するプログラムが一つ破壊されました』

「春野祥が挑戦を続ける理由も、過去の対戦者から調査済みだ。彼にはかつて双ふた子ごの妹がいた。話からすると、妹は超飛躍ウルトラ・ジヤンプが可能だったらしい。しかし妹は死んで、同じ能力を彼が身につけた。彼は妹の遺い影えいを追うために挑戦し続けている。実に無意味な行動だ」

　小槙は無言だった。

　いつもふざけてばかりいる同級生と裕杜が言う春野祥のイメージが、少しずつだが重なっていく。スクリーンに映る真しん剣けんな顔、そしてクラスで見るムードメーカーの顔の裏に、見たことのない彼の妹の存在を想像する。

「それとも他の人間かな、小槙？」

　果須田裕杜の指先が動き、スクリーンが安住蔵人を捉とらえる。

　小槙といた時は冷静沈ちん着ちやくだった青年が、犬歯を剝むき出しにして〝ゼロ〟と格闘していた。祥やチカよりも明らかに動きが鈍にぶいが、それでもスタン・グローブで〝ゼロ〟を狙ねらい続ける。ニュートラルからトップへと変わった姿が、今の彼なのだろう。

「安住蔵人、二十五歳。現在は上級資格を持つ警視庁のキャリアだが、ギャングと称しようされる集団に荷担していた過去を持つ。警察組織に身を置いたのは、些さ細さいな抗こう争そうが原因で恋こい人びとを失ったことがきっかけだ。以来、彼は自立的な行動をまったくしていない。彼のコードネームは〝スカビオサ〟。〝私はすべてを失った〟という言葉通りだ。未来を自ら完全に切り捨ててしまった彼のスタイルは、君がかつて会ったことのないタイプのはずだ」

『一分経過。〝ＸＸＸ・Ｅ〟の影響によってマスターの所有するプログラムが一つ破壊されました』

　小槙の端末からＯＳが告げる。これで祥と小槙の端末にはたった一つのプログラムを残すのみである。

　また画面が移り変わる。金色の髪かみにハート形のピアスが輝く少女だ。

「詩音間チカ。彼女は天才種に見られる典型的な精神病理の持ち主だ。分ぶん裂れつ症しよう、記き憶おく障害、妄もう想そう癖へき、対人恐きよう怖ふ症……彼女が作曲をする理由、〝そうしないと詩の闇やみにとり残されてしまうから〟という言葉は、彼女の希き薄はくな自我を如によ実じつに語っている。現実に対して抵てい抗こう力りよくがない彼女は、君の目にも特異なケースとして映っていたはずだ」

　スクリーンの中で、油断した祥が防御人のナイフにさらされる。

『祥クン！』

　チカが防御人と祥の間に割ってはいる。

『バカ、お前……！』

〝ゼロ〟のナイフがチカの腰こしにあったバッグを貫つらぬいた。

　すかさずチカが叫さけぶ。

『プログラム実行、〝Ｉ ａｍ Ｕ〟、〝Ｄ・ＶＡＣ〟！　ターゲット、〝アイビー〟！』

『隣りん接せつするプレイヤーが〝Ｉ ａｍ Ｕ〟を実行しました！　〝アイアム・ユー〟プログラムによってマスターに影響しているプログラムが実行者に転移します！　〝ＸＸＸ・Ｅ〟の影響が隣接するプレイヤーに転移しました。さらに隣接するプレイヤーがマスターに対し〝Ｄ・ＶＡＣ〟を実行しました！　〝デリシャス・ワクチン〟によってマスターの端末が三十分間、あらゆるウィルスの影響を回避することができるように……』

　ＯＳの声の途と中ちゆうで、チカのバッグから火花が散り小さな爆ばく発はつを起こす。

　謁えつ見けんの間に、どこからか無感情な声が響ひびく。

『登録プレイヤー３４４の端末からの応答が途絶えました。ゲーム続行不可能とみなし、ゲームオーバーとします。よろしいですか？』

「イエス」

『プレイヤー３４４、ゲームオーバー。残るプレイヤーは、一組です』

「これで残ったのは小槙、君と春野祥だけだ」

　果須田裕杜が無機質な声で言う。

『チカ！』

　端たん末まつの爆発で、チカは負傷してしまったようだ。体をおさえて顔を歪ゆがめながらも、身を支える祥に向かって笑みを浮うかべる。

『祥クン……大だい丈じよう夫ぶ？』

『このバカ！　ゲームオーバーになっちまったじゃねーかよ！　やっとここまで来たってのに！』

『それは違ちがうよ、祥クン。私は最初から、これが目的だったんだから……』

『……な……？』

　金きん髪ぱつの少女は笑いながら祥の腕うでをふりほどき、自分の力で地面に立つ。ハートを射い抜ぬいた形のピアスが揺ゆれる。

　チカの赤く染まった瞳ひとみが、まっすぐに祥を見つめる。超飛躍を続けすぎたせいで、限界が迫せまっているのは明らかだ。

『私にだって、目的はちゃんとあったんだよ？　祥クン、いつもムチャばっかりするから……いざという時、私が守りたかったの。祥クンのパートナーになっちゃうと、私に何かあると祥クンもゲームオーバーになっちゃうから、それじゃダメでしょ？』

『お前……』

　祥が唇くちびるを嚙かむ。チカの真意を、今はじめて知ったのだろう。

　モニターに映る詩音間チカは、かなり疲ひ労ろうしているように見えた。超飛躍を使いすぎたのだろう。両眼は充じゆう血けつし、薄うすくまぶたを開くのさえ辛つらそうだ。しかしそれは詩音間チカだけではなく、安住蔵人も同様だったが。

　チカが祥から〝ゼロ〟へと視線を変える。

『一年くらい前、ひとりぽっちで闇の中に消えてなくなりそうだった私を、祥クンが救ってくれた。祥クンのおかげで、私は……だから今度は、祥クンを縛しばりつけている鎖くさりから解放する手伝いをしてあげたかったの。でも、もう大丈夫だよね？　……鎖を断ち切ったのが私じゃなかったのが、少しだけ悔くやしいけど』

　もう一度、祥を振ふり向いてチカが微笑ほほえむ。嬉うれしそうな、しかし少し淋さびしげな複雑な笑え顔がおである。そんな自分の表情を隠かくすように、チカはすぐにまた〝ゼロ〟に向かっていく。

　一方の祥もまた、困こん惑わくと苛いら立だちが入り混じった表情を浮かべる。突とつ然ぜんのチカの告白に戸と惑まどっているのか、それとも少女に心配をかけていた自分自身に怒いかりを感じているのかもしれない。

『……余計なお世話なんだよ、バカ』

　呟つぶやき、祥も再び防御人との戦せん闘とうに参戦する。

　モニタを通して状じよう況きようを見ていた小槙には、チカの話していた内容の半分も理解できなかった。

　鎖？　そないなもん、誰だれが切ったんやろう？

　小槙が首を傾かしげた直後、映像の中で変化が起きた。

『蔵人！』

　祥の叫びが、小槙の耳を打つ。

　見上げると安住蔵人が地面に崩くずれ落ちていた。足元には血が滴したたっている。ナイフの一いち撃げきを喰くらってしまったのだろう。顔を歪め、ついに倒たおれ伏ふしてしまう。

『っっ！』

　少女の声のない悲鳴が上がった。組みにかかったところを、〝ゼロ〟のソバットで迎げい撃げきされてしまったのだ。地面を転がっていき、動かなくなる。

『チカ！』

　蔵人とチカの二人とも死には至ってはいないが、重傷なことは一目で分かる。

『……のヤロウっ！』

　怒りの表情を浮かべ、祥が〝ゼロ〟に挑いどむ。

　そこへ乱入した者がいた。

『はあっ！』

　何者かのかけ声とともに、長い脚あしによる回し蹴げりが〝ゼロ〟を襲おそった。

『なんだ？』

　驚おどろく祥の前に、青い髪かみをした少年がいた。

「祇園寺くん」

　小槙は思わず声を上げた。

　青い髪に端たん整せいな顔立ち、しかしシャツを着た右みぎ肩かたは大量の血で染まっていた。

　防御人デイフエンダーは不意をつかれながらも、後ろに跳とんで新汰の蹴りを避よける。

『誰だ、お前？』

『ただの通りストレすがりンジヤーさ』

　新汰の表情は、苦しそうだ。身体中に刻まれた怪け我がはもちろんのこと、超飛躍ウルトラ・ジヤンプを使いすぎたのか、顔色が真っ青になっている。しかし赤く染まった双そう眸ぼうには、強い意志がはっきりと浮かんでいる。

『そういうキミは？』

『俺は……うわっ！』

　襲いかかった防御人から遠ざかり、二人は並んで身構える。

『名前なんてどうでもいいだろ。ちょうどいい。せっかくだから、こいつを倒すのを手伝えよ』

『初対面の相手にずいぶん偉えらそうに言うな、キミは。言われなくてもやるさ』

「仲悪そうやなあ、二人とも」

　意外な人物の登場にも、果須田裕杜は落ち着き払はらった表情を崩さなかった。

「祇園寺新汰か。すでにゲームオーバーになってはいるが、興味深い対象だ。彼の祖父、祇園寺蓮は揺るぎない知性の持ち主だった。参加者の中で最も僕に近かった存在だ。祇園寺新汰自身も、未熟とはいえ超飛躍を可能とする天才種には違ちがいない。防御人たちの妨ぼう害がいを自力で突とつ破ぱしここまで辿たどり着いたことからも、特に戦闘力において彼の実力は疑うべくもない。迷いながらも一つの道を見失わない彼のスタイルにもまた、君は少なからず刺し激げきされたはずだ」

　スクリーン上で戦う三人を見ることもなく、果須田裕杜は口だけを動かす。虚こ空くうを見下ろす視線がいったい何を見つめているのか、小槙は疑問に思った。

「君をはじめとする五人が僕の前に現れた。皆みな、超飛躍を可能とする者たちだ。これは偶ぐう然ぜんでも確率的な現象でもなく、必然だ」

「春野くんは違うやん。普ふ通つうの人や」

「春野祥も超飛躍ができる。しかし、自分で制せい御ぎよができない。他の四人に比べると明らかに劣れつ等とう種だ。しかしまだ生き残っている」

　果須田裕杜が言う。

「僕の父、果須田厚志は超飛躍を可能とする者こそが、次世代の人類であると考えた。それは誤りではない。しかし彼は思想を追究するあまり、現実世界での洞どう察さつ力りよくを失っていた。実際に存在する者に気づかなかった。僕は違う。小槙、君こそが超飛躍を可能とする者の頂点だ。僕はそのことを知っている」

　玉座に埋うもれた少年の言葉を聞き、小槙の中に小さな違い和わ感が生まれる。

「裕くん、さっきから言うてはることがおかしいわ。みんなゲームの参加者やのに、裕くん自身は最初から彼らを見てへんみたいや。刺激がどうのとか、あたしが頂点やとか……最強の挑ちよう戦せん者を見つけるとかいうゲームの目的と矛む盾じゆんしてはるんとちゃうの？」

「僕はすでに目的の半分を達成している。最強の挑戦者を、僕はようやく見つけ出した。その人物は今まで決して本気の姿を見せることはなかった。しかし今、異色な人物らの刺激によって、超飛躍のキングとして覚かく醒せいしかけた姿で僕の前に立っている」

　無数にあるディスプレイに、次々と一人の少女の姿が映し出されていく。

　地下街のカフェでくつろいでいる姿。

　祇園寺新汰とともに街を歩く姿。

　安住蔵人の運転するバイクに乗り、ヘルメットで顔を覆おおい隠かくされた姿。

　たった一人、無人の遊園地を歩く姿。

　そして今、人類のキングたる果須田裕杜の正面に立ちつくしている姿。

　──すべて、今日一日の小槙を撮うつした映像だった。

　小槙の頭脳が、たった一つの解答に辿り着く。

「まさか、裕くん」

「その通り」

　果須田裕杜が悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむ。

「ルール・オブ・ザ・ルールは、たった一人の最強の挑戦者、鈴藤小槙を覚醒させるためだけに創造したものだ」
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「僕は超飛躍という能力を持たない」

　果須田裕杜が突とつ然ぜん、まったく別の話を切り出す。

「僕は、〝果須田裕杜〟という人間はそれすらも必要としない。僕は異い端たん児じだからだ」

　言って、はじめて裕杜の瞳ひとみが小槙を見る。

　果須田裕杜の瞳は、深しん紅くだった。作り物ではない、正しよう真しん正しよう銘めいの生きる血が流れた瞳だ。

　小槙は裕杜に関する事実を知っていた。

　果須田裕杜は、生まれつきの先天性アル白皮症ビノである。髪かみや皮ひ膚ふに色素はなく、瞳は流れる血液の色しか映さない。

「いつの時代も、突然変異ミユータントが進化の引き金となってきた。だから今、ここで真の新人種ネクストを決定する。尖せん鋭えい者たる君たち、そしてミュータントの僕。どちらかが勝利した時、人類は進化の方向性を得る。僕が勝利した場合、僕は世界を変える。旧約聖書にある〝ノアの方はこ舟ぶね〟のノアもまたアルビノだったという。彼同様、僕にもまた歴史を変える力がある」

　裕杜の言葉が噓うそではないことは、小槙が誰だれよりも知っていた。

　果須田裕杜には力がある。何なん人ぴとの追つい随ずいも許さない、不動の力だ。彼が世界を変えるというならば、本当に世界は変へん貌ぼうするだろう。

　裕杜の赤い瞳が、無表情な小槙の顔を映す。

「僕が突然変異の王であることに対して、鈴藤小槙。君は超飛躍の王だ。今なお闘たたかい続けている彼らの頂点に君臨するのが君だ。しかしまだ君は未完成だ。君を完全に覚醒させるのは、残念ながらこの僕ではないことはすでに知っていた。君と同様に未完成でありながら、しかしそれゆえに君を刺し激げきするだけの強い思いを抱いだいた者でなくてはならなかった」

「あたしは刺激なんてされてへん。あたしは、昔も今もずっと未完成のままや」

「それは真実じゃない。今、君がここにいることが答えだ。招待状を持たない君が、なぜこのゲームに参加した？　他の参加者たち、あるいは特定の人物の影えい響きようを受けたからじゃないのか？　僕が招待状を送ったとしても、君は決してゲームに参加しようとはしなかったはずだ」

「それは……」

　単なる偶然や。

　そう言いかけるが、なぜか言葉が出ない。

　本当に偶然だろうか？

　たった一度でも自分が拒きよ否ひすれば、ゲームから離はなれることはできたはずだ。

　しかし、そうはしなかった。

　なぜ？

　小槙自身が、ゲームを続けることを望んだから──。

「きっかけが必要なだけだ。数に支配されている今の君を、君みずからの思いによって解放するんだ。そうすれば、君は数を支配する。パーフェクトな君が生まれる」

「……分からへん。あたしが完成したとして、それが裕くんにとって何になるん？　裕くんはあたしに何をさせたいの？」

「最終的な目的は、二つある。一つ目はこれまで僕が告げてきたように最強の挑ちよう戦せん者、つまり君とゲームがしたかった。かつて繰くり返してきた遊びとは違ちがう、本気になった君との勝負だ。僕はずっと君とそれがしたかった。二つ目の目的は、君が完成すれば分かることだ、小槙」

「分からへん。あたしと裕くん、どっちが強いかなんて決まっとるやん。あたしは一度も裕くんに勝てへんかった。これからも勝てへん。それが真実や」

「それは真実じゃない。君はまだ数に支配されている。──そろそろ役割を果たした者たちの終しゆう焉えんが近づいているようだ。彼らもまた祇園寺蓮らと同様に、僕の前に立つだけの能力は有していなかった」

　どくん、と小槙の心臓が鼓こ動どうする。

　俯うつむいていた小槙が顔を上げると、小槙の映像だらけだったディスプレイの中央の一つだけが、再び少年二人と〝ゼロ〟との闘いを映していた。

　いぜんとして〝ゼロ〟が無傷のままである一方、祥と新汰は傷つき、今にも倒たおれそうなほどに疲ひ労ろうしているようだった。

　混乱した小槙の頭脳が、思い出したように動き出す。

「あたしが今、裕くんをなぐったらそっちの負けやん。そんな状態やと裕くん、動けへんやろ。あたしでもそれくらいできるで」

「果須田裕杜に物理的干かん渉しようを及およぼす。それが最後のルールだ。春野祥が決定した」

「悪いけど、ちょっとだけ殴なぐらせてもらうわ。春野くんのことはどうでもええけど、祇園寺くんはええ人やねん。明葉さんにもこれ以上悪いことしてほしくないわ」

「君の行動を阻はばむ手段を、僕は持たない。しかし、君は大いなる勘かん違ちがいをしている」

「なに？」

「君はすでに本当の〝果須田裕杜〟を見失っている。君との勝負はすでに決したんだよ」

　小槙の黒い瞳が、凍こおりつく。

「果須田明葉が失っていたのは、本当に〝右目〟の視力だったのか？」

　カメラのシャッターを押したように、過去の記き憶おくが脳のう裏りによみがえる。

　──あなたはいつも、空を見ているのね。

　優やさしい笑え顔がおを浮うかべていた女性。裕杜と同じ、真っ白な肌はだをした儚はかない女性はいつも静かに微笑ほほえんでいた。

　だがその表情は、ぼんやりと翳かげってよく思い出せなかった。記憶力には絶対の自信がある小槙にとっては珍めずらしいことだ。

　続けて、今日一日の出来事がフラッシュバックする。

　──ちゃんと話せない理由なんかないだろ。

　──我々は絶対の掟おきてに従っている。

　──気が小さいだけだよ。

　──セカンド・ゲームのルールを決定するプレイヤーの選出が終わりました。

　──数に支配されるな。

　──君たちの挑戦に受けて立とう。
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　──自分で決められないのか？

　──君との勝負はすでに決したんだよ。

　小槙の目がゆっくりと見開かれていく。呆ぼう然ぜんとスクリーンを見上げる。

「〝問い〟に答えたら、あかんかったんや」

　根こん拠きよも順序もない、超飛躍ウルトラ・ジヤンプすら必要としないただの思いつきだった。しかし、小槙は確信していた。

　スクリーンに映る〝ゼロ〟が、薄うすい笑みを浮かべたのが分かった。

「あっちが、ほんまの果須田裕杜やったんや」

「それが真実だ」

　虚こ空くうを見下ろす少年が、微笑した。
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　決定的な敗北感が小槙を襲おそっていた。

　スクリーンから視線をはずし、玉座に座る少年を見る。

「明葉さんは、アンタやったんやな」

　裕杜は微び笑しようした。

「それは真実じゃない」

「え？」

　小槙の思考が、さらに混乱する。

　玉座の少年の言っている意味が理解できなかった。いつもなら瞬しゆん時じに解答を導く小槙の頭脳に、ノイズが走る。

「僕もまた、果須田裕杜だ。目の前の現実に君は支配された。だから君は敗北した」

「でも裕くんは一人しかおらへん。明葉さんもや」

「それは真実じゃない。果須田明葉だった人物は〝果須田裕杜〟になることを選んだ。そしてこの世に二人の果須田裕杜が生まれた」

「でも……でも、明葉さんは裕くんとは違ちがって……」

「それは真実じゃない。果須田明葉は、最初から僕と同じ存在だった」

　言われて、小槙は気がついた。

　ずっと虚空を見下ろしている少年の赤い瞳ひとみ。その先に、小槙の姿は映っているのだろうか？　もしかするとすでに……。

　玉座の少年が、赤い瞳を動かす。

「果須田明葉だった人物は、アルビノであることを隠かくしていただけだ。僕たちの瞳は極きよく端たんに光に弱い。いつしか視力を完全に失うのは必然だった。視力だけじゃない。僕たちには身体的にあらゆる免めん疫えきがない。だからこそ、僕たちは〝変化〟を急いだ」

　静かに唇くちびるだけを動かす果須田裕杜を埋うめ尽つくすコンピュータが、低い電子音を立てた。もしかするとそれらは〝ＨＯＭＥ〟を操作するためだけのものでなく、彼の身体機能を補う役目も担になっているのかもしれない。

「でも明葉さんは女の人やん。裕くんは……」

「性別は問題じゃない」

「不可能や。一人の人間が全く違う存在になるなんて有り得へん」

「それは真実じゃない。思いがあれば可能だ」

「どっちが本当の裕くんなの？」

「〝僕たち〟が、そうだ。君はまだ数に支配されている。小槙、君はとうとう君自身を解放できずに終わってしまった。残念だ」

　スクリーン上で二人の少年と戦う果須田裕杜。そして今、小槙の目の前にいる果須田裕杜。二人の赤い瞳が、小槙を見下ろす。

「勝負は決した。春野祥が〝ゼロ〟に敗北した瞬間が、僕が世界を変える時だ」

　小槙の思考が完全にシャットアウトする。

　負けや……。

　全身から力が抜ぬけていくのが分かった。膝ひざが折れ、冷たい床ゆかに座り込んでしまう。

　やっぱり勝てるわけあらへんかったんや。そもそも、あたしはなんでこんなところまで来てもうてんやろ。裕くんに勝てへんことくらい、最初から分かってたのに……。

　スクリーンを見上げ、納なつ得とくする。

　血ち塗まみれになりながら、それでも微み塵じんも怯ひるまず〝ゼロ〟に向かう少年の姿が目に映った。

　そうや、春野くんや。春野くんのせいや。どうせ勝てへんのに、そんなこと分かりきってるのに、どうしてそんなに必死になれるんやろか。やっぱり妹さんのためなのやろか。何をしても死んだ人は生き返らへんのに、どうしてそんなにがんばれるんやろか。

「あたしがギブ……降参したら、春野くんたちは死なへんですむん？」

　口が勝手に動く。

「彼らの生命を守る手段は、それ以外に皆かい無むだ」

「せやな」

　ぼんやりと頷うなずく。

「それしかあらへん。それしか、あらへんねん。でも、なんでやろ」

　スクリーンから玉座へと向き直る。

　小槙の中に、得え体たいの知れない感情が生まれていた。

　たった今、敗北を痛感したばかりだというのに、それを認めずにいる自分がいる。

　勝てないと分かってるのに……その思いは春野祥に対してだけ抱いだいた感情ではなかった。

　果須田裕杜の表情が、わずかに動く。

　小槙は無意識に口を開いていた。

「春野くんを見てると、降参したくなくなるねん。あたし、どないしてもうてんやろ？　答えが分かってるのに、分からへんねん。こんなこと今までになかったわ。怖こわいわ。自分のことやのに、全然理解できひんねん……」

　自分が何を考えているのか、分からない。

　自分が何を望んでいるのか、分からない。

　全く理解できない理由で戦い続ける者たちと、圧あつ倒とう的な存在感を放つ果須田裕杜。

　両者が戦う姿が、小槙の思考を混こん沌とんの闇やみへと追い込んでいく。

　玉座にいる果須田裕杜が、表情を歪ゆがめた。微笑ほほえみ以外に見せた、はじめての感情だ。

「僕としたことが、今になってようやく理解できた。君は変化しようとしていた。しかしそんな君の思考に、春野祥がノイズを生ませていたんだな」

　果須田裕杜の頭上にあるスクリーンの中で、防御人デイフエンダー〝ゼロ〟が動きを止めた。

「小槙、君は彼を助けたいと言った。しかし、それは無意味だ。君が思うほど、彼は君のことを思ってはいない」

　ずきり、となぜか胸の奥に痛みが走った。

　スクリーンでは、動きを止めた相手を見て、少年たちは戸と惑まどっているようだった。だが防御人が次にとった行動に、驚きよう愕がくする。

『なんのために、戦う？　いくら戦っても、何をしようと死者は還かえらない』

　防御人〝ゼロ〟が、はじめて声を発した。

　少年二人の反応は、対照的だった。新汰は目を見張り、祥は表情を険しくする。

『そ、その声は……まさか！』

『……』

　少年たちの様子を全く気にする様子もなく、防御人は口を閉とざして答えを待っている。

　しばしの逡しゆん巡じゆんのあと、新汰はなんとか冷静を取り戻もどしたようだ。動どう揺ようしながらも、はっきりとした口調で言う。

『そんなことは、分かってるさ。オレは爺じいちゃんの言葉を証明したいだけだ。爺ちゃんはオレのことを可能性と呼んでくれた。だからオレはお前に勝って、それを証明する』

『春野祥。君の返答を望む』

　防御人が厳格な口調で問いかける。

『春野？　キミが〝春野くん〟か！』

　新汰がまた驚おどろくが、とうの祥は無言のままだった。苛いら立だっているのか、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せたまま〝ゼロ〟を睨にらんでいる。

『春野祥。君の返答を望む』

　防御人が繰くり返す。

『……答えたくない』

『君の妹は死んだ。それが真実だ』

　祥が表情を動かす。なぜ目の前の人物が妹のことを知っているのか、不ふ審しんに思ったのだろう。しかし、すぐに言い放つ。

『そんなことは知ってる。ここに来るまでに、思い知った。俺はバカだ。妹が死んだことを認めたくなくて、今まで色んな人間に挑ちよう戦せんし続けてきた』

『ならば、君をいま動かすものは何だ？　君はすでに戦う意味を失っている』

『しょうがないだろ。新しい意味ができちまったんだから』

　言いながら、なぜか祥は言いにくそうに口を開いた。

『あのチンチクリンはどこに行った？』

『質問が不ふ明めい瞭りようだ』

『ちっちゃくて、ぼーっとしてて、奇き妙みような訛なまりで喋しやべる天然女のことだよ！　ここを通ったんだろう？　俺はあいつのところに行かなきゃならないんだよ！』

　大声で言う祥を見て、防御人は黙だまり込んだ。となりにいる新汰が、驚いたような顔で祥を見つめている。

　小槙の中で、何かが動いた。

「あたしのこと、やろか？」

　思考を崩ほう壊かい寸前にまで追い詰つめられ感覚を失いつつあった体に、ほんの少しだけ血の巡めぐりが戻る。

『彼女のもとへ行って、どうする？』

　スクリーンの中で、〝ゼロ〟が変わらない口調で問いかける。

『あの寂さびしがり屋のチンチクリンを守る。こんなゲームに巻き込んだ責任もあるけど、俺よりも先に行ってるのが気に入らない』

『それは真実じゃない。彼女は寂しいなどという感情を持たない。そのような感情は彼女に必要ない』

　祥がむっとした顔をする。

『鈴藤さんはいつも寂しそうだった。大体、どうしてお前がそんなことを言うんだよ』

『彼女は何も感じない』

『鈴藤さんのことを、お前が決めるな』

　これっぽちの迷いもない祥の言葉に、小槙の中で流れを取り戻しかけていた血が全身を駆かけ巡る。

『彼女も認めない』

『だったら、俺が決める。鈴藤さんは本当は寂しいのに、それを認めないだけだ。そのことを知ってる俺が、鈴藤さんのところへ行く。誰だれも近づけずにいた鈴藤さんのそばに、俺が行く。邪じや魔まをするなら、お前を倒たおす。お前に殺された人間の恨うらみもついでに晴らしてやる』

　春野祥らしい、彼以外に有り得ない〝潔いさぎよい〟言葉だった。傷だらけになりながらも悠ゆう然ぜんと佇たたずむ姿は、教室で黒板の前に立つ姿と少しも変わらなかった。

『死者は意志を持たない。彼らは必然的に生命活動を停止しただけだ』

　防御人の台詞せりふに、祥は目つきを変えた。

『意志は残る。俺たち生きている人間が受け継つぐ。死んだ人間は無意味じゃない』

『それは真実じゃない。受け継いだ錯さつ覚かくに陥おちいっているだけだ。愚おろかな妄もう想そうだ』

　祥が口元の血を拭ぬぐう。

『俺は愚かじゃない』

『……』

『死んだ人間も、いま生きている人間も、誰一人愚かなんかじゃない』

　防御人を睨む祥の瞳ひとみが、変へん貌ぼうしていく。

「……」

　小槙は、気づいた。ようやく気づくことができた。

　春野祥のこと、そして果須田裕杜のこと、そして、自分のこと。それら全てが暗雲を振ふり払はらった小槙の頭脳内で解答を構築していく。

　導き出した答えは闇やみの奥ではなく、最も近い場所にあった。小槙が通り過ぎ、振り返ろうとしなかっただけだ。

　瞳を赤く染めた祥が、口を開く。

『プログラム実行、〝ＦＩＮＡＬ・Ｃ〟。ターゲット、〝ゼロ〟』

『マスターが〝ＦＩＮＡＬ・Ｃ〟を実行しました！　〝ファイナル・チャレンジャー〟は所有するプログラムが本プログラムのみになった状態でのみ使用可能で、三分間以内に指定したキャラクターを撃げき破はすることを条件に、全てのプログラムの影えい響きようを回かい避ひすることができます。制限時間内での撃破に失敗した場合、本プログラムが消しよう滅めつしゲームオーバーとなります』

　スクリーンの中で祥たちが地面を蹴けったのと同時に、小槙は立ち上がった。

　四方に張り巡らされた画面を見ることなく、機械で埋うめ尽つくされた謁えつ見けんの間をまっすぐに歩いていく。

『春野！　オレがなんとしても〝ゼロ〟の動きを止める。あとはまかせたからな！』

『なに勝手なこと言ってんだよ！　誰も頼たのんでないぞ！』

『オレだって不本意なんだ、文句を言うな！』

　頭上から響ひびく祥と新汰の声にも、小槙はそちらを見ようとはしない。玉座に座る少年に向かって、ただ直進する。

「裕くん」

　ケーブルに埋もれた玉座は、まるで棺かん桶おけのようだった。そこに静かに座る少年は、近づいた小槙を見上げようとしない。

　ぺちん、と小さな音が広間に響いた。

　小槙が少年の頰ほおを軽く叩たたいたのだ。

「これで、春野くんがあっちの裕くんを倒せばあたしたちの勝ちや。どっちとも果須田裕杜なら、両方を殴なぐれば勝ちやんな？」

「勝てると思っているのか？」

　少年が、ゆっくりと小槙を見上げた。

『はあっ！』

　果須田裕杜の赤い瞳の中に、〝ゼロ〟に向かう新汰の姿が映る。小槙の肩かたを通り過ぎてスクリーンを反射した瞳の中で、新汰の胸に防御人デイフエンダーのブーツが突つき刺ささる。

「あたし一人なら、やっぱり勝てへんかったと思う。でもな」

　新汰の口から大量の血がこぼれる。肋ろつ骨こつが折れたのだろう。しかし、新汰は重傷と引きかえに防御人の腕うでを摑つかんでいた。

『……うおおっ！』

　軸じく足あしを蹴りとばし、さらに体を回転させ回し蹴りを放つ。腕を摑まれた〝ゼロ〟は避よけることができず、もう一方の腕で防御する。

『！』

　反撃に移ろうとした〝ゼロ〟の横顔に、新汰の踵かかとがクリーンヒットした。

　回し蹴りと見せかけた新汰の蹴りが、実は二段蹴りだったのだ。防御人の腕を放し、新汰はさらに三段蹴りへと変化させるべく体を回転させる。

　だが、〝ゼロ〟のカウンターのほうが早かった。とっさに自ら後方に仰のけ反ることで、蹴りのダメージを和やわらげていたのだ。

『ぐっ！』

　顔面にまともに回し蹴りを喰くらい、新汰が背中から地面に叩きつけられて昏こん倒とうする。

「ごめんな？　裕くん」

　小槙は床ゆかに膝ひざをつき、果須田裕杜の額に自分の額を当てる。

　果須田裕杜の瞳は虚こ空くうを見上げたまま、動かない。赤い瞳の中で、〝ゼロ〟は新汰の捨て身の攻こう撃げきによって祥の姿を見失っていた。

『〝ＦＩＮＡＬ・Ｃ〟プログラムの制限時間まで、残り一分です』

「どうして謝るんだい、小槙？」

　新汰を倒たおし、振り向いた〝ゼロ〟の視界から祥の姿が消えていた。

『お前を〝突とつ破ぱ〟する方法が、やっと見えた。右目が見えないんだな』

　祥は防御人の死角に潜もぐり込んでいた。気づいた〝ゼロ〟がナイフを振るうが、超飛躍ウルトラ・ジヤンプした祥は素す早ばやく背後にまわって攻撃をかわす。

「代表や。裕くんのお父さんと明葉さん、裕くんの寂さびしさに気づかへんかった人たちの代表やねん。ひとりぽっちで……明葉さんも自分と同じになってもうて、寂しかってんな。だからこんなゲームを創ったんやな。自分を理解してくれる人を見つけるために……」

「それは真実じゃない」

　祥が〝ゼロ〟を背中から抱だきしめる。

『〝ＦＩＮＡＬ・Ｃ〟プログラムの制限時間まで、残り三十秒』

『すああっ！』

　そのまま背後に放り投げようと持ち上げる。だが防御人は脚あしを勢いよく回転させ、祥の腕を振ふりほどく。

「僕は何も感じない」

　だが、祥はすぐさま腕の配置を切り換かえる。防御人の肩と股またの間に腕を滑すべり込ませ、完全に相手の動きを固定する。

「もう、ええねん。理由なんて……真実なんてどうでもええねん。でもな、だれが新人類になっても、ひとりぽっちじゃ寂しいわ。泣いてまうわ。だって、誰だれも慰なぐさめてくれへん」

　小槙の両眼から、涙なみだがこぼれる。透とう明めいな雫しずくが、果須田裕杜の白い頰を濡ぬらす。

　祥のパワーボムが、〝ゼロ〟を延えん髄ずいから地面にたたき落とす。

　防御人の動きが停まった。

　──と思いきや、ＯＳの声が響く。

『制限時間まで残り十秒。カウントダウン開始します』

『うおおおっ！』

　防御人が吼ほえた。ともに地面に倒れた祥にナイフを突き立てる。

『テン、ナイン……』

　だが祥は防御人を摑んだまま側転するようにナイフをかわし、再び立ち上がる。

『せやああ！』

　まるで地面からひっこ抜ぬくかのように、祥が〝ゼロ〟を持ち上げた。相手に背中から抱きつき、今度こそ相手を地面に叩きつける。

「ならば……」

　果須田裕杜が微笑ほほえんだ。小槙の涙で頰を濡らした様は、裕杜自身がとめどなく泣いているかのようだ。

　玉座に眠ねむる少年の瞳ひとみの中で、迷めい彩さい服ふくの動きが完全に停止する。

『防御人〝ゼロ〟の脳波が低下。〝ゼロ〟を呼び出します。応答なし。防御人〝ゼロ〟は敗北しました』

「ならば僕はまぶたを閉じ、ただ沈しずむだけだ」

「裕くん……」

　果須田裕杜の赤い瞳が、小槙を見つめる。コードにつながれた細い両腕が、機械の埋うまった棺ひつぎの中から小槙を静かに抱きしめる。

「夢を見させてくれ。君のぬくもりが消えないうちに……僕が一人ではないと思える今のうちに……」

「うん、うん……ええよ、あたしはちゃんとそばにおるから……」

　涙を伝わせて裕杜を抱きしめる小槙の頭上で、何かが崩くずれる音がした。

『ファイナル・ゲームにおけるクリア条件を、プレイヤー６１１がコンプリート。キングが敗北しました。プレイヤー６１１の勝利です。キングによるイベント・プログラムが実行されます』

　壁かべを埋め尽つくす機械群から火花が飛び散り、スクリーンがノイズに埋め尽くされる。完全に映像が途と切ぎれる寸前に映し出されたのは、防御人とともに力尽つきて動かなくなった春野祥の姿だった。

「君の……君たちの勝ちだ、小槙」

　果須田裕杜の微笑みは、ゲーム好きな幼なじみの少年のそれだった。

「そして僕もやっと最後の目的を達成した。今の君こそが完かん璧ぺきな君なんだね。僕はやっと完璧な君を見つけた。消しよう滅めつが決定づけられた僕の存在を、パーフェクトな姿で記き憶おくしてくれる人間だ」

　少年がたずねる。

「僕はこれからも、君の中で生きていけるかい？」

　小槙は、力強く頷うなずいた。生まれてはじめての確信を込こめ、笑う。

「うん。約束や」

　崩ほう壊かいした天てん井じようから、巨きよ大だいな岩がん塊かいが落下した。







　エピローグ




　崩壊した城の周囲を、静せい寂じやくが包んでいた。

　夜空を切り裂さいていたレーザー光線も消え、無口な暗くら闇やみだけが湖こ畔はんを支配している。

　城が完全に崩れ去ってからしばらくして、感情のない音声が響ひびいた。

『ルール・オブ・ザ・ルール終しゆう了りよう。敗北したキングのメッセージをダウンロードします』

　湖は、地じ獄ごくの底につながる大穴のように静かだった。

　陸地と城を結ぶ橋の向こうに、よろめきながらも近づいてくる小さな人ひと影かげが現れる。

「あわわ、とうとう悪あく魔まが目を覚ましたわ」

　城門前の階段に座った小槙は、無表情にきょろきょろと周囲を見回した。

　見晴らしの良い湖畔に、逃にげ場はない。

　横に置いた端たん末まつから、ＯＳの声が続ける。

『ダウンロード、完了。メッセージを再生します』

「どないしよう。逃げられへん。絶体絶命や」

　小槙の全身は、真っ白に染まっていた。崩壊の際に舞まい上がった粉ふん塵じんを浴びたせいだ。

『僕の予測範はん囲い内で、このメッセージが機能する確率は完全にゼロだ』

　端末から聞こえたのは、紛まぎれもない果須田裕杜の声だった。

　小槙が取り乱している間にも、月明かりでかろうじて見てとれる人影はこちらに向かって近づいてくる。途と中ちゆう、何度かふらついて転んだりもしているようだ。

『だからもしこの声を聞く者がいれば、それこそが次の世代へのかけ橋だ。僕のたった一人の幼なじみか、それとも全く不確定だった人物かは分からない。どちらでも良い。願わくば、ゆっくりと歩いてほしい。僕、果須田裕杜とは全く違ちがう、君の時間……君たちだけの道を決めるんだ。それだけが、僕の望みだ。それだけが、僕の願いだ』

　小槙は頷き、橋の向こうを見み据すえる。

　結局、ゲーム中には一度も顔を合わせなかった少年が、すぐそばにいる。安住蔵人は〝祥が小槙を命いのち懸がけで守った〟と言っていたが、小槙はそんなこと知らないのでノーカウントだ。

「せやな、自分で決めなあかん。いじめられる前に、あたしからビシッと言うたる。ゲームに参加してもうてんは確かにあたしのせいやけど、そのせいでいじめられるんは不条理や。あたしはちゃんと謝ってんし」

　小槙は両りよう膝ひざを抱かかえ、歩み寄る恐きよう怖ふをじっと待ち構える。

「……でもきっと、またいじめられるんやろな……」

　嘆たん息そくする小槙の視界の中で、少年の影かげがまた転てん倒とうした。







　あとがき








Ｑ．本が出版されるにあたって、あなたの今の心境は？　やはり嬉うれしいですか？

Ａ．小説を書いていることが友人知人にバレたので、それどころじゃありません。






　はじめまして、岩いわ井い恭きよう平へいです。

　去年、そして今年と僕の周りでは環かん境きようが一変しました。大学を卒業して社会人になったこともあるけど、それ以上に僕がコソコソと小説を書いていたことが友人たちにバレたのが大きかったです。大学に入って小説を書き始めて以来、ずっとそのことを隠かくし通してきました。どこか照れくさかったのと、小説を書き始めて間もない頃ころ、友人のカラオケの誘さそいを断った時に、


　友人「お前ってたまにつきあい悪いよな。家に帰ってナニしてんの？　実は小説書いてますなんて言ったら、かなり引くよなー」

　恭平「そんなわけないじゃーん。アハハハ」



　という一コマがあったからです。あんなに顔で笑って心で泣いたのは中学生時代の失しつ恋れん以来です。二つ目の素す敵てきなトラウマをありがとう大学の友人たち。小説を書いてたことを知ったあとも友達でいてくれてありがとう大学の友人たち。真の友情を確かめる意味でも、本当に引いたのかどうかはいつかじっくり話し合わなくちゃいけないな（拳こぶしを握にぎりながら）。

　そんな孤独な執筆環境で救いになったのが、インターネットで出会った物書き仲間さんたちです。ライトノベルＭＬ、（今はなき）ＰＯＯＰＯＯＭＬ、そして管理人七なな瀬せさんと書記の伊い織おりさん率いる物書き俱ク楽ラ部ブ。自分で書いたものを人に読んでもらう楽しみと難しさを知ったのも、皆みな様さまのおかげです。本当にありがとうございます。

　加えて今回の小説を書き上げるには、多くの書物やホームページを参考にさせていただきました。数学問題やナゾナゾの考案者が不明なのも多く、直にお礼を言えないのは残念ですが、彼らの素晴らしい頭脳に改めて感謝の意を捧げたいと思います（問題やナゾナゾには私なりに表現を変えているため、何か問題がありましたら私個人の責任です）。

　現在は、今回の優ゆうし秀ゆう賞受賞という評価をくださった選考委員の皆様、担当の女井さんを始めとする編集部の皆様、イラストを描かいてくださっている四し季き童どう子じさんにお世話になっております。インターネットでの出会いと同様に、この出会いもまた新たなスタートだと思っています。

　そして最大の出会いが、この本を手にとってくださった読者の皆様です。ありがとうございます。まだ駆かけ出しで不備もあるでしょうが、まだまだこんなものではないので次回はもっと楽しんでいただけるはずです。感想などお手紙いただけたらシアワセです。

　できるだけ近いうちに、またお会いしましょう。





岩井恭平　　









　解説








Ｑ．このタイトル、最初から読めたんですか？　編集部の人ってすごいですね！

Ａ．……ノーコメントです。






　タイトルを読めた人も、読めなかった人も、解説ページを開いているということは、この『消閑の挑戦者　パーフェクト・キング』に「何か」を感じてくれたはず──まずは感謝を。ああそう、タイトルは「しょうかんのちょうせんしゃ」と読みます。「消閑」とは、暇ひまをつぶすこと。じゃあ「暇つぶしの挑戦者」って何？　というのは読んでのお楽しみなのですが、それ以外の作品の秘密について、いくつかを明らかにしてしまいましょう！

　ひとつは、ヒロインである鈴藤小槙が、関西弁をしゃべる、ぼーっとした不思議な女の子であるということ（もちろん、絶世の美少女ですよ）。

　もうひとつは、ヒロイン小槙と、ヒーローである春野祥が、なかなか出会わない（出会えない？）ということ。すべてのエンタテインメントはボーイ・ミーツ・ガールものである、という極論もあるくらい、ヒロインとヒーローの関係って気になりますよね。なのに、その二人が出会えずに進行していくストーリーが、どうしてこんなにエキサイティングなのか？　そして、二人はいつ、どんな形で出会うのか？　クライマックスで著者の「企たくらみ」が明らかになるとき、読者のみなさんは大いなる驚おどろきに打ちのめされるとともに、この著者の次の作品を一刻も早く読んでみたくなるはずです。

　さて、この作品は、第六回角川学園小説大賞〈優秀賞〉を受賞しています。最終的に大賞を受賞した作品との一いつ騎き打ちとなったのですが、選考会ではかつてない激論が交かわされました。勝手に『消閑の挑戦者』のサポーターとなった現担当は、（たしかに荒あら削けずりな部分はあるんだけどな……）と思いながらも、この作品のもつ熱さ、勢い、魅み力りよく的なキャラクター、切れ味鋭するどいアクション、ゲームのシステムなどユニークな設定などを売り込み、大賞に推おしたものです。

　そして現在。数度の改かい稿こうを経て、仕上がった原稿を読み直した担当編集者は思いました──「すげえ！」と。正直なところ、ここまでの作品になるとは想像できませんでした。担当をも驚きよう愕がくさせる著者・岩井恭平は第六回スニーカー大賞でも最終選考に残って注目された超ちよう大型新人。まだまだ、どんなストーリーを、どんなキャラクターを、どんなアクションを読ませてくれるのか、はかりしれない可能性をもっています。

　かつてない新しい才能が生み出す、新しい興奮。この本を気に入ってくれたあなた、すぐにお友達にお奨すすめください──そう、最低でも３人。読者のみなさんの応おう援えんだけが、著者を小説界のエースにしてくれるのですから！





スニーカー文庫編集部　　
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